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STS-123 プレスキット 

1. STS-123（1J/A）ミッションとは 
 
 

STS-123 ミッションは、NASA のスペースシャトル「エンデバー号」による

25 回目の国際宇宙ステーション（International Space Station: ISS）の組立

て・保全に関わるミッションで、1J/A フライトと呼ばれています。 
 
「きぼう」日本実験棟は、船内実験室、船外実験プラットフォーム、船内保

管室、船外パレット、ロボットアームなど、5 つの構成要素で構成されます。

これらの要素は、3 回のスペースシャトルミッションに分けて打ち上げられ、

軌道上で組み立てられることになっていますが、STS-123 ミッションは「きぼ

う」の第 1 便にあたり、船内保管室が ISS に運ばれます。船内保管室は、実験

装置や試料、消耗品、予備部品などを保管する与圧モジュールです。 
 

STS-123 ミッションでは、土井隆雄宇宙飛行士がミッションスペシャリスト

（搭乗運用技術者：Mission Specialist: MS）としてスペースシャトルに搭乗

します。ミッション中、土井宇宙飛行士はスペースシャトルのロボットアーム

（Shuttle Remote Manipulator System: SRMS）を操作し、船内保管室の ISS
への取付けや、スペースシャトルの熱防護システム（Thermal Protection 
System: TPS）の点検などを行います。また、船内保管室の入室準備、起動、

入室、入室後点検、室内の配線やラックの設定作業など、船内保管室に関わる

作業全般を担当します。 
 
また STS-123 ミッションでは、カナダ宇宙庁（Canadian Space Agency: 

CSA）の「デクスター」（特殊目的ロボットアーム）（Special Purpose Dexterous 
Manipulator: SPDM）が ISS に運ばれます。デクスターは、2 本の腕を持つ人

間の上半身のようなデザインの小型ロボットアームで、ISS のロボットアーム

（Space Station Remote Manipulator System: SSRMS（カナダアーム 2 とも

呼ばれます））に取り付けて使用されます。今まではクルーが船外活動で行っ

ていたような、繊細で細かい船外の作業をロボット操作で行うことが出来るよ

うになります。 
 
ミッション中には 5 回の船外活動が予定されており、新しい構成要素を ISS

に設置する作業や、ISS の予備品である曝露軌道上交換ユニット（Orbital 
Replacement Unit: ORU）を船外の保管場所へ移送する作業、センサ付き検査

用延長ブーム（Orbital Boom Sensor System: OBSS）の ISS トラスへの取付

け、スペースシャトルの耐熱タイル修理ツールの試験、曝露実験装置の取付け

などが行われる予定です。 
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主なミッションは次の通りです。 
 
①「きぼう」船内保管室の運搬と仮設置 

船内保管室は、「きぼう」船内実験室に結合して運用されますが、船内実験

室が ISS に到着するまでの間、「ハーモニー」（第 2 結合部）に仮設置され

ます。 
 

② デクスターの運搬、組立ておよび設置 
 
③ ISS 第 16 次長期滞在クルー1 名の交代 

STS-122 ミッションから第 16次長期滞在クルーとして ISS に滞在していた、

欧州宇宙機関（ESA）のレオポルド・アイハーツ宇宙飛行士と NASA のギ

ャレット・リーズマン宇宙飛行士が交代します。リーズマン宇宙飛行士は第

16 次長期滞在クルーとして ISS に約 1 ヶ月滞在し、STS-124 ミッション

（2008 年 5 月打上げ予定)で帰還します。 
 

④ センサ付き検査用延長ブーム（Orbiter Boom Sensor System: OBSS）の ISS 
への固定（仮置き） 
STS-124 ミッションでは、船内実験室をスペースシャトルのペイロードベイ

に搭載して ISS に輸送しますが、搭載スペースの問題により OBSS を搭載

することができません。したがって、STS-123 ミッションで OBSS を ISS
に残していきます。OBSS を固定するための機構は、STS-118 ミッション

（2007 年 8 月）で ISS の S1 トラスに設置済みです。 
 
⑤ タイル修理用耐熱材充填装置（Tile Repair Ablator Dispenser: T-RAD）を 

使用した耐熱タイル修理試験 
第 4 回船外活動中、本試験用に用意したタイルサンプルを用いて、T-RAD
の軌道上検証試験を行います。T-RAD は、耐熱タイル修理用の耐熱材を充

填するための装置です。耐熱材には、STA-54 と呼ばれる褐色でペースト状

のアブレータ（溶融材）を使用します。 
 

⑥ 物資の運搬・回収 
機器や交換部品、実験装置、補給品、食料品、衣服などの物資を ISS へ運搬

します。また ISS から実験成果や使用済み物資、不要品を回収します。 
※JAXAの第5回国際公募採択テーマの実験用品一式もミッドデッキロッカ

ーに収容されて ISS に運ばれます。（詳細は 3.5 項の「ISS 第 16 次長期滞在

ミッション中に行われる JAXA の実験」を参照下さい。） 
 

⑦ 材料曝露実験装置 6（Materials ISS Experiment: MISSE-6）の取付け 

STS-123 ミッションに関する情報及び、飛行中の情報につきましては、以下の JAXA
のホームページで見ることができます。 
♦ 「きぼう」日本実験棟：http://kibo.jaxa.jp/ 
♦ STS-123ミッション(1J/Aフライト)：http://kibo.jaxa.jp/mission/1ja/ 

A
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1. コンテナに積み込み（筑波宇宙センター）

3. 土浦新港を出港し銚子経由で横浜港へ 
（2007 年 1 月 26 日）

5. ケネディ宇宙センターに隣接するポート

カナベラル港到着  （2007 年 3 月 12 日）

8. ペイロードキャニスターに搭載。この後

射点でシャトルに搭載 （2008 年 2 月 8 日）

4. 外航船に積み替え横浜港を出港 

2. 筑波宇宙センターを出発し土浦新港へ 
（2007 年 1 月 26 日未明）

（2007 年 2 月 7 日）

6. 宇宙ステーション整備施設内にて到着 
セレモニー  （2007 年 4 月 17 日） 

7. ペイロードキャニスターに搭載するた

め、作業台から移動 （2008 年 2 月 8 日）
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表 1-1 STS-123 ミッションの打上げ・飛行計画の概要 
2008 年 3 月 9 日現在 

項 目 計 画 

STS ミッション番号 STS-123 (通算 122 回目のスペースシャトルフライト) 

ISS 組立てフライト名 1J/A ※スペースシャトルによる 25 回目、ロシアのロケットを

含めると 29 回目の ISS 組立てフライト 
オービタ名称 エンデバー号（エンデバー号は 21 回目の飛行） 

打上げ予定日時 

2008 年 3 月 11 日 午前 2 時 28 分 （米国東部夏時間） 
2008 年 3 月 11 日 午後 3 時 28 分 （日本時間） 
打上げ可能時間帯は 5 分間 
（注：1 日延期となる度に打上げ時刻は約 20 分早まります） 

打上げ場所 フロリダ州 NASA ケネディ宇宙センター（KSC）39A 発射台 

飛行期間 約 16 日間 

搭乗員 

コマンダー 
パイロット 
MS1 
MS2 
MS3 
MS4 
ISS長期滞在クルー(MS5)
 

ドミニク・ゴーリ 
グレゴリー・ジョンソン 
ロバート・ベンケン 
マイケル・フォアマン 
土井 隆雄 
リチャード・リネハン 
（打上げ）ギャレット・リーズマン

（帰還）  レオポルド・アイハーツ

軌道高度 投入高度   ：約 226km 
ランデブ高度 ：約 343km 

軌道傾斜角 51.6 度 

帰還予定日 
2008 年 3 月 26 日午後 8 時 33 分 （米国東部夏時間） 
2008 年 3 月 27 日午前 9 時 33 分 （日本時間） 

帰還予定場所 

主帰還地 ：フロリダ州 NASA ケネディ宇宙センター 
代替帰還地： 
①カリフォルニア州 エドワーズ空軍基地内 
  NASA ドライデン飛行研究センター（DFRC） 
②ニューメキシコ州 ホワイトサンズ宇宙基地 

ﾍﾟｲﾛｰﾄﾞﾍﾞ

ｲ（貨物室）

①「きぼう」日本実験棟の船内保管室、②「デクス

ター」（特殊目的ロボットアーム）と取外し可能型ス

ペースラブパレット-1(SLP-D1)、③MISSE-6、④

RIGEX、⑤カナダアーム 2 の YAW 関節部スペア、

⑥直流切替ユニット 2 基 
主要搭載品 

ﾐｯﾄﾞﾃﾞｯｷ ISS への補給品、科学実験用品等 

A

A

A

MS（Mission Specialist：搭乗運用技術者） 
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2. ミッションの流れ 
 

STS-123 ミッションの主要スケジュールを表 2-1 に示します。 
 

 
表 2-1  STS-123 ミッション主要スケジュール 

2008 年 3 月現在 A
飛行日 主な実施ミッション 
1 日目 打上げ／軌道投入、ペイロードベイドアの開放、スペースシャトルのロ

ボットアーム（SRMS）の起動、外部燃料タンク（External Tank: ET）
の画像と翼前縁センサデータの地上への送信、船内保管室へのヒータ電

力の供給開始など 
2 日目 SRMS とセンサ付き検査用延長ブーム（Orbiter Boom Sensor System: 

OBSS）を使用した熱防護システム（Thermal Protection System: TPS）
の損傷点検、宇宙服の点検、オービタのドッキングシステムの準備、ラ

ンデブ用軌道制御など 
3 日目 ISS からのスペースシャトルの TPS の撮影（ランデブ・ピッチ・マヌー

バ）、ISS とのドッキング、ISS への入室、第 1 回船外活動準備、取外し

可能型スペースラブパレット 1(SLP-D1)の ISS への取付け、ISS 第 16
次長期滞在クルーの交代など 

4 日目 第 1 回船外活動（リネハン／リーズマン）、船内保管室の ISS への取付け、

デクスターの軌道上組立て、物資の移送など 
5 日目 船内保管室連結部の配線・配管作業、船内保管室の起動と入室、物資の

移送、第 2 回船外活動(EVA2)準備、熱防護システムの詳細検査（必要な

場合）など 
6 日目 第 2 回船外活動（リネハン／フォアマン）、デクスターの軌道上組立て（続

き）、船内保管室内のラック設定作業、物資の移送など 
7 日目 NASA 広報イベント、デクスター稼動試験、船内保管室内のラック設定

作業、物資の移送、第 3 回船外活動準備など 
8 日目 第 3 回船外活動（リネハン／ベンケン）、デクスターの軌道上組立て（続

き）、軌道上交換ユニット（ORU）の船外保管プラットフォーム 2
（External Stowage Platform-2: ESP-2）への取付け、物資の移送、

STS-124(1J)ミッションに向けた準備作業など 
9 日目 デクスターの格納、SLP-D1 のペイロードベイ（貨物室）への収容、船

内保管室内の設定（続き）、STS-124(1J)ミッションに向けた準備作業、

クルーの休息など 
10 日目 クルーの休息、JAXA 広報イベント、NASA 広報イベント、物資の移送、

第 4 回船外活動準備など 
11 日目 第 4 回船外活動（ベンケン／フォアマン）、タイル修理用耐熱材充填装置

（T-RAD）を使用したタイルの損傷修理試験、STS-124(1J)ミッション

に向けた準備作業、物資移送など 

A

A
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12 日目 SRMS と OBSS を使用した TPS の後期点検、物資の移送、第 5 回船外

活動準備、ISS 船内のラック移送など 
13 日目 第 5 回船外活動（ベンケン／フォアマン）、OBSS の ISS トラス（OBSS

格納機構）への取付け、船内保管室外部の整備、船内保管室のシェル温

度チェックなど 
14 日目 クルーの休息、物資の移送、軌道上共同記者会見、ISS 分離に向けた点

検・準備作業 
15 日目 スペースシャトル／ISS 間のハッチ閉鎖、ISS 分離、フライアラウンド 
16 日目 飛行制御システムの点検、船内の片付け、NASA 広報イベント、軌道離

脱準備 
17 日目 軌道離脱、着陸 

  
注：スケジュールは、今後も変更される可能性があります。 
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2.1 毎日の作業スケジュール 
 
次ページ以降に、STS-123 の主な作業スケジュールを 1 日（飛行日）単位で

示します。 
 
（注）このスケジュールは、2008 年 1 月 24 日に発行されたクルータイムライ

ンをもとに作成したものです。 
 
 

 

 
注：飛行日（Flight Day：FD)の定義は、クルーが起床した時点から 1 日が始

まるため、打上げからの飛行経過時間（Mission Elapsed Time：MET)
と、飛行日では 1 日目の扱いにより、日が変わっていくことに御注意下さ

い。 
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ＦＤ１（飛行１日目）の作業内容 

ミッション概要 
・ 打上げ／軌道投入 
・ 分離後の外部燃料タンク（ET）の撮影 
・ 軌道投入後作業（ペイロードベイ（貨物室）ドアの開放、Kuバンドアンテナ展開など） 
・ 船内保管室へのヒータ電力供給開始 
・ 翼前縁の衝突検知センサデータおよびETの撮影画像の地上への送信 
・ ランデブ用軌道制御 

 打上げ／軌道投入 
エンデバー号は、フロリダ州ケネディ宇宙センター（KSC）の 39A 発射台より打ち上げられま

す。公式な打上げ日時は、1 週間前に決定されます。 
打上げから約 2 分で固体ロケットブースタを分離し、約 8 分 30 秒後にメインエンジンを停止

します。約 8 分 50 秒後に外部燃料タンク（ET）を分離し、打上げから約 40 分後に軌道制御

用（OMS）エンジンを噴射し、オービタは初期軌道に投入されます。 
上昇時には、ET に設置した TV カメラからリアルタイムの映像が送られます。 
 

 
メインエンジン停止直後の船内（STS-118） 

 
 軌道投入後作業 
打上げ約 45 分後より、船室内を打上げ状態から軌道上運用状態への変更や、与圧スーツから

普段着への着替えなどが行われます。また、ペイロードベイ（貨物室）ドアを開放しラジエー

タパネルを展開します。Ku バンドアンテナを展開・起動することで、映像や大容量のデータ

を地上に送信することができるようになります。 
 
 船内保管室へのヒータ電力供給開始 
ペイロードベイドアの開放に伴う温度低下によってスペースシャトルの貨物室に搭載された 
船内保管室の冷却水が凍結するのを防ぐため、また搭載した機器の温度を維持するために、搭

載ペイロードは貨物室から取り出されるまでの間、スペースシャトルからヒータ電力の供給を

受けます。 
 
 就寝 
初日は打上げの約 6 時間後に就寝します。 

トピックス 
ET 分離時には、オービタの腹部に装備したデジタルカメラのほか、クルーが手持ちのビデオ

カメラとデジタルカメラを使って ET 分離後の撮影を行います。また映像は、断熱材の剥離の有

無を確認するためにも非常に重要なデータであるため、軌道投入後、直ちに地上へ送信され解析

されます。 
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ＦＤ２（飛行２日目）の作業内容 

ミッション概要 
・ スペースシャトルのロボットアームとセンサ付き検査用延長ブーム（OBSS）を使用した

RCCパネルの点検 
・ 宇宙服やドッキング機構等の点検 
・ ドッキング準備（ODSリングの伸長、ODS中央部へのカメラの取り付けなど） 
・ ランデブ用軌道制御 

 OBSSを使用したRCCパネルの損傷点検 
コロンビア号事故後新たに開発された OBSS を使用してスペースシャトルの右翼側、ノーズ 
キャップ、左翼側の順に RCC パネルの損傷の状況を点検します。OBSS には、TV カメラと 
レーザセンサが取り付けられており、スキャンした画像が地上に送られます。打上げ後の早い

時期に損傷の有無を確認することにより以後の対処時間を確保することができます。 
この作業は約 6 時間かけて行われる予定です。 
 

 
飛行 2 日目のスペースシャトルの様子:貨物室に搭載しているのはハーモニー（STS-120） 

 
 宇宙服やドッキング機構等の点検 
ISS とのドッキング前に、ランデブ/ドッキングで使用する装置類の準備や、船外活動で使用す

る宇宙服の点検を行います。 
 
 

 ドッキング準備 
オービタドッキングシステム（ODS）リングの展開やセンターラインカメラの取り付けを行い

ます。スペースシャトルの ISS への接近・結合は、このカメラの映像を見ながら行われます。

 
 

 ランデブ用軌道制御 
ISS とのランデブのため、2 回の軌道制御を行います。 

 
トピックス 
土井宇宙飛行士はスペースシャトルのロボットアームと OBSS を操作して、スペースシャトル

の RCC パネルの損傷点検を行います。点検時に NASA TV で流される画像は普通の TV カメラ

の映像であり、管制センターで確認するデータの解像度に比べるとはるかに低解像度の映像です

ので、これを見る程度では異常の有無は判断できません。 
 

A
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ＦＤ３（飛行３日目）の作業内容 

ミッション概要 
・ ランデブ用軌道制御 
・ ISSからのスペースシャトルの熱防護システムの撮影（ランデブ・ピッチ・マヌーバの実

施） 
・ ISSとのドッキング、ハッチの開放、ISSへの入室およびクルー歓迎 
・ ISS長期滞在クルーの交代 
・ 第1回船外活動（EVA#1）準備 
・ SLP-D1のペイロードベイからの取出し 

 ISSとのランデブ 
ISS の下方約 180m の地点でスペースシャトルを 360 度回転させるランデブ・ピッチ・ 
マヌーバ(RPM)を行い、この間にスペースシャトルのタイルに損傷がないかどうか ISS 長期 
滞在クルー2 名が望遠レンズを取り付けたデジタルカメラで撮影します。 
 

 
RPM 時に、ISS から撮影された耐熱タイルの異常箇所（STS-121） 

 
 ISSとのドッキング 
コマンダーの手動操縦により、ISS の与圧結合アダプタ（PMA-2）とシャトルドッキングシス

テム（ODS）にそれぞれ取り付けられたロシア製のドッキング機構を結合させます。ODS の

中央部に取り付けたカメラの映像を見ながらスペースシャトルを ISS に接近させます。 
 
 

 ISS入室 
ISS に入室したクルーは、ISS の第 16 次長期滞在クルーのコマンダーであるペギー・ウィット

ソン、フライトエンジニアのユーリ・マレンチェンコおよびレオポルド・アイハーツに迎え入

れられます。その後スペースシャトルのクルーは ISS の安全説明を受けます。 
 
 

 ISS長期滞在クルーの交代 
STS-122 ミッション（2 月打上げ）から第 16 次長期滞在クルーとして ISS に滞在していた、

欧州宇宙機関（ESA）のアイハーツ宇宙飛行士とギャレット・リーズマン宇宙飛行士の交代 
が行われます。リーズマン宇宙飛行士専用のシートライナーを緊急事態の際に地上に帰還する

ためのロシアのソユーズ宇宙船に取り付けた時点で、長期滞在クルーの交代は正式に完了しま

す。リーズマン宇宙飛行士は第 16 次長期滞在クルーのフライトエンジニアとして ISS に滞在

し、STS-124 ミッションで帰還します。 
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 取外し可能型スペースラブパレット（SLP-D1）のISSへの取付け 
スペースシャトルのロボットアーム（SRMS）で、ペイロードベイ（貨物室）に搭載されて 
いる SLP-D1 を取り出し、モービルベースシステム（Mobile Base System: MBS）の 
ペイロード／軌道上交換ユニットの取付け場所（Payload/Orbital Replacement Unit 
Accommodation: POA）に設置します。SLP-D1 は、「デクスター」（特殊目的ロボットアーム）

を打上げから ISS に取り付けるまでの間収容しておく輸送キャリアです。デクスターを取り出

して ISS に取り付けた後は、スペースシャトルの貨物室に再び搭載され地上に回収されます。

 
 第1回船外活動（EVA#1）準備 
クルー全員で第 1 回船外活動（EVA#1）の手順を確認します。また EVA#1 の船外活動クルー

2 名は「クエスト」（エアロック）内で一晩を過ごし（キャンプアウト）、気圧の低い環境（10.2psi,
約 0.7 気圧）で体内からの窒素の排出を促し翌日の船外活動に備えます。 
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ＦＤ４（飛行４日目）の作業内容 

ミッション概要 
・ 船内保管室のハーモニーへの取付け 
・ 第1回船外活動（EVA#1） 

 第1回船外活動（EVA#1） 
EVA#1 では、船内保管室をハーモニーに取り付ける準備と、デクスターの組立作業が行われま

す。船外活動中、MS のフォアマン宇宙飛行士が ISS 船内から船外活動を指揮します。ISS の

ロボットアーム（SSRMS）の操作を MS のベンケン宇宙飛行士と ISS 滞在クルーのアイハー

ツ宇宙飛行士が担当します。 
※船外活動の詳細は 2.2.5 項「船外活動」を参照下さい。 

 
 船内保管室のISSへの取付け 
EVA#1 で、船内保管室をハーモニーに結合させる準備が整った後、EVA#1 実施中に船内保管

室はスペースシャトルのロボットアーム（SRMS）で把持されペイロードベイ（貨物室）から

取り出され、ISS の「ハーモニー」（第 2 結合部）の天頂側の共通結合機構（CBM）に取り付

けられます。EVA#1 終了後に、船内保管室の結合部の加圧と気密点検が行われます。船内保管

室の把持、移動および設置までの SRMS 操作は、ゴーリ、土井両宇宙飛行士が行います。 
 

 
ISS のロボットアーム操作卓 （STS-117） 

 
 デクスターの軌道上組立て 
SLP-D1 に固定されているデクスターの両腕にそれぞれ ORU 工具交換機構（ORU Tool 
Changeout Mechanism: OTCM）を取り付けます。 

トピックス 
土井宇宙飛行士は、ゴーリ宇宙飛行士と共にスペースシャトルのロボットアームを操作して、

船内保管室をハーモニーに取り付ける作業を行います。この船内保管室は次の STS-124 ミッショ

ン（1J フライト）で船内実験室の上へ移設されるため、約 2 ヶ月間の仮設置となります。 
 

A

A
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ＦＤ５（飛行５日目）の作業内容 

ミッション概要 
・ 船内保管室とハーモニーの連結部の艤装 
・ ハーモニーから船内保管室へ電源投入・起動 
・ 船内保管室入室 
・ NASA広報イベント 
・ 第2回船外活動準備 

 船内保管室とハーモニーの連結部の艤装 
土井、リネハン両宇宙飛行士が船内保管室とハーモニーの連結部（ベスティビュール部）に 
入室し、電力ケーブルや配管類の接続作業を行います。またモジュール間の通風換気

（Inter-Module Ventilation: IMV）の設置を行い、入室準備を行います。 
 

                  
 

 船内保管室の起動 
ハーモニー側からの電源投入により船内保管室を起動させます。船内保管室の換気ファンが稼

動開始します。入室前には、船内保管室データ監視装置（Minimum Keep Alive Monitor: 
MKAM）で構造殻（シェル）の温度点検を行います。 

 
 船内保管室入室 
土井、リネハン両宇宙飛行士が船内保管室に入室します。正圧リリーフバルブ（Positive 
Pressure Relief Valves: PPRV）のキャップを閉じて気圧調整装置を切り替えます。船内保管

室内の点検作業を行います。また土井宇宙飛行士は、負圧リリーフバルブ（Negative Pressure
Relief Valves: NPRV）と非常照明電力システム（Emergency Lighting Power System: ELPS）
の点検も行います。 

           
 

 第2回船外活動（EVA#2）準備 
クルー全員で第 2 回船外活動（EVA#2）の手順を確認します。また EVA#2 の船外活動クルー

は「クエスト」（エアロック）内で一晩を過ごします（キャンプアウト）。 
トピックス 
土井宇宙飛行士はリネハン宇宙飛行士と共に船内保管室に入室し、室内の点検作業を行いま

す。入室前には空気の循環を行い、最初に入室する時にはゴーグルと医療用のマスクを装着して、

浮遊物から目と口を保護できるようにします。 

右：デスティニーとハーモニー

の間のハーモニーの結合部で作

業を行うクルー（STS-120） 

左：ハーモニーへの初期入室時

にマスクとゴーグルを付けて作

業するクルー（STS-120) 
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ＦＤ６（飛行６日目）の作業内容 

ミッション概要 
・ 第2回船外活動（EVA#2） 
・ 船内保管室内での作業 

 第2回船外活動（EVA#2） 
第 2 回船外活動（EVA#2）では、デクスターの本格的な組立作業が行われます。 
デクスターの 2 本のアームを本体に取り付け、本体の固定ボルトを外す等の作業を行います。

船外活動中は船内からベンケン宇宙飛行士が船外活動を指揮します。またジョンソン、リーズ

マン両宇宙飛行士が ISS のロボットアーム（SSRMS）を操作して船外活動を補助します。 
※船外活動の詳細は 2.2.5 項「船外活動」を参照下さい。 
 

 
ISS にドッキングしたスペースシャトルの姿（STS-118） 

 
 船内保管室内での作業 
土井宇宙飛行士は船内保管室に入室し、室内の各ラックの設定作業（ラックを倒して打上げ時

に固定していた金具を外す作業等）を行います。 
 
 
 
 
 

トピックス 
土井宇宙飛行士は船内保管室内で、室内のラックの設定作業を行います。船内保管室には、次

の STS-124 ミッション（1J フライト）で船内実験室に運び込むシステムラック 4 台が搭載され

ています。 
これらがないと船内実験室の起動・運用ができなくなる重要なラックです。 

 

右：船内でラックを引き出している様子

（STS-98）
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ＦＤ７（飛行７日目）の作業内容 

ミッション概要 
・ JAXA広報イベント 
・ NASA広報イベント 
・ 船内保管室内での作業 
・ デクスターの動作試験（両アームのブレーキ試験） 
・ 第3回船外活動準備 
・ 物資の移送 

 船内保管室内での作業 
土井宇宙飛行士と他のクルー1 名（マレンチェンコ／リネハン／リーズマン宇宙飛行士が交代

で支援）が船内保管室に入室し、室内の各ラックの設定作業などを行います。土井宇宙飛行士

は終日、船内保管室内での作業に従事します。 
 
 デクスターの動作試験（両アームのブレーキ試験） 
ベンケン宇宙飛行士が ISS 船内のロボットアーム操作卓から、デクスターの 2 本の腕の 
ブレーキ試験を行います。 
 
 NASA広報イベント（STS-123ミッションクルー／ISSクルー合同） 

 

 
ハーモニー内での広報イベントの様子（STS-120） 

 
 

 第3回船外活動（EVA#3）準備 
クルー全員で第 3 回船外活動（EVA#3）の手順を確認します。また EVA#3 の船外活動クルー

は「クエスト」（エアロック）内で一晩を過ごします（キャンプアウト）。 
 
 
トピックス 
土井宇宙飛行士は、前日に引き続き船内保管室の室内の配線の設置やラックの設定作業を行い

ます。 

※JAXA 広報イベントは FD7（飛行 7 日目）から FD10（飛行 10 日目）に変更となりまし

た。
A
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ＦＤ８（飛行８日目）の作業内容 

ミッション概要 
・ 第3回船外活動（デクスターの組立作業の続き、スペースシャトルで運んだORUの船外保

管プラットフォーム2（ESP-2）への保管、MISSE-6のコロンバスへの取付け） 
・ 船内保管室内での作業 
・ STS-124（1J）ミッションに向けた準備 

 第3回船外活動（EVA#3） 
リネハン、ベンケン両宇宙飛行士による第 3 回船外活動（EVA#3）では、デクスターの組立 
作業の続きやスペースシャトルで運んだ曝露軌道上交換装置（Orbital Replacement Unit: 
ORU）の船外保管プラットフォーム 2（ESP-2）への保管作業などが行われます。 
船内活動中は、船内からフォアマン宇宙飛行士が船外活動を指揮します。またジョンソン、 
リーズマン両宇宙飛行士が ISS のロボットアーム（SSRMS）を操作して船外活動を補助しま

す。土井、ゴーリ両宇宙飛行士は船内から船外活動を撮影・モニタします。 
※船外活動の詳細は 2.2.5 項「船外活動」を参照下さい。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 STS-124（1J）ミッションに向けた準備 
STS-124（1J）ミッションで使用するものだけを仕分けて、使用時に見つけやすいように

用意しておく作業を行います。 
STS-123 ミッションでは、船内保管室に搭載されてたくさんの物品が打ち上げられます。

しかし、それら物品が使用される時期はばらばらで、今回のミッションで使われるものや、

ずっと先のミッションで使用される物品まで混在しています。 
STS-124 ミッションは作業スケジュールが過密で、いかに効率よく作業を進めていくかが

ミッション成功の鍵になります。物品をいろいろな場所から探し出すのは時間がかかる作

業です。それを少しでも手助けするため、STS-124 ミッションで使用するものだけを先に

仕分けて用意しておきます。 
 

 船内保管室内での作業 
土井宇宙飛行士は、ウィットソン宇宙飛行士と共に、船内保管室内で作業の続きを行います。

 
トピックス 
この EVA を終えるとデクスターがようやく使用可能となります。 

ESP-2 

ORU を船外保管プラットフォームに取

り付ける様子(STS-120) 
船外保管プラットフォーム 2 の付近で作業

する船外活動クルー(STS-118) 
A

2-12 



STS-123 プレスキット 

 
ＦＤ９（飛行９日目）の作業内容 

ミッション概要 
・ デクスターの格納 
・ 船内保管室内の艤装作業（続き） 
・ SLP-D1をシャトルのペイロードベイ（貨物室）に回収 
・ STS-124（1J）ミッションに向けた準備 
・ 物資の移送 
・ クルーの休息 

 デクスターの格納 
デクスターを「デスティニー」（米国実験棟）の外壁の保管場所に移設します。 

 
 

 船内保管室内の艤装作業 
土井宇宙飛行士は、船内保管室船内でハードパネルの設定などを行います。 

 
 

 SLP-D1のスペースシャトルのペイロードベイ（貨物室）への回収 
 

 STS-124（1J）ミッションに向けた準備 
STS-124（1J）ミッションで使用するものだけを仕分けて、使用時に見つけやすいよう 
に用意しておく作業です。 

 
 

 クルーの休息 
STS-123 ミッション中はじめての STS-123 ミッションクルーの自由時間となります。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
（STS-118） 

トピックス 
土井宇宙飛行士は、船内保管室の残りの室内艤装作業を行い、この日で船内保管室内の主な作

業を終了させます。 

A
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ＦＤ１０（飛行１０日目）の作業内容 

ミッション概要 
・ クルーの休息（自由時間） 
・ NASA広報イベント 
・ 物資の移送 
・ 第4回船外活動準備 

 クルーの休息（自由時間） 
 この日は、STS-123 ミッションクルーと ISS クルーには半日の休暇が与えられます。 
 

 
 JAXA広報イベント（土井、ゴーリ、ウィットソン宇宙飛行士） 
 

 
 STS-123ミッションクルー／ISS第16次長期滞在クルー全員参加によるNASAの広報イベント 

 

 
ISS(ズヴェズダ)内での食事風景(STS-120) 

 
 
 

 第4回船外活動（EVA#4）準備 
この日の午後は、主に、翌日の第 4 回船外活動（T-RAD を使用したスペースシャトルの耐熱 
タイルの修理試験）の準備を行います。船外活動で使用するツールの準備・点検を行い、 
クルー全員で第 4 回船外活動（EVA#4）の手順を確認します。また EVA#4 の船外活動クルー

は「クエスト」（エアロック）内で一晩を過ごします（キャンプアウト）。 
 

A

※JAXA 広報イベントは FD7（飛行 7 日目）から FD10（飛行 10 日目）に変更となりまし

た。
A
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ＦＤ１１（飛行１１日目）の作業内容 

ミッション概要 
・ 第4回船外活動（T-RADを使用したスペースシャトルの耐熱タイルの軌道上修理試験）

・ JAXA教育プロジェクト 
・ STS-124（1J）ミッションに向けた準備 
・ 物資の移送 

 第4回船外活動（EVA#4） 
タイル修理用耐熱材充填装置（T-RAD）を使用した耐熱タイルの軌道上修理試験 
T-RAD は、タイル補修剤充填装置（Cure In Place Ablator Applicator: CIPAA）を基に 
開発された、耐熱タイル修理用の耐熱材を充填するための装置です。耐熱材には、STA-54 
と呼ばれる褐色でペースト状のアブレータ（溶融材）が使用されます。 
※船外活動の詳細は 2.2.5 項「船外活動」を参照下さい。 

 

  
 
 

 STS-124（1J）ミッションに向けた準備 
STS-124（1J）ミッションで使用するものだけを仕分けて、使用時に見つけやすいように用意

しておく作業です。 
 

 JAXA教育プロジェクト 
宇宙連詩 DVD やサンプルリターンミッションのサンプルが「きぼう」船内保管室に保管され

ます。※詳細は 3.7 項を参照ください。 
 

 船内実験室の外部に取り付けるTVカメラ用のブームの移動 
STS-124 ミッションで船内実験室の外部に取り付ける TV カメラ用のブームの移動を、土井 
宇宙飛行士が行います。 

トピックス 
T-RAD の基になった CIPAA は、コロンビア号事故後に開発が行われ、STS-114 ミッションで

試験が行われる予定でしたが、技術的な困難さに直面し試験は中止されました。その後、より小

型化して取り扱いを容易にした T-RAD を、非常時に備えて STS-121 ミッションから毎回搭載さ

れていましたが、宇宙での実試験は行っていなかったことから、今回試験を行うことになりまし

た。 

【参考】地上での T-RAD を使用し

た修理後のタイル 
タイル修理用耐熱材充填装置 

T-RAD 
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ＦＤ１２（飛行１２日目）の作業内容  

ミッション概要 
・ OBSSとSRMSを使用したスペースシャトルのTPSの後期点検（両翼とノーズキャップの

RCC検査） 
・ 物資の移送 
・ デスティニー内に設置されていた実験ラックのコロンバスへの移動 
・ NASA広報イベント 
・ 第5回船外活動準備 

 OBSSとSRMSを使用したスペースシャトルのTPSの後期点検（両翼とノーズキャップの

RCC検査） 
この日はほぼ 1 日かけて OBSS による後期点検を行います。 
点検作業の予定時間は、右翼側の翼前縁（Wing Leading Edge: WLE）の RCC パネル検査に

約 2 時間、ノーズキャップの点検に約 2 時間、左翼側の WLE の RCC パネル検査に約 2 時間

のスケジュールで実施します。 
OBSS を使用した後期点検は、再突入前にオービタの RCC パネルの状態を確認するために 
行われる作業で、通常は ISS から分離した後に実施されます。しかし STS-123 ミッションで 
は、次の STS-124 ミッションに備えて ISS に OBSS を残していくため、初めてドッキング中

に実施することになります。 
 

 
ISS とのドッキング中に OBSS を把持した状況 （STS-114） 

 
 
 デスティニー内の実験ラックのコロンバスへの移動（ISSクルー作業） 
これまでデスティニー内に設置されていた EXPRESS-3 ラックをコロンバス内に移動します。

NASA はコロンバス内に NASA の実験ラック 5 台を設置する権利を有しています。 

トピックス 
土井宇宙飛行士はゴーリ、ジョンソン宇宙飛行士と共に SRMS を操作して、微小隕石や宇宙デ

ブリによるスペースシャトル機体の損傷の有無を点検します。これは後期点検と呼ばれる OBSS
を使用した再突入前の損傷点検です。 

A
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ＦＤ１３（飛行１３日目）の作業内容 

ミッション概要 
・ 第5回船外活動（OBSSのISSトラスへの取付け、船内保管室外部のトラニオンピンへのMLI

カバーの取付け） 
・ 船内保管室の構造殻（シェル）温度の点検 

 第5回船外活動（EVA#5） 
第 5 回船外活動（EVA#5）では、ISS の S1 トラスに設置した OBSS 固定機構に OBSS を 
取付ける作業が行われます。OBSS を ISS のロボットアーム（SSRMS）で把持し、S1 トラス

の収容機構まで移動させ、その後、船外活動クルーがアンビリカル配線の接続、OBSS の取付

け作業を補助します。船外活動中、土井宇宙飛行士は船内から船外活動の様子を撮影します。

※船外活動の詳細は 2.2.5 項「船外活動」を参照下さい。 
 

 
OBSS を SSRMS で把持した様子（STS-120） 

 
 船内保管室の構造殻（シェル）温度の点検 
船内保管室データ監視装置（Minimum Keep Alive Monitor: MKAM）で監視している船内保

管室の構造殻温度を、土井宇宙飛行士が MKAM の画面上で確認します。 

トピックス 
OBSSをISSに残していく理由： 

次の STS-124 ミッションでは、ペイロードベイ（貨物室）に搭載する「きぼう」船内実験室と

OBSS の間に十分な間隔が確保できないため、OBSS を搭載して打ち上げることができません。

このため、STS-123 ミッションで OBSS を ISS に残していき、STS-124 ミッションでこの OBSS
を回収して、軌道上で OBSS による RCC 点検を行えるようにします。 
船内保管室の構造殻（シェル）温度の点検： 
船内保管室を起動した後、船内保管室に搭載されているラック内の冷却水が凍結するのを防止

するために船内保管室の構造殻内面には複数のヒータが設置されています。この構造殻の温度を

適正な範囲に維持するため MKAM による温度監視が継続的に行われますが、「きぼう」船内実験

室が軌道上に到着するまでは、MKAM のデータを地上で確認することができません。このため、

クルーによる定期的な温度点検が必要になります。飛行 5 日目の船内保管室入室前にクルーが温

度点検が行ない、飛行 13 日目（入室約 1 週間後）からは、クルーが 1 週間に 1 回、定期的に温

度点検を行う予定です。 

A
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ＦＤ１４（飛行１４日目）の作業内容 

ミッション概要 
・ クルーの休息（自由時間） 
・ 軌道上共同記者会見（STS-123ミッションクルー／ISSクルー全員参加） 
・ ISS分離に向けた点検・準備作業 
・ デスティニー内に設置していた実験ラックのコロンバスへの移動 

 クルーの休息（自由時間） 
この日は、STS-123 ミッションクルーと ISS クルーには半日の自由時間が与えられます。 
 

 
クルー全員での写真撮影（STS-120） 

 
 軌道上共同記者会見（STS-123ミッションクルー／ISSクルー全員参加） 

 
 

 ISSからの分離準備 
翌日の ISS からの分離に備えて、スペースシャトルで回収する物資の積み込みや、ランデブ用

機器の点検、ISS 滞在クルーの最後の引継ぎ等が行われます。 
 
 デスティニー内の実験ラックのコロンバスへの移動（ISSクルー作業） 
これまでデスティニー内に設置されていた微小重力研究グローブボックス（Microgravity 
Science Glovebox: MSG）ラックをコロンバス内に移動します。NASA はコロンバス内に NASA
の実験ラック 5 台を設置する権利を有しています。 
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ＦＤ１５（飛行１５日目）の作業内容 

ミッション概要 
・ ISSからの退室 
・ ISS/スペースシャトル間のハッチ閉鎖 
・ ISSからの分離・フライアラウンド 

 ISSからの退室 
ISS のクルーと別れの挨拶（フェアウェル）を交わした後、STS-123 ミッションクルーはスペ

ースシャトルへ移動し、その後 ISS とスペースシャトル間のハッチが閉じられます。 
 

 ISSとのドッキング解除（アンドッキング） 
スペースシャトルからのコマンドで結合機構を解除すると、スペースシャトルはまずバネの力

で ISSからゆっくりと離れていきます。そして約60cm離れた所でスラスタを軽く噴射して ISS
の進行方向へ 450 フィート（約 137m）離れたところまでスペースシャトルを離脱させます。

 
 フライアラウンド運用 
ISS から少し離れたところで、ISS の周囲を縦方向に 1 周し、船内保管室とデクスターが取り

付けられて変化した ISS の状態を写真とビデオカメラで記録します。この後、スペースシャト

ルは ISS から徐々に離れていきます。 
 

 
フライアラウンド運用時に撮影された ISS（STS-120） 

 
 
トピックス 
通常はフライアラウンドを行った後、OBSS による後期点検を行いますが、今回は飛行 10 日

目に実施済みのため、いつもとは違った時間の過ごし方となります。 
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ＦＤ１６（飛行１６日目）の作業内容 

ミッション概要 
・ 飛行制御システムの点検 
・ 通信チェック 
・ クルーキャビン（船内）の片付け 
・ NASA広報イベント（STS-123ミッションクルー全員） 
・ ESA広報イベント 
・ Kuバンドアンテナの収納 
・ 再突入・着陸準備 

 船内の後片づけ 
帰還に備えて、不要な機器を所定の場所に収納するなど、船内を軌道上での無重量運用状態 
から、地球帰還に備えた収納状態へと変更します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
スペースシャトルのミッドデッキで帰還に向けて片付けをするクルー（STS-118） 

 
 飛行制御システムの点検 
スペースシャトルのすべてのスラスタの噴射試験や、エレボン・方向舵などの動翼の点検を行

い、異常がないか確認します。 
 

 STS-123ミッションクルー全員そろってのNASA広報イベント 
帰還前の全員そろっての最後の広報イベントになります。 

 
 Kuバンドアンテナ収納 
就寝前に Ku バンドアンテナを収納します。軌道上からの画像の送信は、この時点で無くなり

ます。 
 

 再突入・着陸準備 
ISS に滞在していたアイハーツ宇宙飛行士専用のシート（着陸時に横になった状態になります）

の取付け、オレンジ色の与圧服（打上げ／着陸時用）の点検などを行います。 
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ＦＤ１７（飛行１７日目）の作業内容 

ミッション概要 
・ 軌道離脱準備 
・ 軌道離脱 
・ 着陸 

 軌道離脱準備 
帰還に備えて、各クルーは塩の錠剤と飲み物（ジュースやスープ等）を摂取します。これは、

軌道上での体液シフトによる脱水効果を避けるためであり、着陸後の貧血防止に役立ちます。

なお、必要な摂取量は、体格の違い等によって変わるため、各クルーに指示されます。 
その後クルーは、打上げ／着陸時用の与圧服を着用します。軌道離脱の約 2 時間半前には 
貨物室のドアも閉じられます。 
 
 
 軌道離脱 
スペースシャトルの姿勢を飛行方向に対して 180 度反転させた状態で、軌道制御用（OMS） 
エンジンを噴射して減速することにより、軌道から離脱して大気圏への降下を開始します。 
再突入前には姿勢を元に戻して、仰角を上げて大気圏に突入を開始します。 
 
 
 着陸 
天候等に支障がなければ、NASA ケネディ宇宙センター（KSC）へ帰還します。 
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2.2 主要イベント 
STS-123 ミッションでは、スペースシャトル「エンデバー号」は飛行 3 日目

に国際宇宙ステーション（International Space Station: ISS）にドッキングし

ます。約 12 日間のドッキング期間中に、ISS の組立て作業や 5 回の船外活動、

物資の搬入・搬出作業などを行い、飛行 15 日目に ISS から分離して、飛行 17
日目に地上に着陸します。 
 

シャトルミッションの主なイベント 

 

①打上げ 

②固体ロケット 
ブースター ( SRB) 
燃焼修了、分離 

(約 2 分後) 

③外部燃料タンク分離 

⑤軌道上運用 ④軌道投入 

⑦大気圏再突入
    (マッハ約 25)

⑧滑空帰還 

⑨着陸 

着陸用滑走路

SRB 主ﾊﾟﾗｼｭｰﾄ
開傘、降下 

SRB海上着水
( 約8 分後)( 射点より約260 km 東南) 

SRB の回収 
整備、修復 

射点へ移動 

射点 

ｵｰﾋﾞﾀ整備施設
 ｼｬﾄﾙ組立棟

/ISS とのドッキング 

⑥ISS からの分離 
(約 8 分 50 秒後) 

 
 
2.2.1 打上げ・軌道投入 
 
2.2.1.1 打上げまでの主要イベント 
スペースシャトルは、NASA ケネディ宇宙センター（Kennedy Space Center: 

KSC）のオービタ整備棟（Orbiter Processing Facility: OPF）で整備・点検・

荷物の搭載を完了し、スペースシャトル組立棟（Vehicle Assembly Building: 
VAB）に搬入されます。VAB 内では、スペースシャトルは外部燃料タンク

（External Tank: ET）と固体ロケットブースタ（Solid Rocket Booster: SRB）

と結合します。通常は打上げの約 4 週間前にシャトル組立棟から打上げ台のあ

る射点へ移動します。打上げの 2～3 週間前にはターミナルカウントダウン･デ

モンストレーションテスト（TCDT）と呼ばれる打上げに関する最終リハーサル

が行われます。これは打上げ当日と全く同様にスペースシャトルへの搭乗から

打上げ直前までの流れをリハーサルし、打上げ直前でトラブルが発生したとい

う設定でスペースシャトルからの緊急脱出訓練を実施するもので、クルー全員

が実際にスペースシャトルへ搭乗して行います。 
打上げの約 1 週間前には、プログラムレベルの最終的な飛行準備審査会

（Flight Readiness Review: FRR）が KSC で開催され、公式な打上げ日が決定

されます。 
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打上げの約4日前には、クルーはNASAジョンソン宇宙センター（JSC）近郊

のエリントン空軍基地からKSCへT-38ジェット練習機を操縦して移動します。

その後、打上げまでの間、一部の限られた者以外との接触が無いように隔離さ

れます。 
打上げの72時間前から、打上げカウントダウンが開始されます。そしてミッ

ション･マネージメント･チーム（Mission Management Team: MMT）会議で打

上げの確認が行われます。打上げの約10時間前に、燃料充填開始の最終判断を

行うMMT会議が行われ、外部燃料タンクへの燃料充填開始の可否が決定します。 
なお、打上げの約20時間前には、射点でスペースシャトルを保護していた回

転式整備構造物（Rotating Service Structure: RSS）が開き、スペースシャト

ルの勇姿が現れます。 
通常、打上げの約9時間前から、スペースシャトルの外部燃料タンクへの燃料

と酸化剤の充填が開始されます。打上げの約3時間前からクルーがスペースシャ

トルへ搭乗します。 
 

 
SRBの洋上回収 
大西洋上に落下したSRBは2隻の回収船によって回収され、整備されて別の打上げで

使われます。落下予想海域に向かったSRB回収船が天候の影響で予定の海域へ到達でき

なかった場合や、安全にSRBを回収できない程の波高がある場合は、KSCの天候に問題

が無くても、打上げは延期されることがあります。 

2.2.1.2 打上げシーケンス 
スペースシャトルのメインエンジンは、発射6.6秒前に点火されます。そして

推力が正常であることが確認されると、2本のSRBが点火されて上昇を始めます。

スペースシャトルが発射台から離昇（リフトオフ）すると同時に、スペースシ

ャトルの飛行管制は、それまでの打上管制を行っていたKSCからJSCに引き渡

されます。 
 
SRBは約2分間燃焼し、高度約46kmで切り離されます。以後スペースシャト

ルは3基のメインエンジンの推力で上昇を続けます。約8分30秒後に、メインエ

ンジンを停止し、約8分50秒後に外部燃料タンクが切り離されます。切り離され

たタンクはそのまま洋上へ落下します。スペースシャトルはさらに軌道制御用

（Orbiter Maneuvering System: OMS）エンジンを1回噴射して、約40分後に

地球周回軌道に入ります。 
図2.2.1-1にスペースシャトル上昇時の概念図を、また表2.2.1-1にスペースシ

ャトル打上げ時のタイムシーケンス（通常時）の例を示します。 

 

コラム 2-1 
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軌道制御用（OMS)エンジン噴射、 
地球周回軌道投入  

（打上げ後約 42～45 分、  
 
 

高度約 226km) メインエンジン停止 
（打上げ後約 8 分 30 秒、高度約 150km) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

エンジン点火

打上げ、発射台タワー通過

上昇

固体ロケットブースタ（SRB)燃焼停止

固体ロケットブースタ分離 
（打上げ後約 2 分、高度約 46km)

ﾒｲﾝｴﾝｼﾞﾝ出力抑制（約 7 分 40 秒後)
外部燃料タンク分離 

（打上げ後約 8 分 50 秒 ﾛｰﾙ･ﾄｩ･ﾍｯﾄﾞｱｯﾌﾟ実施（約 6 分後)
高度約 150km) 

注：高度は概略値です。STS-123 ミッションの正

確な高度は打上げ前に御確認下さい。 

図 2.2.1-1 スペースシャトル上昇時の概念図 

コラム 2-2 

スペースシャトル上昇時の機体のロール回転 

 スペースシャトルは、打上げ直後に回転して背面を下にして飛行します。これには 2つの

理由があります。 

第 1 の理由は、緊急時にスペースシャトルのコマンダーとパイロットがすぐに地上を見る

ことができるようにスペースシャトルを外部燃料タンクの下側にすることです。 

第 2 の理由は、発射台の構造によるものです。ミッションに必要な軌道に乗るためには、

スペースシャトルはおよそ東の方向へ機首を向けて飛行する必要があります。ところがスペ

ースシャトルは、南の方に背を向けてしか発射台に載せることができません。もともと発射

台はスペースシャトル専用に作られた訳ではないため、東へ機首を向けてかつ、スペースシ

ャトルを下側にして飛行させるには、打上げ直後に回転するしかないのです。 
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表2.2.1-1 スペースシャトル打上げ時の代表的なタイムシーケンス（1/2） 
打上げまでの時間

L-H：M：S 
主要イベント 

L-69：50：00 
（打上げ 3 日前）

T-43 時間。カウントダウン開始 
 

（打上げ 2 日前）

 
T-27 時間ホールド（4 時間のホールド） 
T-19 時間ホールド（4 時間のホールド） 

（打上げ 1 日前） T-11時間ホールド（12～13 時間） 

L- 11：50：00 
L- 9：40：00 

T-6 時間ホールド（2 時間のホールド）終了。カウントダウン再開 
外部燃料タンクに推進剤充填開始（約 3 時間の作業） 

ＬＬ- 6：50：00 
 
L- 3：50：00 
L- 3：45：00 
L- 3：15：00 
L- 2：25：00 頃 
 
L- 2：10：00 

T-3 時間ホ－ルド開始 （3 時間のホールド） 
 ↓ 
T-3 時間ホールド終了、カウントダウン再開 
クルーが発射台へ出発 
クル－がオービタに搭乗開始 （T-2 時間 25 分） 
KSC の打上げ管制センター、JSC のミッション管制センターとの交信

チェック 
クルーの搭乗に使ったサイドハッチを閉鎖 

L- 1：55：00 
L- 1：10：00 
 
L- 1：00：00 

船内の漏洩チェック 
T-20 分ホールド開始（10 分間のホールド） 
 ↓ 
T-20 分ホールド終了、最終カウントダウン開始 

L- 0：49：00 
L- 0：09：00 

T- 9 分ホールド開始（40 分間のホールド） 
 ↓ （この間に KSC の打上げ管制センター内の各担当者が打上げの 
    可否を判断） 
T- 9 分ホールド終了、カウントダウン再開 
（地上の打上げシーケンサーが自動シーケンスを開始） 

L- 0：07：30 
 
L- 0：05：00 
L- 0：03：30 頃 
L- 0：02：55 

オービタのサイドハッチと発射台つないでいたクルー・アクセスアー

ムの移動 
補助動力装置（APU）起動 
スペースシャトル･メインエンジン（SSME）のノズルの可動確認 
液体酸素ﾀﾝｸ加圧開始、外部燃料ﾀﾝｸ頂部の酸素ｶﾞｽ･ﾍﾞﾝﾄｱｰﾑ（“Beanie 
Cap”）の移動 

L- 0：00：50 
L- 0：00：31 
 
L- 0：00：09.70 
 
L- 0：00：06.60 
 
L- 0：00：00 

オービタの電源を地上電源から内部電源へ切り替え 
地上の打上げシーケンサーからオービタのコンピュータへ自動シーケ

ンス開始コマンドを送信 
SSME 点火準備 
 SSME のノズル下部の余分な水素ガスを燃焼開始 
SSME 点火 
 （120msec 間隔で第 1、第 2、第 3 エンジンを点火） 
固体ロケットブースタ（SRB）点火、打上げ 

注） L-：打上げまでの時間、T-：NASAのカウントダウン表示 
NASA HP: http://www.nasa.gov/mission_pages/launch/countdown101.html 

 
ホールド： 事前に設定されているカウントダウンの停止のことであり、この間に不具

合等の発生で予定よりも遅れた作業があればこの間に遅れを吸収する役目

等を持っています。（表中の「下線」部） 
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表2.2.1-1 スペースシャトル打上げ時の代表的なタイムシーケンス（2/2） 
打上げからの時間

L+ H：M：S 
主要イベント 

L+ 0：00：00 
L+ 0：00：07 
L+ 0：00：10 
L+約 0：00：20-30 

固体ロケットブースタ（SRB）点火、打上げ 
発射台通過 
ロール操作開始、同時に機首方向を斜めにするﾋﾟｯﾁﾌﾟﾛﾌｧｲﾙ開始 
メインエンジンの出力を 104%から 67%に抑制（最大動圧への対処） 

L+約 0：01：00 
L+約 0：02：00 
 
L+約 0：07：40 
L+約 0：08：30 
L+約 0：08：50 

メインエンジンの出力を 104%に復帰 
SRB 分離（燃焼圧の低下を検知し、自動実行する） 
  （分離時の高度約 46km、時速約 4,828km） 
加速度を 3G 以下に保つため、メインエンジンの出力を徐々に抑制 
メインエンジン停止 
外部燃料タンク分離（自動シーケンスで実行） 

L+約 0：38：00 
 
L+約 1：30：00 
L+約 1：38：00 

軌道制御用（OMS）エンジン噴射 
（噴射が終了すると、地球周回軌道への投入が終了する） 
貨物室ドアの開放 
Ku バンドアンテナ展開（ここから映像が送れるようになる） 

注）L+：打上げ後の経過時間 
この表は一例であり各フライトによりイベント時間は多少異なります。 
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2.2.2 ISSとのランデブ／ドッキング 
ISS とのランデブ制御は打上げ直後から開始され、打上げ後の 2 日間にわ

たり少しずつ軌道を調整しながら ISS に接近します。 
ISS とのランデブ／ドッキングは、通常、飛行 3 日目に実施されます。ド

ッキングの約 2 時間半前、ISS の後方約 15km の位置に達したところで最終

接近フェーズを開始するスラスタ噴射を行います。ドッキングの約 1時間前、

ISS の下方約 800m の地点に達したところで、コマンダーが手動操縦に切り

替えます。ISS の下方約 180m まで接近した所で、スペースシャトルを縦方

向に 360 度回転させる操作を行います（図 2.2.2-1 を参照）。これは、ISS 滞

在クルーが手持ちのデジタルカメラと 400mm/800mm の望遠レンズでズヴ

ェズダの窓からスペースシャトルの熱防護システムに損傷がないか確認の

撮影を行うための運用です（図 2.2.2-2）。 
その後、ISS の周りをゆっくりと 1/4 周回し、ISS の前方約 120m の地点

に移動します。ここから時速 0.16km（秒速 4.5cm）というゆっくりした速

度で、オービタ･ドッキング･システム（Orbiter Docking System: ODS）内

に設置したカメラで位置決めを調整し、小型のレーザ測距装置を使って ISS
までの距離を測りながら、ISS との距離を徐々に詰めていきます。ISS との

距離が 9m となった地点でスペースシャトルは ISS との相対速度が同じにな

るように接近を停止して、最終確認と位置決めを行います（図 2.2.2-3）。 
最後に、スラスタを軽く噴射して秒速 3cm の速度で「ハーモニー」（第 2

結合部）に取り付けられた与圧結合アダプタ 2（Pressurized Mating 
Adapter: PMA-2）のドッキング機構にゆっくり結合していきます。ODS の

伸展リングを引き込み、スペースシャトル／ISS 間の機械的な結合が完了す

ると、ODS を停止させます（図 2.2.2-4）。 
ODS と PMA-2 の間では気密漏れがないか気密チェックを行い、問題なけ

れば、スペースシャトルと ISS 双方のハッチを開きます。 
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（400 フィート) 

約 120m ISS

ISS への接近イメージ 

地球

約 180m 
（600 フィート) 

ISS の飛行方向

コロンビア号事故調査委員会

（CAIB)の勧告を受けて、毎ミッ

ションで実施されることになり

ました。 

ランデブ・ピッチ・マヌーバ 

ISS の下方約 180m の距離で、シ

ャトルを縦方向に 360 度回転さ

せ、ISS からスペースシャトルの

タイルや翼前縁をカメラで撮影

し、損傷の有無を点検する運用で

す。 

 

A

 
 
 図 2.2.2-1 スペースシャトルの ISS とのランデブ 
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 すなわち、ターゲットから見るとチェイサが上方向にずれてゆくように見えます。従って、タ

ーゲットにチェイサが接近するようにするためには、逆に速度を落として軌道半径を小さくして

軌道周期を短くすることが必要です。この場合、チェイサは一旦、ターゲットから遠ざかります

が、軌道周期が短いために次第にターゲットに接近することになります。その後、再度、速度を

増加してターゲットと同じ軌道に戻ります。これがランデブの原理です。スペースシャトルは打

上げから飛行 3 日目のドッキングまで、ターゲットとなる ISS との距離を常に縮めるようにした

から軌道を上げていきます。 

 両者が同一の軌道である場合には、両宇宙機は常に一定の距離を保ったまま飛行します。この

とき、ターゲットに追いつくために、チェイサが飛行速度を上げると、両者は一時的には近づき

ますが、飛行速度を増加したため、チェイサの軌道半径が大きくなりターゲットから遠ざかって

しまいます。 

 下図で、ターゲット（目標)は ISS、チェイサ（追跡する側）はそれを追いかけて軌道変更を行

うスペースシャトルとします。 

ランデブの原理 
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図 2.2.2-2 ズヴェズダの窓から 400mm 望遠レンズで撮影する ISS クルー 

（スペースシャトルを撮影する場合は 2 名のクルーで行います） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
コラム 2-4 

ランデブ・ピッチ・マヌーバ時の撮影能力 
 スペースシャトルのピッチ軸を 360 度回転させて、機首を上げながら ISS からスペース

シャトルの腹部タイルが見えるようにする、この姿勢変更操作は約 9 分間かけて行われま

す。 
解像度は、800mm の望遠レンズ付きのデジタルカメラで約 1.3cm、ISS の外部 TV カメ

ラでは約 50cm になる計算です。 
 ISS 滞在クルーは 400mm 望遠レンズと 800mm 望遠レンズ付きの Kodak DCS 760 デ

ジタルカメラを使用して 2 人で分担してズヴェズダの窓から撮影を行います。400mm の

レンズでは損傷許容度が 3 インチ（約 7.6cm)のエリア（オービタの腹部全体）を広範囲に

撮影し、800mm のレンズでは、損傷許容度が 1 インチ（約 2.5cm)のエリアである、衝突

に対してより致命的な可動部周辺（脚を格納するドアや、空力制御用の動翼であるエレボ

ン等）を拡大撮影します。 
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ドッキング時のISS内の電力低下 
コラム 2-5  

 
 ISS の太陽電池パドルは、スペースシャトルのスラスタ噴射によるパドルへの

汚染物質の付着と、噴射ガスがぶつかって太陽電池パドルがたわむのを防ぐため、

スペースシャトルが接近する前にパドル角度が変更され、回転機構もロックされ

ます。このため、この間は太陽追尾が行えなくなり、ISS の発生電力は低下しま

す。それに備えて、ISS 内の不要な機器は停止されます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

PMA-2 の 
ドッキング機構 

←S0トラス 
(参考) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図2.2.2-3 スペースシャトルとISSのドッキング直前の状態 

（UF-2フライト（2002年6月）） 

 

 
図2.2.2-4 ODSのドッキング機構とISSのPMA-2が接触したところ 

（この後、ODS 伸展リングを引き込む) 
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2.2.3 船内保管室の取付けシーケンス 
  
船内保管室は、後に船内実験室に設置されることになる「きぼう」のシステ

ムラックや実験ラックを搭載した状態で打ち上げられます。 
船内保管室は、スペースシャトル「エンデバー号」が ISS にドッキングした

後、飛行 4 日目に以下の手順で ISS に取り付けられます。船内保管室の ISS へ

の取付けイメージを図 2.2.3-1 と図 2.2.3-2 に示します。 
なお、船内保管室取付けに関する船内作業は、土井宇宙飛行士が主担当で行

います。 
 
 
1. 船内保管室の取出し・取付け準備 

船外活動クルーが、船内保管室をペイロードベイ（貨物室）から取り出す

準備と、「ハーモニー」（第 2 結合部）に取り付ける準備をする。 
 
2. 船内保管室の取出し 

スペースシャトルのロボットアーム（Shuttle Remote Manipulator 
System: SRMS）でペイロードベイ（貨物室）から船内保管室を取り出す。 

 
3. 船内保管室の取付け 

船内保管室を ISS のハーモニーの天頂側の共通結合機構（Common 
Berthing Mechanism: CBM）に取り付ける。 
 

4. 連結部の整備 
CBM の連結部が加圧され、クルーが船内保管室とハーモニー間の電力ケー

ブルや換気ダクトなどを接続する。 
 
5. 船内保管室の電源投入（起動） 

電源が投入され、船内保管室の起動・検証が行われる。問題がなければ船

内保管室／ハーモニー間のハッチを開く。 
 
6. 船内保管室への入室 

クルーがハーモニーから船内保管室内に入る。 
 
7. 船内保管室内の整備 

船内保管室内でケーブル配線、ラックの設定作業、その他準備作業を行う。 
 
本来、船内保管室は船内実験室に取り付けられますが、STS-123 ミッション

時点ではまだ船内実験室が打ち上げられていないため、ハーモニーに仮設置の

状態で船内実験室の到着（STS-124：2008 年 5 月打上げ予定）を待つことにな

ります。 
A

※取付け作業に使用するロボットアームについては 2.3 項を参照下さい。 
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③ 

② 

スペースシャトルのロボットアームで、ペイロードベイ（貨物室）内の 
船内保管室を把持するイメージ 

ISS にドッキングしているスペースシャトルのペイロードベイ（貨物室）に

搭載された船内保管室のイメージ（ロボットアームで把持する前） 

船内保管室をペイロードベイ（貨物室）内から取り出すイメージ 

スペースシャトルのロボットアーム 
船内保管室

ハーモニー  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 図 2.2.3-1 船内保管室の ISS への取付けイメージ 
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③ 

② 

図 2.2.3-2 船内保管室の ISS への取付けイメージ（続き） 

船内保管室 

ハーモニー 

スペースシャトルのロボットアーム
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2.2.4 「デクスター」（特殊目的ロボットアーム）の取付けシーケンス 
 
デクスターは、取外し可能型スペースラブパレット（SLP-D1）に収容されて

スペースシャトルのペイロードベイ（貨物室）に搭載され、ISS に打上げられま

す。SLP-D1 は、デクスターを ISS に運ぶために設計された輸送キャリアです。 
デクスターは、スペースシャトル「エンデバー号」が ISS にドッキングした

後、以下の手順で ISS に取り付けられます。 
SLP-D1 をペイロードベイ（貨物室）から取り出すイメージを図 2.2.4-1 に、

デクスターを SLP-D1 から取り出すイメージを図 2.2.4-2 に示します。 
 

 
1. ペイロードベイ（貨物室）からの、取外し可能型スペースラブパレット

（SLP-D1）の取出し 
デクスターを収容した状態の SLP-D1 を、スペースシャトルのロボットアー

ム（SRMS）でスペースシャトルのペイロードベイ（貨物室）から取り出す。 
 
2. SLP-D1のISSへの取付け 

SLP-D1 を、ISS 上のモービルベースシステム（Mobile Base System: MBS）
のペイロード／軌道上交換ユニット取付け場所（ Payload/Orbital 
Replacement Unit Accommodation: POA）に取り付ける。 

 
3. 船外活動による組立て作業 

船外活動（EVA）によるデクスターの組立ては、SLP-D1 に固定された状態

で行われる。 
EVA#1：両アームの先端に OTCM を取り付ける。 
EVA#2：2 本のアームの本体への取付け、本体の固定ボルトの取外し。 
EVA#3：軌道上交換ユニットの仮置き場（ORU Temporary Platform: OTP）
と工具置き場（Tool Holder Assembly: THA）の本体への取付け、カメラ/照
明/雲台装置（Camera Light Pan/Tilt Unit Assembly: CLPA）2 台の本体へ

の取付け。 
 

4. SLP-D1からのデクスターの取出し 
ISS のロボットアーム（SSRMS）で、SLP-D1 内のデクスターを把持して取

り出し、MBS のグラップル・フィクスチャ（把持機構）に取り付ける。 
 

5. 動作試験 
両アームのブレーキ試験を実施（飛行 7 日目）。 

 
6. 格納 

「デスティニー」（米国実験棟）の下側のデクスターの取付け場所に格納（飛

行 9 日目）。使用時まで保管される。 
※ 取付け作業に使用するロボットアームについては2.3項を参照下さい。 
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図 2.2.4-1 スペースシャトルのペイロードベイ（貨物室）からの SLP-D1 の取出し 

 
 

 
図 2.2.4-2 デクスターの SLP-D1 からの取出し 
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2.2.5 船外活動（EVA） 
 

STS-123 ミッションでは、船外活動（Extravehicular Activity: EVA）が 5 回

計画されており、飛行 4 日目、飛行 6 日目、飛行 8 日目、飛行 11 日目および飛

行 13 日目に実施される予定です。 
 
船外活動は、2 名の船外活動クルー（EV）で行います。STS-123 ミッション

では、4 名のクルーが EV として任命されており、2 名ずつ交代で各船外活動を

実施します。 
 
船内では、船外活動指揮担当（Intravehicular: IV）1 名が船外活動の指揮を

とります。また、ロボットアームの操作担当者や、船外活動の撮影担当者が船

外活動を支援します。 
 
STS-123 ミッションの船外活動では、主に次の作業が計画されています。 
 
 船内保管室の仮設置準備 
 デクスターの軌道上組立て 
 曝露軌道上交換ユニット（Orbital Replacement Unit: ORU）の船外保管パ

レット2（ESP-2）への移送と保管 
 OBSSの、ISSトラス上（ブームスタンド）への固定 
 タイル修理用耐熱材充填装置（Tile Repair Ablator Dispenser: T-RAD）に

よる耐熱タイルの軌道上補修試験 
 材料曝露実験装置6（Materials ISS Experiment: MISSE-6）のISS船外（コ

ロンバス）への取付け 
 船内保管室の外部の整備 A
 ハーモニーの下側（地球方向）のアクティブ共通結合機構（ACBM）のロン

チロック（LL）取外し準備作業 
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2.2.5.1 第 1 回船外活動（EVA#1）【飛行 4 日目（FD4）】 
 
・ 船外活動クルー（EV） ：リチャード・リネハン／ギャレット・リーズマン 
・ 船外活動指揮担当（IV）：マイケル・フォアマン 
・ SSRMS担当      ：ロバート・ベンケン／レオポルド・アイハーツ 
・ SRMS担当      ：土井隆雄／ドミニク・ゴーリ 
・ 船外活動時間     ：6時間30分 
 
第 1 回船外活動（EVA#1）は飛行 4 日目（FD4）に実施されます。EVA#1 で

は、「きぼう」船内保管室を「ハーモニー」（第 2 結合部）天頂部の共通結合機

構（Common Berthing Mechanism: CBM）に取り付けるための準備作業と、「デ

クスター」（特殊目的ロボットアーム）の軌道上組立て作業が行われます。 
EVA#1 は以下の順番で進められる予定です。 
 

① スペースシャトルのペイロードベイ（貨物室）に移動し、船内保管室のパッ

シブ共通結合機構（PCBM）の保護カバーを取り外す。 
② 船内保管室のヒータ電力ケーブル（スペースシャトルからヒータ供給を受け

るためのケーブル）を取り外し、貨物室内のケーブル収納箱に収納する。 
③ ハーモニー天頂側に移動し、ハーモニー天頂側のCBMのハッチ窓の断熱カ

バーを開ける（これによって結合運用時に、ハーモニー側のCBMの内側に

設置した接近操作用のカメラから船内保管室が接近する様子を確認できる

ようになる）。 
④ SLP-D1上に固定された状態のデクスターの2本のアームに、軌道上交換ユ

ニ ッ ト 工 具 交 換 機 構 （ Orbital Replacement Unit/Tool Changeout 
Mechanism: OTCM）を取り付ける。 

 
船内活動中、MS のフォアマン宇宙飛行士は、ISS 船内から船外活動を指揮し

ます。土井、ゴーリ両宇宙飛行士はスペースシャトルのロボットアーム（SRMS）
を操作して、船内保管室をスペースシャトルの貨物室から取り出し、ハーモニ

ーに設置します。ベンケン、アイハーツ両宇宙飛行士は、ISS のロボットアーム

（SSRMS）を操作して EVA を支援します。 
 

ハーモニーのハッチウィンドウのカバーを

取る船外活動クルー（Expedition 16） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 スペースシャトルのペイロードベイ（貨物室）内

で作業を行う船外活動クルー (STS-114)  
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2.2.5.2 第 2 回船外活動（EVA#2）【飛行 6 日目（FD6）】 
 
・ 船外活動クルー（EV） ：リチャード・リネハン／マイケル・フォアマン 
・ 船外活動指揮担当（IV）：ロバート・ベンケン 
・ SSRMS担当      ：グレゴリー・ジョンソン／ギャレット・リーズマン 
・ 船外活動時間     ：7時間00分 
 
第 2 回船外活動（EVA#2）は飛行 6 日目に実施されます。EVA#2 では、EVA#1

に引き続き、デクスターの軌道上組立て作業が行われます。 
船外活動中は、フォアマン宇宙飛行士が、ISS 船内から船外活動を指揮します。

ジョンソン、リーズマン両宇宙飛行士は ISS のロボットアーム（SSRMS）を操

作して EVA を支援します。 
EVA#2 は以下の順番で進められる予定です。 

 
① デクスターの2本のアームの固定を取外し仮置きする。 
 
② デクスター本体の固定ボルトを解除し上体を引き起こす。 
 
③ デクスターの2本のアームを本体に取り付ける。 
 
④ カバーを取り外す。 
 
 

 

デクスターのアーム1 

ひじ関節（ピッチ）

手首関節（ロール）

 

手首関節（ヨー）

 
 

本体カラーカメラ 

肩 関 節 （ ロ

ール） 

手首関節（ピッチ） 

肩関節（ヨー） 

力感知センサー 
（フォース・モーメント・

センサ） 

肩関節（ピッチ） 

A
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2.2.5.3 第 3 回船外活動（EVA#3）【飛行 8 日目（FD8）】 
 

・ 船外活動クルー（EV） ：リチャード・リネハン／ロバート・ベンケン 
・ 船外活動指揮担当 （IV）：マイケル・フォアマン 
・ SSRMS担当      ：グレゴリー・ジョンソン／ギャレット・リーズマン 
・ 船外活動時間     ：6時間30分 

 
第 3 回船外活動（EVA#3）は飛行 8 日目に実施されます。EVA#3 では、デク

スターの軌道上組立作業の続きと軌道上交換ユニット（Orbital Replacement 
Unit: ORU）の船外保管プラットフォーム 2（ESP-2）への移送、材料曝露実験

装置 6（Materials ISS Experiment6: MISSE-6）のコロンバス（欧州実験棟）

への取付け作業などが行われます。 
 
船外活動中は、船内からフォアマン宇宙飛行士が船外活動を指揮します。ま

たジョンソン、リーズマン両宇宙飛行士が ISS のロボットアーム（SSRMS）を

操作して船外活動を補助します。土井、ゴーリ両宇宙飛行士は SRMS の TV カ

メラを操作して、SSRMS 操作担当者にモニタ映像を提供し、EVA を支援しま

す。 
EVA#3 では次の作業が行われる予定です。 
 

A

① 軌道上交換ユニット保管場所（ORU Temporary Platform: OTP）と工具格

納装置（Tool Holder Assembly: THA）をSLP-D1から取り外し本体へ取り

付ける。 
② カメラ・照明・雲台（Camera Light Pan/Tilt Unit Assembly: CLPA）2基

をデクスター本体に取付ける。 
③ MISSE-6の取付け台（LWAPA）をコロンバスに取り付ける。 
④ ISSのロボットアーム（SSRMS）のヨー（Yaw）関節部交換部品（ORU）

をスペースシャトルのペイロードベイ（貨物室）から取り出し、ESP-2に移

送・保管する。 
⑤ 直流切替ユニット（DCSU）2基をスペースシャトルのペイロードベイ（貨

物室）から取り出しESP-2に移送・保管する。 A
⑥ MISSE-6をコロンバスに設置したLWAPAの上に設置する。 
 
 

SSRMS のヨー関節 
 

ヨー関節 
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2.2.5.4 第 4 回船外活動（EVA#4）【飛行 11 日目（FD11）】 
 
・ 船外活動クルー（EV）：ロバート・ベンケン／マイケル・フォアマン 
・ 船外活動指揮担当（IV）：リチャード・リネハン 
・ SSRMS担当        ：グレゴリー・ジョンソン／ギャレット・リーズマン 

A・ 船外活動時間    ：6時間30分 
 
 
第 4 回船外活動（EVA#4）は飛行 11 日目に実施されます。EVA#4 では、「タ

イル修理用耐熱材充填装置」（Tile Repair Ablator Dispenser: T-RAD）と、ス

ペースシャトルのオービタの熱防護システム（Thermal Protection System: 
TPS）タイルサンプルを用いて、軌道上でのタイル修理試験を行います。サン

プルタイルは、STS-120 ミッション時に ISS に輸送済み※です。 
 
T-RAD は、タイル補修剤充填装置（Cure In Place Ablator Applicator: 

CIPAA）を基に開発された、耐熱材を充填するための装置です。CIPAA は、コ

ロンビア号事故後に開発が行われ、STS-114 ミッションで試験が行われる予定

でしたが、技術的な困難さに直面し、試験は中止されていました。STS-121 ミ

ッションからは、小型化して取り扱いを容易にした T-RAD が非常時に備えて毎

回搭載されていましたが、軌道上での実証試験は行われていませんでした。 
 
耐熱材には、STA-54 と呼ばれる褐色でペースト状のアブレータ（溶融材）が

使用されます。 
 

  
 

タイル修理用耐熱材充填装置

T-RAD 
修理試験用タイルサンプルのイメージ  

 
 
※T-RAD を使用したタイル修理試験は、2007 年の STS-120 ミッションで行われる予定で

したが、STS-120 ミッションでは S6 トラスの太陽電池パドルの損傷を修復する作業が急遽

入ったため、STS-123 ミッションで行われることになりました。 
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2.2.5.5 第 5 回船外活動（EVA#5）【飛行 13 日目（FD13）】 
 
・ 船外活動クルー（EV）：ロバート・ベンケン／マイケル・フォアマン 
・ 船外活動指揮担当（IV）：リチャード・リネハン 
・ SSRMS担当        ：グレゴリー・ジョンソン／ギャレット・リーズマン 
・ SRMS担当 ：土井隆雄／ドミニク・ゴーリ 
・ 船外活動時間    ：6時間30分 
 
第 5 回船外活動（EVA#5）は飛行 13 日目に実施されます。EVA#5 では、ISS

の S1 トラス上の OBSS 固定機構（ブームスタンド）に OBSS を固定する作業

が行われます。なお OBSS の固定機構は、このミッションに備えて、STS-118
ミッションの船外活動で S1 トラス上に取り付けられたものです。 

 
また、船内保管室外部のトラニオンピン※への多層断熱材（Multi-Layered 

Insulation: MLI）カバーの取付けなどを行います。 A

 
ジョンソン、リーズマン両宇宙飛行士が OBSS を ISS のロボットアーム

（SSRMS）で把持し、S1 トラスの収容機構まで移動させ、その後船外活動ク

ルーがアンビリカルケーブルの接続、OBSS の設置作業を補助します。 
 
① S1トラスへのOBSSの保管 
② 船内保管室外部のトラニオンピン※へのMLIカバーの取付け 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
OBSSをISSに残していく理由 
 
STS-124（1J）ミッションでは船内実験室をスペース

シャトルのペイロードベイ（貨物室）に搭載して ISS
に運搬しますが、OBSS を搭載した場合、船内実験室

と OBSS の間に十分な間隔がないことから、OBSS
を搭載しないことになりました。しかし、スペースシ

ャトルの大気圏再突入前に OBSS を使用して機体の

RCC パネルの損傷点検をすることは、STS-114 ミッ

ション以降、必須の運用となっています。このため

STS-123 ミッションで OBSS を ISS に残したままス

ペースシャトルは帰還します。OBSS を固定するため

の機構は、STS-118 ミッションの際に ISS の S1 トラ

スに設置済みです。 

コラム 2-6 

トラニオンピン 

※ トラニオンピンは、打上げ

時に、スペースシャトルの

ペイロードベイ（貨物室）

に固定するための機構で

す。 
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2.2.6 軌道離脱・帰還 
 
地上への帰還は、まずスペースシャトルのペイロードベイ（貨物室）のドア

を閉じることから始まります。次に姿勢を変え、スペースシャトル機体後部を

進行方向へ向けます。この姿勢で軌道制御用（OMS）エンジンを作動させて軌

道離脱噴射することにより、スペースシャトルは減速し、地球周回軌道から大

気圏突入のための楕円軌道に突入します。 
 
軌道離脱噴射が終了すると、スペースシャトルは再び機首を進行方向に向け、

ハワイ上空近辺での大気圏突入に備えます。この時、スペースシャトルは仰角

（水平面に対する機軸の傾きの角度）が 40 度になるように機首を引きおこしま

す。これは、大気抵抗により十分減速できるようにすると同時に、スペースシ

ャトルが加熱され過ぎないようにするためです。この時の高度は約 120km、速

度は秒速 7.6km です。 
 
高度が約 53km まで降下し、速度が秒速 4km まで減速してきた時、仰角 40

度を保って降下してきたスペースシャトルは、次第に仰角を下げていきます。

高度 23km、速度が秒速 0.76km に達した時には、仰角は約 10 度にまで下がっ

ています。 
 
以後、普通のグライダーと同様に大気中を滑空しながら着陸地点に接近して

いきます。こうして、大気圏に突入してから約 40 分後に、スペースシャトルは

地上へ着陸します。なお、着陸時のタイヤ接地速度は約 350km/h です。 
 
スペースシャトル帰還時における、軌道制御から着陸までのイベントを図

2.2.6-1 に、代表的なタイムシーケンスを表 2.2.6-1 に示します。 
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③着陸 25 分前。空力加熱最大地点突入。高度 74km。M24。

⑥着陸 5.5 分前。最終エネルギー制御。

高度 25,338m。時速 2,735km。 

⑦着陸 86 秒前。マイクロ波による着陸 
誘導開始。 高度 4,074m。時速約 682km。 
 

⑧着陸32秒前。機首引き起こし開始。 
  高度 526m。時速 576km。 

⑪着陸。  時速346km。

① 着陸 60 分前。軌道離脱噴射。この時の高度は、ミッション高度と

同様、時速約 26,500km（マッハ(M)26）。 

注:緊急脱出を行う時は高度約

12,200m 以下で準備を開始し、

約 4,750m以下でパラシュート

脱出する。 

④着陸20分前。シャトル最大加熱（高温の場所では約1,649度Cに

達する）。高度70km。時速約24,200km。 

⑤着陸 12 分前。高度 55km。時速 13,317km。

⑨着陸17秒前。機首引き起こし終了。

          高度 41m。時速 496km。 

⑩着陸14秒前。車輪出し。 
       高度 27m。時速 430km。

②着陸 32 分前。大気圏突入。高度 120km。M24.5。 

 
図 2.2.6-1  軌道離脱制御から着陸までのイベント  

 
 
 

（※）空力加熱とは、物体が空気中を運動するときに物体が押しのける空気が圧縮されて、温

度が上昇し、この高温になった空気から物体が受ける加熱のことをいいます。高マッハ数の飛

行においては、この圧縮によって空気は非常に高温になります。 

 

 以前は、上記②～④の大気圏突入時には、空力加熱（※）により機体周囲が高温になって周

囲の大気が電離し、これにより形成されたプラズマでオービタが包まれて電波がさえぎられ、

10数分間通信が途絶える“ブラックアウト”と呼ばれる現象が生じていました。 

しかし現在では、スペースシャトルの上部に取り付けた S バンドアンテナと静止データ中継衛

星を中継した通信により、ブラックアウトの影響をほとんど受けなくなっています。しかし、

ISSミッションのような軌道傾斜角が高い飛行の場合には一部発生します。 

 

再突入時のブラックアウト 

コラム 2-7 
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表2.2.6-1  スペースシャトル帰還時の代表的なタイムシーケンス 
帰還/着陸までの時

間 
R- H：M：S 

主要イベント 

R- 05：30：00 軌道離脱準備開始 
R- 03：40：00 貨物室のドアを閉じる 
R- 02：00：00 
 

打上げ／帰還用スーツを着用 
コマンダー／パイロットは席に戻る 

R- 01：45：00 
 
R- 01：20：00 
 

地上から軌道離脱開始を指示 
軌道離脱のための姿勢制御開始 
ミッション･スペシャリスト／ペイロード･スペシャリス

トは自分の席へ着く 
R- 01：00：00 
 
R- 00：32：00 
R- 00：17：00 
R- 00：07：00 
 
R- 00：02：00 
R- 00：00：00 

軌道離脱噴射（デオービット･バーン） 
噴射終了後、大気圏突入に備えて、オービタを姿勢制御 
大気圏突入開始（高度約122km） マッハ約25 
第1回ロール反転（減速のための高速でのエネルギー制御）

最 終 エ ネ ル ギ ー 制 御 （ Terminal Area Energy
Management）マッハ約2.5 
自動着陸誘導開始 
着陸（手動操縦で着陸） 

注）R－：着陸までの時間 
    この表は一例であり各フライトによりイベント時間は多少異なります。 

 
 
 
・代替着陸地 
天候その他の理由により、KSCに着陸できない場合は、代替着陸地としてカ

リフォルニア州のドライデン飛行研究センター、あるいはニューメキシコ州の

ホワイトサンズ試験施設が指定されています。 
 
・緊急着陸地 
緊急着陸地としては、ニューメキシコ州のホワイトサンズ試験施設、スペイ

ンのモロン空軍基地、セネガルのダカール空港、グアムのアンダーセン空軍基

地、その他多数あります。 
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2.2.7 緊急時の対処 
 
打上げから帰還時までの緊急脱出時の対処としては、以下のようなものがあ

ります。 
 
 打上げ前 
・ 射点上でSRBの点火前に緊急事態が発生した場合には、アクセスアームが

オービタのハッチに再接続され、クルーはスライドワイヤーでつられた緊

急脱出用バスケットにより整備支援塔から脱出することになっています。 
 

 打上げ時 
・ 打上げ後にメインエンジン等に不具合が発生し、飛行継続が不可能な場合

は次のいずれかで緊急着陸を行います。①KSCに戻る（Return To Launch 
Site: RTLS）、②大西洋横断後にスペインのザラゴザ、モロン、またはフ

ランスのイストレスに着陸（Trans Atlantic Landing: TAL）、③地球をほ

ぼ一周して打上げから約90分後に着陸する（Abort Once Around: AOA）。 
 

 軌道上 
・ 飛行中に火災、または空気汚染等が発生した場合は、打上げ／帰還時に着

用する与圧服を着用し、消火器で消火したうえで、有害ガスを除去するな

どして緊急事態がおさまるのを待つことになります。他に重要な装置の故

障が確認された場合は、地球への早期帰還が検討されます。 
 
・ 耐熱タイルやRCCパネルに安全に帰還できないと考えられるサイズの破

損が発見された場合は、軽微なものであれば、船外活動を行って軌道上で

の修理を試みます。修理不能な大きな損傷が見つかった場合は、救難用の

スペースシャトルが迎えに来るまでの間、ISSに退避することになります。 
 
・ スペースシャトルの熱防護システムの損傷や飛行制御系に異常が見つか

った場合は、滑空帰還時の破片の落下による一般の人々へのリスクを減ら

すために、周辺人口の少ない、ニューメキシコ州のホワイトサンズ宇宙基

地の滑走路へ着陸を行うことになります。（コロンビア号事故後に方針が

変更されました） 
 

 帰還時 
・ 大気圏内での滑空中に緊急事態が発生した場合には、ミッドデッキのハッ

チよりポールを伸展させ、クルーはオービタの主翼に衝突しないようポー

ルにガイドされながら脱出しパラシュートで降下します。脱出時の高度、

速度は、高度約9,150m以下、時速約555km以下となっています。 
 
・ 胴体着陸など緊急着陸時に問題が発生した場合は、クルーはミッドデッキ

の左舷クルーハッチからエスケープポールを使用して脱出することにな

っています。ここが開かない場合、フライトデッキの天井ハッチからロー
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プを使用して脱出します。 
 
注：スペースシャトルが洋上へ着水したり、KSC 周辺に不時着したりした場合

に備えて、1960 年代から空軍と NASA は、ヘリコプターや航空機などを動員し

て、年に 1 回緊急事態に備えた救難・捜索訓練を実施しています。 
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2.3 ロボットアーム 
2.3.1 スペースシャトルのロボットアーム（SRMS） 
 
この項では、船内保管室の取付けやスペースシャトルの機体の損傷点検の際

に、土井宇宙飛行士が担当するスペースシャトルのロボットアーム（Shuttle 
Remote Manipulator System: SRMS）について紹介します。 
 
（1）SRMS の主要諸元  
 

全長 約15m  
直径 約38cm  
重量 約410kg  

関節数 6（肩2ヶ所、肘1ヶ所、手首3ヶ所） 
各関節は電気モータで駆動させます  

最大取扱重量 約266トン（宇宙空間）  

最大先端速度 何も把持していない状態：60cm/秒 
物体を把持した状態：6cm/秒  

最大回転速度 約5度/秒  
ブームの素材 グラファイト・エポキシ複合材 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

A右は SRMS から ISS のロボットアーム（SSRMS）にペイロードを受け渡そうとしている状態（STS-116） 
 

（2）SRMS の役割 
STS-123 ミッションでは SRMS は主に以下の作業で使われます。 
・ OBSSを把持して、スペースシャトルの右舷・左舷・ノーズキャップのRCC

パネルの損傷点検を行う（飛行2日目、飛行12日目）。 
・ SRMS搭載カメラ（ひじ･手首部）でスペースシャトルのペイロードベイ（貨

物室）の点検を行う（飛行2日目）。 
・ 船外保管室を把持してペイロードベイから取り出し、ハーモニーに結合さ

せる（飛行4日目）。 
また、船外活動（EVA）クルーをアームの先端に乗せて移動させたり、足場

として利用することもあります。  
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（3） SRMS の操作  
SRMS の操作は、スペースシャトルのフライトデッキで行われます。操縦席

の後ろの「後部飛行デッキ（AFD）」から窓越しに、あるいは、2 台のテレビモ

ニタを見ながら操作します。 
ロボットアーム先端の関節を基準とした場合、左手でロボットアーム先端の

位置を変える並進用ハンドコントローラ（THC）、右手でロボットアーム先端の

姿勢を変える回転用ハンドコントローラ（RHC）を操作してロボットアームを

動かします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 並進用ハンドコントローラ 回転用ハンドコントローラ 

 
 
（4） 把持方法 
ロボットアームの先端は、エンド・エフェクターと呼ばれる中が空洞になっ

た円筒形をしており、その中にある 3 本のワイヤで物体を固定します。 
一方、持ち上げられる物体の方には、グラップル・フィクスチャ（把持機構）

と呼ばれる棒状の突起物が装備されています。エンド・エフェクター内の 3 本

のワイヤで、この棒を巻き込んで固定することでしっかりと把持します。 
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【参考】ロボットアームによるペイロードの把持シーケンス 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

②エンド・エフェクターの開口部

にペイロードのグラップル・シャ

フトが入っていく。ワイヤはまだ

格納状態のまま。 

①エンド・エフェクターの前方にあるリ

ングには、ワイヤが格納されており、エ

フェクター開口部へペイロードのグラッ

プル・シャフトを入れる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

③エンド・エフェクターの

リングが回転を始めると、

ワイヤがペイロードのグ

ラップル・シャフトを閉じ

込め始める。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

⑤ワイヤを引き込み、ペイロードをエン

ド・エフェクターと完全に面接触させ、

位置決めし、ワイヤを引っ張った状態で

固定する。 

④エンド・エフェクターリングが完全に

回った状態；ペイロードのグラップル・

シャフトをワイヤが閉じ込めて、グラッ

プルを中心へ持って行き、把持する。 
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2.3.2 ISSのロボットアーム（SSRMS） 
 
この項では、ISS の組立て・保守に必要不可欠である、ISS のロボットアーム

(Space Station Remote Manipulator System: SSRMS、カナダアーム 2 とも呼

ばれる）について紹介します。 
 
（1）ISS のロボットアーム（SSRMS）の主要諸元 
 

長さ 17.6m 
直径 2.2m 
重量 約1,800kg 
運搬能力 100,000kg 
自由度 7 
消費電力(ﾋﾟｰｸ値) 2,000W 
消費電力(平均) 1,360W 

 
ISS のロボットアーム（SSRMS）は、CSA が開発した ISS 用の遠隔操作ロ

ボットアームシステムです。2001 年 4 月に STS-100 ミッション（6A）で ISS
に打上げられました。 

SSRMS のアーム部には電動モータで駆動する関節が 7 つあり、完全に展開し

た状態のアームの全長は 17.6m です。大型のペイロードを把持して移動させる

ことができます。 
SSRMS は、ラッチング・エンド・エフェクター（Latching End Effector: LEE）

を使って ISS 船外構造物上を自ら移動することができます。 
 

   
デスティニー内の ISS のロボットアーム

（SSRMS）操作卓で SSRMS を操作する
ISS トラス上を移動する 
SSRMS（STS-120） 

クルー（STS-120） 

 
（2）ISS のロボットアーム（SSRMS）の役割 

SSRMS は、ISS 上で恒久的に使用されるロボットアームで、ISS 上の機材の

移動、モジュールの結合、また宇宙飛行士の船外活動支援など、ISS の組立てと
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メンテナンスにおいて重要な役割を持っています。 
SSRMS は、STS-123 ミッションでは主に次の作業で使用されます。 
・ 船外活動支援 
・ デクスターのSLP-D1からの取外し／格納 
・ OBSSのISSトラスへの取付け補助 
 

 
（3）SSRMS 以外の ISS の移動式ロボットアームシステム（Mobile Servicing 
System: MSS） 
 
・ モービルベースシステム （Mobile Base System: MBS） 
モービルベースシステム（Mobile Base System: MBS）は ISS のトラス上を

移動して機材を輸送する作業プラットフォームです。MBS はモービル・トラン

スポータ（台車：MT）※1 上に結合して使用されます。MBS により、SSRMS
の横（トラス軸方向）の移動性が確保されています。MBS は、2002 年 6 月の

STS-111 ミッション（UF-2）で ISS に運ばれました。 
MBS には SSRMS の把持部の役割を果たす電力・通信インタフェース付グラ

ップル・フィクスチャ（Power and Data Grapple Fixture: PDGF）※2と呼ばれ

る装置が 4 個搭載されています。SSRMS が PDGF を把持することにより、ISS
からの電力を SSRMS に供給したり、SSRMS 側からの電気信号や映像を ISS
側に中継することができます。 
また MBS には、MSS がトラス上を移動する際に一時的に機材を把持する、

ペイロード /曝露軌道上交換ユニット把持装置（Payload and Orbital 
Replacement Unit Accommodation: POA）も搭載されています。POA の先端

は SSRMS の先端と共通の把持機構で、これは SSRMS の把持機構の予備品と

しての役割もあります。 
 

   
MBS の付近で作業する船外活動クルー          MBS の構造 
（STS-121） 
 
・ 「デクスター」（特殊目的ロボットアーム）（Special Purpose Dexterous 

Manipulator: SPDM） 
デクスターは 2 本のアームを持った小型ロボットアームで、ISS のロボット

2-52 



STS-123 プレスキット 

アームシステム（MSS）の最終要素となります。今までは船外活動クルーが船

外活動で行っていたような繊細な取り扱いが必要な作業をロボットアームで行

うことができるようになります。 
 
※1 モービル・トランスポータ（台車：MT）は、ISS のトラス上をトラスに沿って物

を移動させる台車です。 
※2 PDGF は、SSRMS の LEE の把持部になると共に、ISS と SSRMS 間の電力とデ

ータ通信、ビデオデータの伝送経路として使われます。SSRMS はこの PDGF 以外

にも、従来使用していた（電力やデータ通信のインタフェースを持たない）型のグ

ラップル・フィクスチャ（FRGF：Flight Releasable Grapple Fixture）を把持す

ることができるため、トラスや、モジュール、船外のペイロード等には、この PDGF
か FRGF のどちらかが必ず設置されます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

PDGF  
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3. ミッション概要 
 
3.1 STS-123 ミッション後の国際宇宙ステーション（ISS）の形状 
 

STS-123 ミッションでは、ISS の新たな構成要素として「きぼう」船内保

管室が ISS に取り付けられます。船内保管室は、「きぼう」船内実験室に結

合して運用されますが、船内実験室が次便（STS-124 ミッション）で ISS
に到着するまでの間、一時的に「ハーモニー」（第 2 結合部）の天頂側の共

通結合機構（Common Berthing Mechanism: CBM）に取り付けられます。

船内保管室は、外径 4.4 メートル、長さ 4.2 メートルの円柱形をしています。 
以下に、STS-123 ミッション（1J/A フライト）終了後の ISS の外観予想

図（図 3.1-1）、および打上げ時のスペースシャトルのペイロードベイ（貨物

室）の搭載状況（図 3.1-2）を示します。 
 

 

 
 

進行方向 

地球方向

ハーモニー

船内保管室

図 3.1-1 STS-123 ミッション（1J/A フライト）終了後の ISS の外観予想図 
（イメージ提供：NASA） 
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ミッドデッキへ 

船内保管室

SRMS

ドッキング機構 

MISSE-6

ORUs
(YAW)

ORUs 
(DCSUx2)

デクスターを収容した 
SLP-D1 

MISSE-6 
LWAPA 

RIGEX 

 
 

図 3.1-2  STS-123 ミッション（1J/A フライト）打上げ時のスペースシャトル

のペイロードベイの搭載状況（イメージ） 
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3.2 搭載ペイロード 
 
3.2.1 「きぼう」船内保管室 

 
船内保管室は JAXA が開発した「きぼう」日本実験棟の構成要素のひとつで

す。船内保管室は、実験装置や試料、消耗品などを保管する倉庫の役割をもつ

与圧モジュールで、打上げ時には実験装置を組み込んだ実験ラックなどを運ぶ

ためのコンテナとして使用され、軌道上では主に保管庫として使用されます。

通常内部には、システム機器、実験装置などの保守に必要なツールや、実験試

料、そして万が一の機器の故障時に備えて予備部品などを保管しておきます。

船内実験室に比べて室内は狭く、ラックが 8 個搭載されます。 
船内実験室と同じ 1 気圧、常温の空気で満たされており、宇宙飛行士が船内

実験室から自由に出入りできます。ISS の実験モジュールのうち、専用の保管室

を持っているのは「きぼう」だけです。 
 

 
       船内保管室の外観 

 
船内保管室の諸元 
 
外形： 円筒型 
直径： 4.4m（外径）4.2m（内径） 
長さ： 4.2m 
質量： 4.2ｔ 
搭載ラック数： 8 個 
環境制御： 18.3～29.4℃（温度）25～70%（湿度） 
寿命： 10 年以上 
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船内保管室に搭載してISSに運ぶラック 
 

 「きぼう」のシステムラック 
(1) 電力（Electrical Power System1: EPS）ラック1 

ハーモニーから供給される電力を「きぼう」内の機器や装置に変換・分配

するためのシステムラック 
(2) 情報管制（DMS）ラック 1 

「きぼう」各部とのデータのやりとりをするシステムラック 
(3) ワークステーション（WS）ラック 

「きぼう」を制御するコンピュータ端末が収まっているシステムラック 
(4) ロボットアーム制御（JEMRMS）ラック 

ロボットアーム(RMS)を制御するためのシステムラック 
(5) 衛星間情報通信システム（ICS）ラック 

データ中継衛星経由で地上と通信するための装置を搭載したシステムラッ

ク 
 

 JAXAの実験ラック 
(6) SAIBOラック 

細胞培養実験（生物学）に関わる装置を搭載したラック 
(7) RYUTAIラック 

流体物理および結晶成長実験（物理学）に関わる装置を搭載したラック 
 

 その他 
(8) 保管ラック 

予備品を搭載したラック 
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電力ラック 1(EPS1) 
保管ラック(JRSR) 

実験ラック(SAIBO)

衛星間情報通信システムラック(ICS) 
情報管制ラック 1(DMS1)

実験ラック(RYUTAI) 

ﾛﾎﾞｯﾄｱｰﾑ 

左舷 

赤：システムラック、水色：実験ラック、緑：保管ラック 

右舷 

後方

ワークステーシ

ョンラック(WS)

進行

方向 

制御ﾗｯｸ

(JEMRMS) 

コラム 3-1 

なお、宇宙飛行士が船内実験室内で安全に作業を行うには、電力・照明の確保、適切な空

気の循環や温度の維持、機器の正常な状態の確認などが必要です。これらを確実に実施・運

用するために、「きぼう」のシステムは A 系ラック・B 系ラックによる冗長構成になってい

ます。 
第 2 便（STS-124）では、まず片系（B 系）で船内実験室を起動させます。その後、船内

保管室に保管しておいたシステムラックを船内実験室に移設して起動させてから、両系のシ

ステムでの運用を開始することになります。 

 
「きぼう」日本実験棟の構成要素の打上げ順番について 

–船内保管室が第 1 便の理由– 
 

「きぼう」日本実験棟の開発初期には、「きぼう」は 2 回のスペースシャトルフライトで

ISS に運搬するという想定のもと、その形状・寸法などの設計が進められており、当初は、

第 1 便でロボットアームを装着した船内実験室を打ち上げ、第 2 便で船内保管室、船外実験

プラットフォームおよび船外パレットを打ち上げる計画でした。しかしその後、ロシアの

ISS 計画参加により、ISS 軌道傾斜角の変更などがあり、スペースシャトルのペイロード搭

載可能重量が想定していたよりも制限されました。これにより、船内実験室からシステム機

器を含む相当数のラックを外して打ち上げなければならなくなりました。 
そこで、船内実験室には ISS に取り付けられた後システムを立ち上げるのに必要な最小限

のシステムラックのみを搭載し、実験ラック、保管ラック及び冗長系側のシステムラックは、

船内保管室に搭載して船内実験室より先に打ち上げることになりました。 

※奥が天頂方向 

船内保管室に搭載して運搬するラックの位置 
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3.2.2 「デクスター」（特殊目的ロボットアーム） 

 
「デクスター」（特殊目的ロボットアーム）（Special Purpose Dexterous 

Manipulator：SPDM）は、カナダ宇宙庁（CSA）が ISS のロボットアーム

（SSRMS）の技術を応用して設計・開発した、軌道用ロボットアームです。ISS
のロボットアームシステム（Mobile Servicing System：MSS)のひとつとして、

今後 ISS 船外の組立・メンテナンス等で、船外活動クルーの手に代わって大活

躍することになります。 
デクスターには、2 本の腕、照明、TV カメラ、2 本の腕の先端に取り付けて

使用するための 4 つの工具、および軌道上交換ユニット（ORU）の仮置場が装

備されています。センサで様々な力を感知し、巧みにペイロードを動かし、ISS
船外の細かいメンテナンスや船外作業支援を行うことができます。例えば、今

までは船外活動クルーが行っていたような複雑でデリケートな動作・扱いを要

する作業（ボルトを締める・緩める作業など）などをロボット操作で行うこと

が可能になります。これにより、クルーの作業負荷が減り、ISS で科学実験を行

う時間が増えます。 
デクスターは人間の上半身の形をしています。本体の両脇のふたつのアーム

にはそれぞれ 7つの関節があり、このため動作にかなりの自由度が得られます。

双方のアームが衝突しないよう、同時に両アームが駆動しない設計になってお

り、SSRMS と同等の運用性と、またそれに勝る安定性が実現しました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
CSA HP より: http://www.space.gc.ca/asc/eng/iss/mss_spdm.asp 
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デクスターの諸元 
重量： 1,688kg 
本体の長さ： 3.66m 
腕の長さ： 3.51m（本体肩部から OTCM の先端まで） 
最大使用電力： 2,000W（運用時） 
平均使用電力： 600W（維持電力） 
最大取扱重量： OTP（軌道上交換ユニットの仮置き場）＝600kg 
 OTCM（アーム先端の把持機構）＝600kg 
 LEE（ラッチング・エンド・エフェクタ）＝1,000kg 
最高移動速度： 何も把持していない状態＝7.5cm/秒、 
 600kg のペイロードを把持した状態＝3.0cm/秒 

 関節部の回転速度：1.4 度/秒 
本体のカメラ： 本体の基部の両脇にカメラ/照明/雲台装置（Camera Light 

Pan/Tilt Unit Assembly: CLPA）2 台を装備 
OTCM のカメラ： OTCM カメラ（OTVC）1 個および照明 2 個を装備 

 
両方のアームの先には、軌道上交換ユニット／工具交換機構（Orbital 

Replacement Unit/Tool Changeout Mechanism: OTCM）と呼ばれる引き込み

式のかみ合い型把持機構が装備されており、ペイロードや工具を把持する手の

役割をします。OTCM にはボルトを絞めたり緩めたりするためのソケットや、

ペイロードに電力・データなどを供給するためのコネクタ、照明も装備されて

います。 
 

 
アメリカ航空宇宙学会(American Institute of Aeronautics and Astronautics: AIAA) 資料より 

OTCM

 
 
デクスターの本体の両脇には、カラーTV カメラがそれぞれ 1 台ずつ装備され

ており、これによって、ISS 船内のクルーや地上の技術者が、ISS からの視界で

は直接確認できない細かい作業をモニタすることが出来ます。 
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3.2.3 取外し可能型スペースラブパレット 1（Spacelab Pallet-Deployable 1: 

SLP-D1） 
 
スペースラブパレット（SLP）は大型の機器などを収容して打ち上げるため

の U 字型の輸送キャリアです。今回スペースシャトルに搭載される、取外し可

能型スペースラブパレット 1（Spacelab Pallet-Deployable）は、デクスターを

ISS へ輸送するために使用されます。 A

 
SLP-D1 は全長が約 3.5m、幅が約 4m で、U 字型の外側にはスペースシャト

ルのペイロードベイ（貨物室）に固定するための取付け部が 5 箇所ついていま

す。す。 
 
 
 

   
 
 
 

デクスター 
本体 

SLP-D1SLP-D1 にデクスターを搭載しているところ 
(NASA ケネディ宇宙センター(KSC) 宇宙ステーション整備施設) 

 
SLP-D1 は軌道上でデクスターを取り出した後は、スペースシャトルのペイロ

ードベイに再び搭載され（飛行 9 日目）、地上に戻されます。 
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3.2.4 材料曝露実験装置 6（Materials ISS Experiment: MISSE-6） 
 
材料曝露実験装置 6（Materials ISS Experiment: MISSE-6）は NASA の 6

回目の材料曝露実験となります。 
 
MISSE-6 は飛行 8 日目の第 4 回船外活動で、ISS 船外（コロンバス外部）に

取り付けられます。 
 
MISSE-6 は 2 つのコンテナ（A と B）があり、これら 2 つのコンテナには宇

宙機の耐熱シールド素材や放熱シールド素材、オリオン宇宙船※1 への採用が検

討されている候補素材など、140 個以上の材料サンプルが入っています。 
 
※1: オリオン宇宙船は、スペースシャトルの後継機として現在 NASA が開発し

ている有人宇宙機です。 

 
材料曝露実験装置 6(Materials ISS Experiment: MISSE-6) 
エンデバー号のペイロードベイ(貨物室)に搭載された様子 

(NASA ケネディ宇宙センター(KSC) オービタ整備棟) 
 
 
 

【参考】右：MISSE-5 

A
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3.2.5 膨張硬化構造物実験装置（Rigidizable Inflatable Get-Away-Special 

Experiment: RIGEX） 
 
膨 張 硬 化 構 造 物 実 験 装 置 （ Rigidizable Inflatable Get-Away-Special 

Experiment: RIGEX）は、チューブを加熱して膨張させ、その後冷却して硬化

させる実験です。 
RIGEX 実験装置は、スペースシャトルのペイロードベイ（貨物室）のペイロ

ード放出キャニスタ（CAPE）内に搭載されて打ち上げられ、実験はペイロード

ベイ内で行われます（放出はしません）。 
飛行 13 日目と 14 日目のクルーの就寝前に、土井宇宙飛行士が船内から

RIGEX コンピュータとヒータの電源を投入します。実験は、飛行 13 日目と 14
日目のクルーの就寝中にコンピュータプログラム制御で実施されます。 

 
近年の宇宙開発においては、打上げ時に小型で打ち上げ、軌道上で大型に変

化させることができる素材の研究開発は、打上げ経費の節減や、将来の宇宙機

材の需要の観点から注目されています。 
 

 
 
 
 
 
 
 

膨張硬化構造物実験装置（RIGEX) 
スペースシャトルのペイロードベイ（貨物

室）に搭載された RIGEX。(NASA ケネデ

ィ宇宙センター(KSC) オービタ整備棟) 

伸縮した（畳まれた）状態の

膨張硬化チューブ 

地上でのチューブの膨張硬化試験

（左：膨張前、右：膨張後） 
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3.3 STS-123 ミッションのクルー 
 
3.3.1 クルーの経歴 
 
 
 コマンダー（Commander） 

ドミニク・ゴーリ（Dominic L. Gorie） 
米国ルイジアナ州レイク･チャールズ生まれ。 
米国海軍兵学校の学士、テネシー大学の修士。 
1994 年に宇宙飛行士に選ばれる。 
1998年（STS-91ミッション）、2000年（STS-99ミッション）

にパイロットとして搭乗。2001年（STS-108ミッション）

にコマンダーとして飛行。今回は4回目の飛行となる。 
＊STS-99ミッションでは毛利宇宙飛行士とともに飛行。 

 パイロット（Pilot） 
グレゴリー・ジョンソン（Gregory H. Johnson） 
英国のミドルセックス州生まれ。 
米国空軍兵学校の学士、コロンビア大学及びテキサス大学

の修士。 
1998 年に宇宙飛行士に選ばれる。 
今回が初飛行。 

 

 ミッションスペシャリスト（MS1） 
ロバート・ベンケン（Robert L. Behnken） 
米国ミズーリ州セント・アン出身。 
ワシントン大学の学士、カリフォルニア工科大学の修士及び

博士号取得。 
2000年に宇宙飛行士に選ばれる。 
今回が初飛行。 

 
 
 
 
 

3-11 

http://www.jsc.nasa.gov/Bios/portraits/behnken.jpg�
http://spaceflight.nasa.gov/gallery/images/shuttle/sts-108/html/jsc2001-01915.html�
http://www.jsc.nasa.gov/Bios/portraits/johnson-gh.jpg�


STS-123 プレスキット 

 ミッションスペシャリスト（MS2） 
マイケル・フォアマン（Michael J. Foreman） 
米国オハイオ州ワズワース出身。 
米国海軍兵学校の学士、米国海軍大学院大学の修士を取得。

1998 年に宇宙飛行士に選ばれる。 
今回が初飛行。 
 

 ミッションスペシャリスト（MS3） 
土井 隆雄（どい たかお） 
東京都生まれ。 
1978 年東京大学工学部航空学科卒業。 
1983 年同大学大学院博士課程修了（宇宙工学）。 
1985 年文部省（現文部科学省）宇宙科学研究所研究生修了。

1985 年 8 月第 1 次材料実験「ふわっと'92」の PS※候補に選

定。 
1990 年 4 月「ふわっと'92」のバックアップ PS※に任命。 
1992 年 9 月「ふわっと'92」のバックアップ PS※として地上

支援を行う。 
1995 年 3 月 MS 候補者訓練開始。 
1996 年 5 月 MS に認定。 
1996 年 11 月 STS-87 ミッションの MS に任命。 
1997 年 11 月 19 日～12 月 5 日。 
スペースシャトル「コロンビア号」による STS-87 ミッショ

ンに搭乗し、ISS 建設に必要な宇宙クレーンの機能・性能及

び操作性の確認、さらに当初予定されていなかったスパルタ

ン衛星（太陽コロナ観測衛星）の回収作業など、日本人宇宙

飛行士として初めて船外活動を行った。 
今回は 2 回目の飛行となる。 

※ 搭乗科学技術者（Payload Specialist: PS）

A
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 ミッションスペシャリスト（MS4） 
リチャード･リネハン（Richard M. Linnehan） 
米国マサチューセッツ州ロウェル生まれ。 
ニューハンプシャー大学の学士、オハイオ州立大学獣医学博

士。 
1996 年（STS-78 ミッション）及び 1998 年（STS-90 ミッ

ション）、2002 年（STS-109 ミッション）に搭乗。STS-109
ミッションでは、ハッブル望遠鏡修復のための 3 回の船外活

動を実施した。今回は 4 回目の飛行となる。 

 
 ミッションスペシャリスト（打上げ） 

ギャレット・リーズマン（Garrett E. Reisman） 
米国ニュージャージー州生まれ。機械工学博士。 
今回が初飛行。 
本ミッションで打ち上げられ ISS 第 16 次長期滞在クルーと

してレオポルド・アイハーツと交代。第 17 次長期滞在の前

半まで ISS に滞在し STS-124 ミッション（1J フライト）で

帰還予定。 
 

 ミッションスペシャリスト（帰還） 
レオポルド・アイハーツ（Leopold Eyharts） 
フランスのビアリッツ生まれ。フランス空軍学校卒業。 
1980 年よりフランス空軍の戦闘機パイロットとして勤務。

1990 年宇宙飛行士として CNES（フランス国立宇宙センタ

ー）により選抜される。1998 年 2 月より、CNES の“ペガ

サス”ミッションを遂行する宇宙飛行士としてミール宇宙ス

テーションに 3 週間滞在し医学、神経科学、生理学、流体物

理学/技術に関わる実験を行った。1998 年より NASA のミッ

ションスペシャリストとしての訓練を受け認定される。

STS-122 ミッション（1E フライト）で打ち上げられ、ダニ

エル・タニと交代し ISS 第 16 次長期滞在クルーに合流。 
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3.3.2 土井宇宙飛行士の任務 
 
土井宇宙飛行士は、STS-123 ミッションでは主に次の作業を担当します。 
 

 船内保管室の仮設置 
スペースシャトルのロボットアーム（SRMS）を操作して、「きぼう」船内保

管室をスペースシャトルのペイロードベイ（貨物室）から取り出し、ハーモ

ニー（第 2 結合部）に結合させます。船内保管室のハーモニーへの結合は飛

行 4 日目に行われます。 
 センサ付き検査用延長ブーム（OBSS）を使用したスペースシャトルの熱防

護システム（TPS）の点検 
スペースシャトルのロボットアーム（SRMS）を操作して、センサ付き検査

用延長ブーム（Orbiter Boom Sensor System: OBSS）による左舷側・右舷

側・ノーズキャップの強化炭素複合材（Reinforced Carbon Carbon: RCC）

パネルの損傷点検を行います。機体の損傷点検は、飛行 2 日目（打上げ後点

検）と飛行 12 日目（後期点検）に実施されます。 
 船外活動支援 
船外活動（EVA）時に、SRMS の TV カメラを操作して、ISS のロボットア

ーム（SSRMS）操作担当者にモニタ映像を提供することで支援します。 
 船内保管室入室準備 
船内保管室を結合した後、船内保管室とハーモニーの連結部に入り、電気ケ

ーブルの配線、配管、換気など船内保管室の入室準備を行います。 
 船内保管室起動、および入室 
船内保管室の電源を投入して起動させます。その後船内保管室に入室し、室

内の点検、配線・配管等やラックの設定作業を行います。船内保管室への入

室は飛行 5 日目に行います。 
 物資移送 
スペースシャトルのミッドデッキに搭載された物資を ISS 側に移送します。

また、ISS で使用済みとなった物資や実験のサンプルをスペースシャトルの

ミッドデッキに移送します。土井宇宙飛行士は、これらの物資移送作業の全

体取りまとめを担当します。 
 STS-124（1J）ミッションに向けた準備作業 

STS-124 ミッションで使用する用品等を仕分けて準備しておきます。 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

コラム 3-2 
 
土井宇宙飛行士の前回のシャトルミッション（STS-87 ミッション）での任務 
1997 年の 11 月 20 日から 12 月５日にわたり、土井宇宙飛行士は STS-87 ミッションの

MS としてスペースシャトル「コロンビア号」に搭乗し、15 日 16 時間 34 分の飛行を完

了しました。ミッション中、土井宇宙飛行士は 2 回の船外活動、船内実験、地球観測、

またスペースシャトルの運用に必要な MS としての作業を遂行しました。船外活動では、

ISS 建設に必要となるクレーンの機能・性能及び操作性の検証や、当初予定されていな

かったスパルタン衛星（太陽コロナ観測衛星）の回収作業などを行いました。 
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3.3.3 クルーサポートアストロノート（搭乗者支援宇宙飛行士） 

－山崎直子宇宙飛行士－ 
 

STS-123 ミッションでは、山崎直子宇宙飛行士がクルーサポートアストロノ

ート（搭乗者支援宇宙飛行士）として、地上から STS-123 ミッションをサポー

トします。 
山崎宇宙飛行士は、打上げ時には米国の NASA ケネディ宇宙センター（KSC）

で、土井宇宙飛行士および土井宇宙飛行士の家族のサポートを行います。その

後日本に帰国し、J-COM（J-コム：交信担当）として、筑波宇宙センター（TKSC）

の「きぼう」運用管制室から STS-123 ミッションクルーとリアルタイムの音声

交信を担当します。STS-123 ミッションクルーの帰還前には、再度 KSC に戻っ

てクルーの帰還を待ちます。 
 
 
 

 
Ｊ-COMの任務 
 
「きぼう」の宇宙飛行士と実際に交信するのが J-COMです。 
「きぼう」内で機器の操作などを行う宇宙飛行士に対し、音

声で必要な情報を通知し、また宇宙飛行士からの連絡に対し

て応答します。運用管制員からの通話や指示はすべて

J-COM を通して行われます。 

コラム 3-3  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 山崎 直子 (やまざき なおこ) (旧姓 角野) 

1970 年 12 月、千葉県松戸市生まれ。 
1999 年 2 月に、宇宙開発事業団より ISS に搭乗する日本

人宇宙飛行士の候補者として選定される。1999 年 4 月か

ら日本人宇宙ステーション宇宙飛行士の基礎訓練に参加、

2001 年 9 月に宇宙飛行士として認定される。2004年 5 月、

ソユーズ宇宙船のフライトエンジニア資格を取得。2006
年 2 月、NASA よりミッションスペシャリスト（搭乗運用

技術者：MS）として認定される。2008 年 3 月打上げ予定

の STS-123 ミッション（1J/A フライト）で搭乗者支援宇

宙飛行士として任命される。 
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3.4 運用管制 
 
3.4.1 全体システム 

 
「きぼう」日本実験棟の「システム運用」と「実験運用」は、筑波宇宙セン

ターで行います。筑波宇宙センターと「きぼう」との通信は、原則として米国

の追跡データ中継衛星（TDRS)を経由して行います。日本のデータ中継技術衛

星「こだま」（DRTS）を経由する方法も計画されており、大量の実験データな

どを地上に送信するような場合に有効と期待されています。 
 
 

 

運用技術支援 

保全補給
計画立案 

種子島宇宙センターDRTS地上局 

データ中継技術衛星「こだま」
追跡データ中継衛星（NASA）

ISS／「きぼう」

宇宙ステーション補給機

システム運用 

ジョンソン宇宙センター 

（テキサス州） 

マーシャル宇宙飛行センター

（アラバマ州） 

ホワイトサンズ地上局

（ニューメキシコ州） 

ケネディ宇宙センター 

（フロリダ州）

実験運用 

国内利用者 
POIC 

MCC-H 

筑波宇宙センター
運用管制システ

運用ネットワーク

運用訓練

運 用 管 制

ユ ーザ 運 用エリ

※イメージ 

宇宙ステーション総合推進センター（SSIPC）
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3.4.2 「きぼう」運用管制システム（Operations Control Systems: OCS） 
 
「きぼう」の「システム運用」と「実験運用」を支援する運用システムは、

以下の 7 つのシステムから構成されています。 
 

 運用利用計画立案システム 
国際宇宙ステーション(ISS)参加国間で調整する電力、通信、搭乗員活動

時間などのリソースの配分について、ISS の運用・利用計画を長期と詳細の

2 段階に分けて立案します。  
 運用管制システム 

「きぼう」および搭載実験装置の監視・制御、実時間運用計画の立案およ

びデータ管理を行います。また、運用管制システムを利用する地上要員の訓

練を行うこともできます。  
 運用技術支援システム 

・ エレメントインテグレーションシステム：「きぼう」および搭載実験装置

の運用性、安全性および物理的適合性の確認をします。  
・ フライトソフトウェア／運用データファイル（ODF:Operations Data 

File）生成システム：「きぼう」に搭載されるソフトウェアおよび運用デ

ータファイル（ODF）を作成、検証および管理します。ODFは「きぼう」

の運用手順に関する情報を集めたファイルです。  
・ エンジニアリングシュミレータ：軌道上で「きぼう」機器に不具合が発

生した場合の対処手順を作成するため、「きぼう」の各機器の電気的・機

械的な模擬を行います。  
・ 「きぼう」の水中モックアップ：「きぼう」のモックアップ（実物大模型）

を用いて、無重量環境試験設備にて「きぼう」の運用手順の確認を行い

ます。  
 保全補給運用管理システム 

「きぼう」の機能維持に必要な交換部品や消耗品の補給および搭乗員の

安全確保のため「きぼう」の修理の管理を行います。  
 搭乗員運用訓練システム 

搭乗員が軌道上で安全かつ確実に「きぼう」の運用を行うために必要な知

識、技能、操作手順を修得する訓練を行います。  
 運用ネットワークシステム 

日本（JAXA 筑波宇宙センター）とアメリカ（NASA ジョンソン宇宙セン

ター）間で「きぼう」の運用に係わるデータの送受信を行います。  
 KSC（ケネディ宇宙センター）射場支援装置システム 

スペースシャトルの打上げ射場である NASA ケネディ宇宙センターにお

いて、「きぼう」あるいは補給品の打上げ時に射場作業の支援を行います。 
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3.4.3 運用 
「きぼう」日本実験棟のシステム運用および実験運用は、筑波宇宙センター

（TKSC）から実施されます。 
 
 システム運用 

フライトディレクタと運用管制員から成る 50 名以上のチームが 3 交代 24
時間体制で「きぼう」の監視を行います。フライトディレクタが総指揮をと

り、「きぼう」の各システムの専門知識を持つ運用管制員たちが支援します。 
システム運用は、「きぼう」の熱制御システム、電力システム、通信シス

テム、環境制御・生命維持システム、ロボティクスシステムなどの各システ

ムの状態を示すデータが正常であることを常に確認すると共に、火災、緊急

減圧、空気汚染の際に、ISS 滞在クルーが必要な行動をとることができるよ

う指示します。 
また、筑波宇宙センターでは、「きぼう」の保全計画に基づき、「きぼう」

に運ぶべき補給品を選定したり、輸送手段（原則として HTV）、輸送時期な

どについての検討も行います。 
現在はフライトディレクタと運用管制員を養成するとともに、「きぼう」

を地上からどのようにコントロールするか、「きぼう」の中で宇宙飛行士に

作業をどのような手順で行ってもらうか、「きぼう」に故障が起きたらどう

するか、「きぼう」の中の宇宙飛行士に万一のことが起きたらどうすればい

いか、NASA の飛行管制官とはどういう連絡を取り合うか、などについて検

討を進めており、また訓練用の教材の開発も同時に行っています。 
システム運用を実施する「運用管制室」も整備が進められており、スペー

スシャトルの飛行機会を利用してフライトディレクタ、運用管制員の候補者

が筑波宇宙センターの運用管制室で配置に付いて米国のフライトディレク

タや飛行管制官との連絡をとるなどの訓練を繰り返しています。 
 実験運用 

日本の実験運用の計画は筑波宇宙センターでとりまとめ、これを米国のマ

ーシャル宇宙センターに送付します。そしてマーシャル宇宙センターでの調

整を経て ISS 全体の運用計画に取り込まれ、これに従って実験が行われるこ

とになります。実験ユーザは自分の実験の模様を筑波宇宙センターの「ユー

ザエリア」からモニタし、ISS 側と連絡をとりながら実験を進めることがで

きます。運用管制室に隣接して「ユーザ運用エリア」の準備が進められてい

ます。 

「きぼう」の運用管制室 

3-18 



STS-123 プレスキット 

 
3.4.4 運用管制員 
 
運用管制チーム（JAXA Flight Control Team: JFCT）は、フライトディレク

タと複数のポジションの運用管制員から成る 50 名以上のチームです。 
STS-123 ミッション中、JFCT は STS-123 ミッション主担当の松浦真弓主任

開発員をはじめとする 4 名のフライトディレクタのもと、交替で船内保管室の

運用に対応します。 
また、JEM 技術チーム（JEM Engineering Team: JET）が、運用管制室の

バックルームで「きぼう」の運用をモニタし、JFCT を技術面で支援します。 
 
3.4.4.1 運用管制チーム（JAXA Flight Control Team: JFCT） 
 
以下に JFCT の各ポジションの役割について紹介します。 

 
 J-FLIGHT: JAXA Flight Director（J-フライト：フライトディレクタ） 

  
 
 

「きぼう」の運用管制に関する全

て（「きぼう」運用計画、システム運

用、実験運用など）について責任が

あり、運用管制員や宇宙飛行士の作

業指揮をとります。「きぼう」の運用

では、各運用管制員は J-FLIGHT に

現 状 報 告 を 欠 か さ ず 行 い 、

J-FLIGHT は NASA のフライトデ

ィレクタと連絡を密にとり、「きぼ

う」の運用の指揮をとります。 STS-123 ミッションの主担当 J-FLIGHT 
松浦真弓主任開発員 

 CANSEI: Control and Network Systems, Electrical Power, and ICS 
Communication Officer（カンセイ：管制、通信、電力系機器担当） 
「きぼう」のコンピュータや通信機器、電力系の機器の状態を、軌道上か

らリアルタイムで送られるデータによって監視するとともに、それらのシス

テムに対する制御を地上から実施します。 
 

 FLAT: Fluid and Thermal Officer（フラット：環境・熱制御系機器担当） 
「きぼう」内の環境を整える機器や、装置から出る熱を制御する機器の状

態を、軌道上からリアルタイムで送られるデータによって監視するとともに、

それらのシステムに対する制御を地上から実施します。 
 

 KIBOTT: Kibo Robotics Team（キボット：ロボットアーム・機構系担当） 
「きぼう」のロボットアーム、エアロック、構造・機構系の運用・管理を

行います。 
ロボットアームの運用時には、必要な軌道上システムの準備および監視を

行い、軌道上の宇宙飛行士によるロボットアーム運用の支援を行います。 
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 J-PLAN: JAXA Planner（J-プラン：実運用計画担当） 

「きぼう」運用の計画立案を行います。 
運用中は計画進行状況を監視し、不具合が起きた場合などには運用計画の

変更・調整を行います。 
 SENIN: System Element Investigation and Integration Officer 

（センニン：システム担当） 
「きぼう」のシステムが正常に機能しているかどうかを監視します。 
複数のポジションの運用管制員が関わる作業に対し、「きぼう」システム全

体の取りまとめを行います。 
 

 TSUKUBA GC: Tsukuba Ground Controller（ツクバジーシー：地上設備

担当） 
運用管制システム、運用ネットワークシステムなど、「きぼう」の運用に必

要な地上設備の運用・管理を行います。 
 

 J-COM: JEM Comunicator（J-コム：交信担当） 
 

「きぼう」内で機器の操作などを行う宇宙

飛行士に対し、音声で必要な情報を通知し、

また宇宙飛行士からの連絡に対して応答し

ます。飛行管制官からの通話や指示はすべて

J-COM を通して行われます。 

「きぼう」の宇宙飛行士と実際に交信する

のが J-COM です。  
 
 
 
 
 
 

 
 ARIES: Astronaut Related IVA and Equipment Support 

STS-123 ミッションで J-COM を

担当する山崎直子宇宙飛行士 

（アリーズ：船内活動支援担当） 
軌道上の宇宙飛行士の船内活動（Intra-Vehicular Activity: IVA）を地上か

ら支援したり、船内の機器や物品などの管理を行います。 
 

 JEM PAYLOADS: JEM Payload Officer 
（ジェムペイローズ：ペイロード運用担当） 

「きぼう」での実験運用が円滑に実施されるよう、実験実施者の窓口とな

り、取りまとめを行います。 
 

 JAXA EVA: JAXA Extravehicular Activity 
（ジャクサイーブイエー：船外活動支援担当） 

宇宙飛行士の「きぼう」に関わる船外活動（Extra Vehicular Activity: EVA）

時に、地上から支援します。 
※JAXA EVA は、運用管制室には入りません。 
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大型 大型 大型 
モニタ モニタ モニタ

 
 
 

CCCAAANNNSSSEEEIII   FFFLLLAAATTT   

JJJ---CCCOOOMMM   JJJ---FFFLLLIIIGGGHHHTTT  SSSEEENNNIIINNN   
JJJEEEMMM   

PPPAAAYYYLLLOOOAAADDDSSS   
TTTSSSUUUKKKUUUBBBAAA

GGGCCC  

KKKIIIBBBOOOTTTTT AAARRT  RIIIEEESSS  JJJ---PPPLLLAAANNN   

「きぼう」日本実験棟の運用管制室 配置図 
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3.4.4.2 JEM技術チーム 
 

JEM 技術チーム（JET: JEM Engineering Team（ジェット））は、「きぼう」

開発プロジェクトチームのメンバーで構成される、「きぼう」の技術支援チーム

です。 
JET は、「きぼう」運用管制室のバックルームで「きぼう」の運用をモニタし、

「きぼう」運用管制チーム(JFCT)を技術面で支援します。 
JET の技術者は、「きぼう」の運用に関して何か問題が発生した時、NASA と

共に問題対処にあたれるように NASA のミッションコントロールセンターにも

配置されます。 
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3.5 ISS第 16 次長期滞在ミッション中に行われるJAXAの実験 

 
この項では、STS-123 ミッション後に 1J/A ステージで実施される実験を紹介

します。 
 
Cell Wall  
研究テーマ：微小重力環境下におけるシロイヌナズナの支持組織形成に関わる 

遺伝子群の逆遺伝学的解析 
代表研究者：西谷和彦（東北大学大学院生命科学研究科） 

 
Resist Wall 
研究テーマ：植物の抗重力反応における微小管－原形質膜－細胞壁連絡の役割 
代表研究者：保尊隆享（大阪市立大学大学院理学研究科） 

 
 

1J/A（STS-123 ミッション）から 1J（STS-124 ミッション）にかけて、NASA
と欧州宇宙機関（ESA）の協力のもと、ESA の実験装置を使用した日本のライ

フサイエンス実験が実施されます。 
このふたつの研究課題は平成 16 年に実施された第 5 回国際公募において、大

型の植物栽培の可能な、欧州宇宙機関（ESA）の ISS 植物実験装置（European 
Modular Cultivation System: EMCS）を利用する研究提案として日本の研究者

から応募され、国際・国内評価の結果、選定されたものです。 
 

Cell Wall は、シロイナズナを宇宙で栽培し、細胞壁のセルロースなどをつく

るのに関連する約 10 種類の遺伝子が、宇宙でどう動くかを調べる実験です。

Resist Wall は、細胞をその形に保つ役割のある微小管や細胞膜が正常でない突

然変異体が、宇宙でどう育つのかを調べる実験です。 
 
 
実験方法： 
シロイナズナを栽培する実験コンテナ（PCC）を計 8 つ用意します。微小重

力環境で育成させる被験用 PCC4 つと、1G を与えて育成させる対照用 PCC4
つに分けて実験を行います。 
それぞれの PCC には種を植え付ける場所が 7 ヶ所あり、種は地上であらかじ

め PCC に植えつけます。PCC、収穫キット、およびサンプル回収キットは、

STS-123 ミッションでスペースシャトルのミッドデッキロッカーに搭載し ISS
に運びます。 
実験は ISS の「コロンバス」（欧州実験棟）内の EMCS を使用して行います。

種の植え付けられた PCC を EMCS へ挿入し、発芽・育成させ、サンプル回収

を行います（実験操作シーケンスは表 3.5-1 を参照下さい）。 
実験の運用は、ISS 第 16 次長期滞在クルーと ESA のミッションコントロー

ルからのコマンドで実施されます。PCC の実験装置への挿入、収穫、サンプル
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回収などは、ISS クルーが行います。EMCS の制御・コマンドの送信は、ESA
のミッションコントロールで行います。筑波宇宙センターでは、実験の映像を

リアルタイムでモニタできます。実験中、クリティカルな段階では、実験担当

者が ESA のミッションコントロールセンターに赴き、実験の指示を直接行いま

す。 
収穫後のサンプルは、サンプル回収キット（KFT）に入れられ、STS-124 ミ

ッションで地上に回収されます。 
 

植物生育容器（PCC） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

生物試料化学固定キット（KFT）  
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 シロイヌナズナ花茎は，グローブボックス

（MSG）内でロゼッタ葉下部（胚軸）をハサ

ミで切断し回収 
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表 3.5-1 実験操作 

 期間 操作内容 実施上の注意事項 

1  ミッドデッキ（室温）で打ち上げ レイトアクセス要求 

2 時期未定 PCC/EC を EMCS にセットし，自動給水による実
験開始  

3 EMCS 機能による自動生育および自動撮影 花茎が 10cm に達するま
で生育 

4 シロイヌナズナ花茎収穫 MSG 使用，1g 区から先に
収穫 

5 収穫した花茎を入れた KFT および Ziploc を
MELFI 内で冷凍冷蔵保管  

6 

43±10 日 

シャトルの冷凍庫に移動して回収 アーリーアクセス要求 

43±10 日間 軌道上の生育期間  
 
注：実験開始時期については、種子の発芽率低下を避けるため、打上げ後 3 ヶ月以内の実験開
始を要求。 
 
 
実験装置： 

ISS 用植物実験装置（European Modular Cultivation System: EMCS）は、

ESA が開発した、微小重力環境下で生物実験を行うための装置です。 
培養器（インキュベーター）と 2 つの遠心分離装置が装備されています。遠

心分離装置を使用することで、微小重力から 2G までの範囲で、任意の G 環境

を作り出すことができます。 
植物の栽培に必要な給水装置やガス混合器、照明、モニタ用カメラが装備さ

れており、地上からのコマンドで実験を遠隔運用することができます。 
EMCS は、現在「デスティニー」（米国実験棟）の EXPRESS ラック 3A に収

容されていますが、STS-123 ミッション中にコロンバスに設置されることにな

っています。 

   
 

   EMCS の外観 
 
実験成果の応用： 
これらの実験の成果は、植物の水中から陸上への進化過程の解明、植物の環

境応答の仕組みの理解につながるだけでなく、将来、宇宙または地球上での植

物生産等に貢献できるものと期待されています。 
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3.6 JAXAオープンラボ共同研究の実証 

－船内被服実験－ 
 
研究機関： 宇宙航空研究開発機構（JAXA） 
 近未来宇宙暮らしユニット 
研究代表者： 多屋淑子（日本女子大学） 
実施時期： １J/A ミッション中 
 

JAXA は 2004 年 6 月から「宇宙オープンラボ制度」を実施しています。 
「宇宙オープンラボ制度」は、“宇宙への参加を容易にする仕組み”を実現する

施策のひとつで、現在 25 件の共同研究が進行しています。 
その中のひとつ、「近未来宇宙暮らしユニット」＊1が開発した宇宙船内用日常

服（船内被服）が、今回の STS-123 ミッションに搭載され被験されることとな

りました。ミッション中、土井宇宙飛行士がこれらを試着して着心地を確認し

ます。 
 
目的： 
本研究の目的は、宇宙船内の生活環境を一層向上させ、心身共に健康を維持

し快適に過ごすための、温熱的快適性、清潔さの保持、動きやすさ、シルエッ

トの美しさ、軽量コンパクト化の素材を開発することです。「近未来宇宙暮らし

ユニット」は、宇宙船内での安全性要求を満たすとともに、保温・吸湿・吸水・

速乾・抗菌・防臭・消臭・制電・防汚・皮膚への低刺激性（肌触りの良さ）を

付与した着心地の良い宇宙仕様素材、ならびに、難燃性、ソフト性に優れた面

ファスナーを開発しました。 
また、衣服アイテムに応じた、日本独自の新しい縫い目の無い縫製技術開発

を進め、ニット用と織物用の 2 種の無縫製技術を開発しました。更に、宇宙船

内の生活環境での心と身体の健康維持管理を支援する衣服を製作するため、運

動による熱水分移動を考慮した素材と編構造を採用するとともに、宇宙船内特

有の中立姿勢に対応する衣服のカッティング技術を導入しました。 
 

＊1）「近未来宇宙暮らしユニット」は、日本女子大学 多屋淑子教授がリー

ダーとなり、従来宇宙開発に関与していなかった民間企業や宇宙開発経験の

ある企業がそれぞれの技術力を合わせて、宇宙飛行士が宇宙船内でより快適

に生活できることを目標に、宇宙船内に必要とされる様々な機能を有する新

しい船内被服を開発しています。ユニット参加企業は、株式会社ゴールドウ

インテクニカルセンター、株式会社島精機製作所、クラレファスニング株式

会社、東レ株式会社、有人宇宙システム株式会社です。 
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技術説明： 
A. ニット用、織物用の無縫製技術は、縫い代を必要としないために、軽量・

コンパクトな衣服を製作することができます。また、縫い目が無いことか

ら、縫い目による皮膚への刺激がありません。無縫製衣服は、身体にフィ

ットし、様々な動作に対応して変形するため、シルエットが美しく、かつ、

動きやすいという着心地の良さを特徴としています。下着、半ズボン以外

の全アイテム（運動着上下、半袖・長袖ポロシャツ、長ズボン、靴下）に

用いられています。 
B. 宇宙仕様素材として、高いレベルでの消臭、抗菌防臭、有機物分解、制電

性を併せ持つ素材の開発を行いました。素材にナノマトリックス加工技術

を用い、単繊維の一本一本に光触媒粒子、抗菌剤、制電性を持つ機能樹脂

を規則的に配列して付着させることにより、光触媒による汚れの分解、体

臭の除去、防臭、抗菌剤による汗腐敗臭の防止、静電気抑制を両立させる

ことに成功しました。今回は半ズボン、長ズボン素材に使用しています。 
C. 宇宙船内特有の中立姿勢での下着の身体への適合性を向上させるため、体

液移動による身体サイズの変化に伴う下着の身体への圧迫や拘束を軽減

する宇宙仕様カッティング技術を開発しました。また、下着用素材には、

制電性、抗菌機能、消臭機能、保温機能を付与し、皮膚への刺激の少ない

肌触りの良い素材を開発しました。 
D. 今回開発した面ファスナーは、PPS（ポリフェニレンサルファイド）素材

のため従来品と比較して難燃性に優れています。本開発品の生産方式は、

従来使用していた補強用としてのバックコート剤を使用しないため、CO2
削減効果のある新しい生産方式です。環境有害物質を含まず､オフガスの

点でも優れています。また、ソフトな風合いにより、動作時の違和感が少

ない特徴があります。面ファスナーは半ズボン、長ズボンに使用されてい

ます。 
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（参考）船内被服 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

   

   

靴下 運動用半袖 T シャツ 運動用ハーフパンツ

半袖ポロシャツ 半ズボン 長袖ポロシャツ

長ズボン トランクス型下着
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3.7 「きぼう」の教育・文化利用 

  
3.7.1 宇宙連詩 
打上げ：STS-123 ミッション 
主 旨：平成 18 年度に編纂した宇宙連詩を収録した DVD ディスクを、「きぼ

う」船内保管室に収納して軌道上に打上げ、保管する。ミッション中、土井宇

宙飛行士が、宇宙連詩 DVD ディスクを取り出し、船内で記念撮影する。（打上・

保管を証明する写真） 
 
国際宇宙ステーション（ISS）は、ほぼ世界中から明るく輝く星として見れま

す。JAXA は、この星に、宇宙、地球、そこに流れる生命（いのち）のメッセ

ージを、連詩形式により、国境、文化、世代、専門、役割を超えて、みんなで

紡ぎ、アーカイブしていく活動を、2006 年度から、「きぼう」の初期利用ミッ

ションとして実施しています。原語は、日本語と英語を区別なく使用していま

す。 
 
 宇宙連詩HP：http://iss.jaxa.jp/utiliz/renshi/index.html 
 

「連詩」は、大岡信さんにより、日本伝統文化の連歌・連句を発展させて生ま

れた形式で、世界中に広められてきたものです。JAXA は、大岡信さんら詩人

のご協力のもと、2003 年度から宇宙連詩の研究を進めてきました。 
 
今回、打上げ・保管する宇宙連詩 DVD ディスクには、平成 18 年度に JAXA

が編纂した宇宙連詩と全ての応募作品（大岡信さんの監修のもと、山崎宇宙飛

行士、谷川俊太郎などの文化人、詩人からの寄稿と、一般からの公募作選定を

組み合わせて編纂）と、連携先の地域プラネタリウム（山梨県立科学館、福島

市子供の夢を育む施設「こむこむ」、京都府加茂町プラネタリウム）が編纂した

地域の宇宙連詩が収録されています。 
 
 日本語版：http://iss.jaxa.jp/utiliz/renshi/backnumber.html  
   英語版：http://iss.jaxa.jp/utiliz/renshi/backnumber_e.html 
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3.7.2 「宇宙と生命」を学ぶ教育ミッション  サンプルリターンミッション

－Life in the universe－ 
打上げ：STS-123 ミッション 
回 収：STS-126 ミッション 
主 旨：サンプル（アサガオ、ミヤコグサの種子、ミジンコ休眠卵等）を「き

ぼう」船内保管室に保管（約半年間を予定）した後、地上に回収し、

健全性を確認したサンプルを、希望する学校・科学館等に配布し、理

科教育に利用していただく。 
 
「きぼう」日本実験棟では、微小重力、宇宙放射線等の宇宙環境を利用して、

生命科学の研究が行われる予定です。 
 
JAXA は、青少年が実験・観察を通して、「宇宙と生命」に関連する多様な研

究分野や科学的考え方などを学ぶことを目的に、その最初の試みとしてサンプ

ルリターンミッションを実施します。 
 
植物の種子、プランクトンの卵など、身近な生命を、STS-123 ミッションで、

ISS へ打ち上げ、「きぼう」船内保管室に約半年間保管した後、地上へ回収する

予定です。健全性が確認されたサンプルを、希望する小中高校・科学館等に配

布し、教育活動への活用を図っていただく予定です。 
 
ミジンコ休眠卵は、福井県立小浜水産高等学校に、ミヤコグサの種子は、宮

崎大学フロンティア科学実験総合センター実験支援部門遺伝資源分野にご協力

を頂きました。 
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付録 1 ISS/スペースシャトル関連略語集 
略語 英名称 和名称 

AA Antenna Assembly アンテナ･アセンブリ 
ACBM Active Common Berthing Mechanism アクティブ側共通結合機構 
ACES Advanced Crew Escape Suit (STS)オレンジ色の与圧スーツ 
ACS Atmosphere Control and Supply (ISS の)大気制御及び供給 
ACS Attitude Control System 姿勢制御システム 
ACSS Atmosphere Control and Supply System 大気制御及び供給システム 
ACU Arm Computer Unit (SSRMS)ｱｰﾑ･ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ･ﾕﾆｯﾄ 
AFD Aft Flight Deck 後方フライト･デッキ(STS) 
AKA Active Keel Assembly キール･ピン把持機構 
AL A/L Airlock エアロック 
ALS Advanced Life Support  
AOS Acquisition of Signal 信号捕捉 
APCU Assembly Power Converter Unit (STS)ISS 組立用電力変換ﾕﾆｯﾄ 
APU Auxiliary Power Unit 補助動力装置(STS) 
APU Air Pressurization Unit 空気与圧ユニット(ISS) 
AR Atmosphere Revitalization 空気浄化(ラック) 
ARCU American-to-Russian Converter Unit 米露間電力変換ユニット 
ARED Advanced Resistive Exercise Device 発展型 RED 
ARIES Astronaut Related IVA and Equipment Support アリーズ（「きぼう」管制チーム）

ARS Atmosphere Revitalization System 空気浄化システム 
ASC Astroculture 宇宙での植物栽培実験 
ASI Agenzia Spaziale Italiana イタリア宇宙機関 
ATA Ammonia Tank Assembly アンモニア･タンク 
ATCS Active Thermal Control System 能動的熱制御システム 
ATU Audio Terminal Unit (ISS の)音声端末 
ATV Automated Transfer Vehicle (ESA)欧州補給機 
AV Avionics アビオニクス(ラック) 
AVCO Air Ventilation Closeout (ラック前面の)AVCO パネル 
AVM Anti-Vibration Mount 防震マウント 
BCU Backup Control Unit (RWS)予備制御ユニット 
BGA Beta Gimbal Assembly ベータ･ジンバル･アセンブリ 
BRI Boeing replacement insulation シャトルの新型タイル 
BRT Body Restraint Tether 宇宙飛行士身体固定用テザー 
BSP Baseband Signal Processor ﾍﾞｰｽﾊﾞﾝﾄﾞ信号処理装置 
C&C Command and Control コマンド及び制御 
C&C MDM 
 

Command and Control  
Multiplexer/Demultiplexer 

管制制御装置 

C&DH Command and Data Handling コマンド/データ処理 
CAIB Columbia Accident Investigation Board コロンビア号事故調査委員会 
CANSEI Control and Network Systems, Electrical Power 

and ICS Communication Officer  
カンセイ（「きぼう」管制チーム）

CAPCOM Capsule Communicator キャプコム 
CAPE Canister for All Payload Ejections ペイロード放出キャニスタ 
C&T Communication and Tracking 通信及び追跡(システム) 
C&W Caution and Warning 警告・警報 
CBCS Centerline Berthing Camera System ｾﾝﾀｰﾗｲﾝ･ﾊﾞｰｼﾝｸﾞ･ｶﾒﾗｼｽﾃﾑ 
CBM Common Berthing Mechanism (ISS の)共通結合機構 
CCA Circuit Control Assembly 制御基板 
CCC CVIS Contingency Controller  
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略語 英名称 和名称 
CCD Cursor Control Device (RWS)カーソル操作装置 
CDK Contamination Detection Kit (EVA 工具：ｱﾝﾓﾆｱを検知可能) 
CDM Carbon Dioxide Monitor (CHeCS)二酸化炭素モニタ装置 
CDMK Carbon Dioxide Monitoring Kit (CHeCS)二酸化炭素ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞｷｯﾄ 
CDR Commander コマンダー 
CDRA Carbon Dioxide Removal Assembly 二酸化炭素除去装置「ｼｰﾄﾞﾗ」 
CDT Central Daylight Time 米国中部夏時間 
CETA Crew and Equipment Translation Aid (ISS の)EVA クルー･機器移動補

助(「ｼｰﾀ」ｶｰﾄ) 
CEV Crew Exploration Vehicle (ｼｬﾄﾙに替わる)有人探査 Orion 
CEVIS Cycle Ergometer with Vibration Isolation  

and Stabilization System 
振動分離機構付き 
ｻｲｸﾙ･ｴﾙｺﾞﾒｰﾀ「シービス」 

CFA Cabin Fan Assembly キャビン･ファン･アセンブリ 
CIPA Cure In Place Ablator (タイル修復材)硬化アブレータ 
CIPAA Cure In Place Ablator Applicator タイル補修材充填装置 
CLA Capture Latch Assembly (CBM)ｷｬﾌﾟﾁｬｰ･ﾗｯﾁｱ･ｾﾝﾌﾞﾘ 
CLA Camera Light Assembly (SSRMS)カメラ/照明装置 
CLPA Camera Light Pan/Tilt Unit Assembly (SSRMS)カメラ/照明/雲台装置 
CMD Command コマンド 
CMG Control Moment Gyro ｺﾝﾄﾛｰﾙ･ﾓｰﾒﾝﾄ･ｼﾞｬｲﾛ 
CMO Crew Medical Officer 医療担当クルー 
CMP Control and Monitoring Panel (MSG の)制御･モニタパネル 
COF Columbus Orbital Facility (ESA) コロンバス･モジュール 
CONUS Continental United States 米国本土 
COR Communications Outage Recorder データ・レコーダー 
COTS Commercial Orbital Transportation Services 軌道への商業輸送サービス 
CPA Controller Panel Assemblies (ACBM)制御装置 
CPP Connector Patch Panel (Z1 ﾄﾗｽ)パッチパネル 
CRPCM Canadian Remote Power Controller Module ｶﾅﾀﾞのﾘﾓｰﾄ電力制御ﾓｼﾞｭｰﾙ 
CRV Crew Return Vehicle 搭乗員緊急帰還船 
CSA Canadian Space Agency カナダ宇宙庁 
CSCS Contingency Shuttle Crew Support 緊急時のシャトルクルー支援 
CST Central Standard Time 米国中部標準時 
CTB Cargo Transfer Bag 物資輸送用バッグ 
CTV Crew Transportation Vehicle 搭乗員輸送機 
CTVC Color TV Camera (ETVCG)カラーTV カメラ 
CUCD Contingency Urine Collection Device 緊急時用尿採取器具 
CVIU Common Video Interface Unit 共通ビデオ･ｲﾝﾀﾌｪｰｽﾕﾆｯﾄ 
C&W Caution and Warning 警告・警報 
CWC Contingency Water Container (シャトルの)水を入れる容器 
D&C Display and Control 表示及び制御 
DAIU Docked Audio Interface Unit ﾄﾞｯｷﾝｸﾞ時音声ｲﾝﾀﾌｪｰｽ･ﾕﾆｯﾄ 
DAM Debris Avoidance Maneuver デブリ回避マヌーバ 
DAP Digital Auto Pilot デジタル･オート･パイロット 
DC Docking Compartment (ﾛｼｱﾓｼﾞｭｰﾙ)ドッキング区画 
DCM Docking Cargo Module (ﾛｼｱﾓｼﾞｭｰﾙ)ﾄﾞｯｷﾝｸﾞ貨物ﾓｼﾞｭｰﾙ 
DCP Display and Control Panel  表示制御パネル 
DCSU Direct Current Switching Unit  直流切替ユニット 
DDC Disk Drive Cartridge または Disk Data Cartridge (MSD の)ハードディスク装置 
DDCU DC-DC Converter Unit  

Direct Current-to-Direct Current Converter Unit 
直流変圧器 
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略語 英名称 和名称 
DMS Data Management System  データ管理システム 
DMS-R Data Management System - Russia  (ESA 開発)SM 用ﾃﾞｰﾀ管理ｼｽﾃﾑ 
DoD Department of Defense  アメリカ国防総省 
DOF Degree Of Freedom  自由度 
DPC Daily Planning Conference  (ISS)毎日の作業の計画調整 
DRTS Data Relay Test Satellite データ中継技術衛星「こだま」 
DSM Docking and Stowage Module  (ISS)ﾄﾞｯｷﾝｸﾞ及び保管ﾓｼﾞｭｰﾙ 
DTO Detailed Test Objectives 開発試験ミッション 
DTV Digital Television デジタル TV カメラ 
EACP EMU Audio Control Panel EMU 音声制御パネル 
EAIU EMU Audio Interface Unit EMU  音声ｲﾝﾀﾌｪｰｽ･ﾕﾆｯﾄ 
EAS Early Ammonia Servicer  初期アンモニア充填装置 
EATC External Active Thermal Control  外部能動熱制御 
EATCS External Active Thermal Control System  外部能動熱制御システム 
EBCS External Berthing Camera System 船外の結合監視カメラ 
ECLS Environmental Control and Life Support  環境制御・生命維持 
ECLSS Environmental Control and Life Support System 環境制御・生命維持システム 
ECOM EVA Changeout Mechanism EVA  交換機構 
ECU Electronics Control Unit  制御電子装置 
EDR European Drawer Rack (ESA の実験ラック) 
EDW Edwards Air Force Base エドワーズ空軍基地 
EE End Effector  エンド･エフェクター 
EEATCS Early External Active Thermal Control System  初期外部能動的熱制御ｼｽﾃﾑ 
EEL Emergency Egress Lighting  非常口照明 
EF Exposed Facility  船外実験プラットフォーム 
EGSE Electrical Ground Support Equipment  地上支援機器 
EHIP EMU Helmet Interchangeable Portable EMU ヘルメット(ライト) 
E/L Equipment Lock  (A/L)装備ロック 
ELM-ES Experiment Logistics Module-Exposed Section  「きぼう」船外パレット 
ELM-PS Experiment Logistics Module-Pressurized Section 「きぼう」船内保管室 
ELPS Emergency Lighting Power System  非常用照明電力システム 
ELS Emergency Lighting Strips  
ELVIS Enhanced Launch Vehicle Imaging System (コロンビア号事故後のカメラの

強化) 
EMCS European Modular Cultivation System (ESA の実験装置) 
EMU Extravehicular Mobility Unit  船外活動ユニット(宇宙服) 
EMU EXPRESS Memory Unit  EXPRESS ﾗｯｸのﾒﾓﾘﾕﾆｯﾄ 
EPF External Payload Facility  コロンバス曝露ペイロード施設 
EPS Electrical Power System 電力系 
ER EXPRESS Rack  エクスプレスラック 
ESA European Space Agency 欧州宇宙機関 
ESA External Sampling Adapter  外部ｻﾝﾌﾟﾙ取得ｱﾀﾞﾌﾟﾀ 
ESC Electronic Still Camera 電子スチルカメラ(デジカメ) 
ESEL EVA Support Equipment List  EVA 支援機器リスト 
ESEM Exchangeable Standard Electronics Module  (MSG) 
ESP External Stowage Platform  船外保管プラットフォーム 
ESPAD ESP Attachment Device ESP 取り付け装置 
ESR European Stowage Rack  ヨーロッパの保管ラック 
EST Eastern Standard Time  米国東部標準時 
ESTER Earth Science Toward Exploration Research  (WORF の地球観測装置) 
ESU End Stop Unit (MT の)停止ユニット 
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略語 英名称 和名称 
ET External Tank  外部燃料タンク(STS) 
ETC European Transport Carrier (ESA の実験ラック) 
ETCS External Thermal Control System  外部能動熱制御システム 
ETR EXPRESS Transportation Rack EXPRESS  輸送ラック 
ETRS EVA Temporary Rail Stop レールストップ 
ETSD EVA Tool Stowage Device  EVA 工具保管箱 
EUTAS Enhanced Universal Trunnion Attachment System 強化型トラニオン結合システム 
EuTEF European Technology Exposure Facility (ESA)曝露ペイロード 
ETVCG External Television Camera Group  外部 TV カメラグループ 
EV Extravehicular 船外（クルー） 
EVA Extravehicular Activity  船外活動 
EWA Emittance Wash Applicator (STS)タイル修理ツール 
EXPRESS Expedite the Processing of Experiments  EXPRESS ラック 
FCS Flight Control System 飛行制御システム 
FD Flight Day 飛行日 
FD Flight Director フライト･ディレクター 
FDIR Fault Detection, Isolation, and Recovery 故障検知、分離、回復 
FDS Fire Detection and Suppression 火災検知･消火 
FES Flash Evaporator System ﾌﾗｯｼｭ･ｴﾊﾞﾎﾟﾚｰﾀ･ｼｽﾃﾑ(STS) 
FET field-effect transistor 電界効果トランジスタ 
FFT Full Fuselage Trainer (STS)全機体訓練装置 
FGB Functional Cargo Block 基本機能ﾓｼﾞｭｰﾙ(ザーリャ) 
FGB Fixed Grapple Bar  
FLAP Fluid Line Anchor Patch 流体配管修理用固定パッチ 
FLAT Fluid and Thermal Officer フラット（「きぼう」管制チーム

FMS Force Moment Sensor (SSRMS) 
FOR Flight Operations Review 飛行運用審査会 
FPMU Floating Potential Measurement Unit 浮動電位測定装置 
FR Foot Restraint フットリストレイント 
FRGF Flight Releasable Grapple Fixture グラップルフィクスチャ 
FRR Flight Readiness Review 飛行準備審査会 
FSA Federal Space Agency ロシア連邦宇宙局(Roskosmos) 
FSE Flight Support Equipment  打上げ支援装置 
FSL Fluid Science Lab  (ESA の実験ラック) 
FSS Fluid System Servicer  流体充填装置 
FTA Fault Tree Analysis 故障の木解析 
FWD Forward  進行方向側、前方 
GAS Get-Away Special ゲッタウエイ･スペシャル 
GBA GAS Bridge Assembly GAS  ブリッジ･アセンブリ 
GCA Ground Commanded Approach (EVA ｸﾙｰによる RMS ｸﾙｰへの操

作指示) 
GCF Granada Crystallization Facility (ESA の)ﾀﾝﾊﾟｸ質結晶成長装置 
GF Grapple Fixture グラップル・フィクスチャー 
GLA General Luminaire Assemblies (ISS)内部照明 (LHA+BBA) 
GMT Greenwich Mean Time ｸﾞﾘﾆｯｼﾞ標準時（世界標準時） 
GNC Guidance Navigation and Control 誘導、航法及び制御 
GSE Ground Support Equipment 地上支援設備 
GSM Gas Supply Module (BSTC)ガス供給モジュール 
H&S Health & Status  ヘルス･ステータス 
HHM Hab Habitation Module  居住モジュール 
HC Hand Controller  ハンド･コントローラ 
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略語 英名称 和名称 
HCF Hazardous Containment Filter または Harmful 

Contaminant Filter 同上 
(FGB)汚染物質除去ﾌｨﾙﾀｰ 

HCOR High Rate Communications Outage Recorder 高速データ・レコーダー 
HDPCG High Density Protein Crystal Growth 高密度ﾀﾝﾊﾟｸ質結晶成長装置 
HDR High Data Rate  高速データ･レート 
HDTV High Definition Television  高精細度テレビジョン 
HHL Hand Held Laser 手持ち式レーザー測距装置 
HMD Helmet Mounted Display (または、Head Mounted 

Display) 
ヘッドマウント･ディスプレイ 

HP Heat Pipe  ヒートパイプ 
HPGT High Pressure Gas Tank 高圧ガスタンク 
HPFT High-Pressure Fuel Turbopump  (STS)高圧燃料ターボポンプ 
HR Hand Rail ハンドレール 
HRDL High Rate Data Link  高速データリンク 
HRFM High-Rate Frame Multiplexer 高速フレーム･マルチプレクサ 
HRM High-Rate Modem  高速モデム 
HTL High Temperature Loop 高温冷却ループ 
HTV H-II Transfer Vehicle  宇宙ステーション補給機 
HTV Human Thermal Vacuum  有 人 用 熱 真 空 ﾁ ｬ ﾝ ﾊ ﾞ (JSC 

Bldg.32) 
HX Heat Exchanger  熱交換器 
IAA Internal Antenna Assembly  内部アンテナアセンブリ 
IAC Internal Audio Controller  内部音声制御装置 
IADK IVA Ammonia Detection Kit  船内用アンモニア検知キット 
ICC Integrated Cargo Carrier  曝露カーゴ・キャリア 
ICE Integrated Checkout Equipment  (ARIS)ﾁｪｯｸｱｳﾄ機器 
ICM Interim Control Module  暫定制御モジュール 
ICS Inter-orbit Communication System (JEM)衛星間通信システム 
IDB In-Suit Drink Bag  (宇宙服の)飲料水バッグ 
IDC Integrated Sensor Inspection System Digital 

Camera 
OBSS のデジタルカメラ 

IELK Individual Equipment Liner Kit (ソユーズ宇宙船のシート) 
IEU ISS EMU Umbilical  
IFHX Interface Heat Exchanger インタフェース熱交換器 
IFM In-Flight Maintenance 軌道上修理 
IMAK ISS Medical Accessory Kit ISS  医療用キット 
IMAX-3D IMAX Camera 3D IMAX 3D  船内カメラ 
IMCA Integrated Motor Controller Assembly  統合モータ制御装置 
IMMT ISS Mission Management Team  ISS ミッションマネージメント 
I/O Input / Output  入出力 
IOCU Input / Output Controller Unit  入出力制御ユニット 
IP International Partner  国際パートナ 
iRED Interim Resistive Exercise Device (CHeCS)初期筋力ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ機器 
IRED Isolated Resistive Exercise Device (CHeCS)筋力ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ機器 
ISIS International Sub-rack Interface Standard  国際ｻﾌﾞﾗｯｸ･ｲﾝﾀﾌｪｰｽ標準(ﾄﾞﾛﾜ) 
ISPR International Standard Payload Rack 国際標準ペイロードラック 
ISS International Space Station  国際宇宙ステーション 
ITCS Internal Thermal Control System  内部熱制御系 
ITVC Integrated TV Camera OBSS  先端の TV カメラ 
IVA Intra-Vehicular Activity 船内活動 
IVSU Internal Video Switch Unit  内部ﾋﾞﾃﾞｵ･ｽｲｯﾁﾕﾆｯﾄ 
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略語 英名称 和名称 
IWIS Internal Wireless Instrumentation System  船内ワイヤレス機器システム 
JAL Joint Airlock 「クエスト」（エアロック） 
JAXA Japan Aerospace Exploration Agency  宇宙航空研究開発機構 
JCP JEM Control Processor  JEM 管制制御装置 
JEF JEM Exposed Facility  船外実験プラットフォーム 
JEM Japanese Experiment Module  「きぼう」日本実験棟 
JEM 
PAYLOADS 

JEM Payload Officer ジェムペイローズ（「きぼう」管

制チーム） 
JEMRMS JEM Remote Manipulator System  「きぼう」ﾛﾎﾞｯﾄｱｰﾑ 
JFCT JAXA Flight Control Team 「きぼう」管制チーム 
J-FIGHT JAXA Flight Director J-フライト（「きぼう」管制チー

ム） 
J-PLAN JAXA Planner J-プラン（「きぼう」管制チーム）

JLP JEM Logistics Module Pressurized Section  「きぼう」の船内保管室 
JPM JEM Pressurized Module  「きぼう」船内実験室 
JRSR JEM Replaceable Stowage Rack 「きぼう」の保管ラック 
JSC Johnson Space Center  NASA ジョンソン宇宙ｾﾝﾀｰ 
JST Japanese Standard Time  日本標準時 
KFX Ku-band file transfer Ku ﾊﾞﾝﾄﾞ通信によるﾃﾞｰﾀの送信 
KIBOTT Kibo Robotics Team キボット（「きぼう」管制チーム

KSC Kennedy Space Center NASA ケネディ宇宙ｾﾝﾀｰ 
Lab United States Laboratory Module  米国実験ﾓｼﾞｭｰﾙ「ﾃﾞｽﾃｨﾆｰ」 
LC-39 Launch Complex-39 (KSC)39 番射点 
LCC Launch Control Center  打上げ管制センター(KSC) 
LCG Laser Contour Gauge (損傷の深さを計測する装置) 
LCS Laser Camera System  OBSS 先端のレーザセンサ 
LCVG Liquid Cooling and Ventilation Garment (宇宙服の)冷却下着 
LDR Low Data Rate  低速データ･レート 
LDRI Laser Dynamic Range Imager  OBSS 先端のレーザセンサ 
LEE Latching End Effector (SSRMS) ラッチング・エンド・エフェクタ

LES Launch and Entry Suit ｽﾍﾟｰｽｼｬﾄﾙ打上げ/帰還用ｽｰﾂ 
LON Launch On Need  必要に応じて打ち上げ 
LRR Launch Readiness Review 打ち上げ準備審査会 
LSA Launch Support Assembly  
LTA Launch to Activation  打上げから起動までの期間 
MAG Maximum Absorption Garment EVA 用の紙おむつ 
MBA Motorized Bolt Assembly  (SSAS)モータ駆動ボルトアセン

ブリ 
MBM Manual Berthing Mechanism 手動結合機構 
MBS Mobile Base System または、MRS(Mobile Remote 

System) Base System 
(MSS)ﾓｰﾋﾞﾙ･ﾍﾞｰｽ･ｼｽﾃﾑ 

MBSU Main Bus Switching Unit  メインバス切替ユニット 
MCC Mission Control Center  ﾐｯｼｮﾝ管制ｾﾝﾀｰ(JSC) 
MCC-H MCC-Houston  ﾐｯｼｮﾝ管制ｾﾝﾀｰ・ヒューストン 
MCC-M MCC-Moscow ﾐｯｼｮﾝ管制ｾﾝﾀｰ・モスクワ 
MCIU Manipulator Controller Interface Unit  ﾏﾆﾋﾟｭﾚｰﾀ制御ｲﾝﾀﾌｪｰｽ装置 
MCOR Medium Rate Communications Outage Recorder 中速データ・レコーダー 
MCS Motion Control System  姿勢制御系(ﾛｼｱの宇宙機) 
MCU MBS Computer Unit MBS  コンピュータ･ユニット 
MDA Motor Drive Assembly  モータ駆動装置 
MDM Multiplexers/Demultiplexers  ﾏﾙﾁﾌﾟﾚｸｻｰ／ﾃﾞ･ﾏﾙﾁﾌﾟﾚｸｻｰ 
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略語 英名称 和名称 
MDP Maximum Design Pressure 最大設計圧力 
MELFI Minus Eighty degrees Celsius Laboratory Freezer 

for ISS 
ISS 実験用冷凍・冷蔵庫 

MET Mission Elapsed Time  ミッション経過時間 
METOX Metal Oxide  (CO2 除去用) 
MISSE Materials ISS Experiment 材料曝露実験 
MLGD Main Landing Gear Door (シャトル)主着陸脚ドア 
MLI Multi-Layer Insulator  多層断熱材 
MLM Multipurpose Laboratory Module (ロシア)多目的研究モジュール 
MLP Mobile Launcher Platform  移動式発射プラットフォーム 
MM/OD Micro-Meteoroid and Orbital Debris  微小隕石体及び軌道上デブリ 
MMT Mission Management Team ﾐｯｼｮﾝ･ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ･ﾁｰﾑ 
M/OD Meteoroid / Orbital Debris 隕石／軌道上デブリ 
MPLM Multi-purpose Logistics Module (ISS)多目的補給モジュール 
MPM Manipulator Positioning Mechanism (RMS)ﾏﾆﾋﾟｭﾚｰﾀ固定機構 
MS Mission Specialist  ミッション･スペシャリスト 
MSD Mass Storage Device  データレコーダ(ﾊｰﾄﾞﾃﾞｨｽｸ) 
MSG Microgravity Science Glove Box 微小重力研究グローブボックス 
MSFC Marshall Space Flight Center  マーシャル宇宙飛行センター 
MSS Mobile Servicing System ISS のロボットアームシステム 
MT Mobile Transporter  (MSS)ﾓｰﾋﾞﾙ･ﾄﾗﾝｽﾎﾟｰﾀｰ 
MTSAS Module-to-Truss Structure Attach System  ﾓｼﾞｭｰﾙ-ﾄﾗｽ間結合システム 
NAC NASA Advisory Council NASA  ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞﾘｰ委員会 
nadir  天底 
NASA National Aeronautics and Space Administration 米国航空宇宙局 
NASCOM NASA Communications Network NASA 通信ネットワーク 
NCS Node Control Software  ノード制御ソフトウエア 
NCU Network Control Unit  ネットワーク制御装置 
NDE None-destructive evaluation 非破壊評価 
NET No Earlier Than  ～以降 
NM nautical miles  海里 
NOAX non-oxide adhesive experimental (RCC のクラック修理剤) 
NPRV Negative Pressure Relief Valve 負圧リリーフバルブ 
NSI NASA Standard Initiator NASA 標準火工品 
NTA Nitrogen Tank Assembly  窒素タンク･アセンブリ 
NZGL NASA Zero-G Lever  NASA 微小重力ﾚﾊﾞｰ(ﾀｲﾌﾟｺﾈｸﾀ) 
OARE Orbital Acceleration Research Experiment  
O&C Operations and Checkout  運用及びﾁｪｯｸｱｳﾄ(KSC) 
O&CB Operations and Checkout Building  運用及びﾁｪｯｸｱｳﾄ･ﾋﾞﾙ(KSC) 
OBS Operational Bioinstrumentation System (EMU の生体信号測定ｼｽﾃﾑ) 
OBSS Orbiter Boom Sensor System  センサ付き検査用延長ブーム 
OBT On-Board Training 軌道上訓練 
OCA Orbiter Communications Adapter (STS)オービタ通信アダプター 
OCA On-orbit Communications Adapter  (ISS)軌道上通信アダプター 
OCS Operations and Control Software  運用管制ソフトウエア 
ODF Operations Data File  運用手順書 
ODS Orbiter Docking System  ｵｰﾋﾞﾀ･ﾄﾞｯｷﾝｸﾞ･ｼｽﾃﾑ 
OGA Oxygen Generation Assembly (米国)酸素生成装置 
OGS Oxygen Generation System (米国)酸素生成システム 
OHTS ORU Handling Tool System ORU ﾊﾝﾄﾞﾘﾝｸﾞ･ﾂｰﾙ･ｼｽﾃﾑ 
OIH On-orbit Installed Handrail  軌道上取付型ハンドレール 
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略語 英名称 和名称 
OIU Orbiter Interface Unit  ｵｰﾋﾞﾀ･ｲﾝﾀﾌｪｰｽ･ﾕﾆｯﾄ 
OMDP Orbiter Maintenance Down Period  オービタ整備期間 
OMM Orbiter Major Modification  オービタの大規模改修 
OMS Orbital Maneuvering System (シャトル)軌道操縦システム(あ

るいは、軌道変換システム) 
OMS Onboard Measurement System (ﾛｼｱ)通信／計測系 
ONTO Oxygen/ Nitrogen Tank ORU 酸素、窒素タンク ORU 
OPCU Orbiter Power Conversion Unit (SSPTS) 
OPF Orbiter Processing Facility オービタ整備棟 
ORR Orbiter/OPF Rollout Review ｵｰﾋﾞﾀの OPF ﾛｰﾙｱｳﾄ審査会 
ORR Operations Readiness Review  運用準備審査会 
OPS LAN Operations Local Area Network  (ISS 内の)運用 LAN 
ORM Orbiter Repair Maneuver  オービタ修理マヌーバ 
ORU Orbital Replacement Unit  軌道上交換ユニット 
OTA Orlan tether adapter Orlan  宇宙服のﾃｻﾞｰ･ｱﾀﾞﾌﾟﾀｰ 
OTD ORU Transfer Device ORU 運搬装置(EVA ｸﾚｰﾝ) 
OTSD ORU Temp Stow Device ORU  仮置き器具(EVA 工具) 
PA Pressurized Adapter  (FGB)与圧アダプター 
PAO Public Affair Office 広報(広報ｲﾍﾞﾝﾄ) 
PAO Public Affair Officer  広報担当オフィサー 
PAS Payload Attach System ペイロード取付システム 
PBA Portable Breathing Apparatus (ISS 内の)非常用酸素マスク 
PCA Pressure Control Assembly  与圧制御装置 
PCAS Passive Common Attach System  
PCBM Passive CBM  パッシブ側共通結合機構 
PCE Proximity Communication Equipment  (ATV との)近接通信機器 
PCR Payload Changeout Room  (KSC LC-39)ﾍﾟｲﾛｰﾄﾞ交換室 
PCS Portable Computer System  ラップトップコンピュータ 
PDGF Power & Data Grapple Fixture 電力･通信インタフェース付グラ

プル・フィクスチャ 
PDR Preliminary Design Review  基本設計審査 
PDRS Payload Deployment and Retrieval System  ﾍﾟｲﾛｰﾄﾞ放出、回収ｼｽﾃﾑ 
PEP Portable Emergency Provisions 携帯用救急備品 
PERS Payload Equipment Restraint System  
PEV Pressure Equalization Valve 均圧弁 
PFE Portable Fire Extinguisher (ISS 内の)消火器 
PFR Portable Foot Restraint ﾎﾟｰﾀﾌﾞﾙ･ﾌｯﾄ･ﾚｽﾄﾚｲﾝﾄ 
PGSC Payload and General Support Computer  ﾗｯﾌﾟﾄｯﾌﾟ･ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ 
PGT Pistol Grip Tool  ピストル型パワー･ツール 
PHA Prebreathe Hose Assembly  プリブリーズ用の酸素マスク 
PI Principal Investigator  代表研究者 
PiP push in pull ピップ(ピン) 
P/L Payload  ペイロード 
PL MDM Payload MDM  ペイロード MDM 
PLSS Primary Life Support System (EMU の)主生命維持ｼｽﾃﾑ 
PLT Pilot  パイロット 
PM Pressurized Module  「きぼう」の船内実験室 
PM Pump Module  ポンプモジュール 
PMA Pump Module Assembly  ポンプモジュールアセンブリ 
PMA Pressurized Mating Adapter  与圧結合アダプター 
PMC Private Medical Conference  プライベート医学交信 
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略語 英名称 和名称 
PMCU Power Management Controller Unit 電力管理制御ユニット 
PMMT Pre-launch Mission Management Team  打上げ前 MMT 
POCC Payload Operations Control Center  ペイロード運用センター 
POIC Payload Operations Integration Center ﾍﾟｲﾛｰﾄﾞ運用統合ｾﾝﾀｰ 
POR Point of Resolution  (RMS 操作時の)原点 
PPR Positive Pressure Relief  正圧リリーフ 
PPRV Positive Pressure Relief Valve  正圧リリーフバルブ 
PRJ Pitch Roll Joint (SSRMS)ピッチ/ロール関節 
PRLA Payload Retention Latch Actuators ﾍﾟｲﾛｰﾄﾞ保持固定ｱｸﾁｭｴｰﾀ 
PRT Problem Resolution Team  問題解決チーム 
PS Payload Specialist  ペイロード･スペシャリスト 
PSA Power Supply Assembly  電力供給アセンブリ 
PSA POA Support Assembly  (MBS) 
psi pounds per square inch (圧力単位) 
PTCS Passive Thermal Control System  受動的熱制御システム 
PTU Pan/Tilt Unit  (カメラ)雲台 
PTU Power Transfer Unit  (ｼｬﾄﾙの SSPTS 用電力供給装置 
PVA Photovoltaic Array  太陽電池アレイ 
PVAA Photovoltaic Array Assembly  太陽電池アレイアセンブリ 
PVCU Photovoltaic Control Unit  
PVGF Power Video Grapple Fixture  電力･ビデオインタフェース付グ

ラプル・フィクスチャ 
PVM Photovoltaic Module  太陽電池モジュール 
PVR Photovoltaic Radiator  太陽電池ラジエータ 
PVRGF Photovoltaic Radiator Grapple Fixture  太陽電池ラジエータ用 GF 
PVTCS Photovoltaic Thermal Control System 太陽電池熱制御システム 
PYR Pitch, Yaw, and Roll ピッチ、ヨー、ロール 
QD Quick Disconnect 急速着脱継手 
R&R Removal and Replacement  取り外し交換 
R-Bar Radius Vector  
RCC Reinforced Carbon Carbon (STS)強化炭素複合材 
REBA Rechargeable EVA Battery Assembly  充電式 EVA バッテリ 
RED Resistive Exercise Device  (CHeCS)筋力ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ機器 
RHC Rotational Hand Controller  (RMS)回転用ﾊﾝﾄﾞ･ｺﾝﾄﾛｰﾗｰ 
RIC Rack Interface Controller ﾗｯｸｲﾝﾀﾌｪｰｽ制御装置 
RIGEX Rigidizable Inflatable Get-Away-Special Experiment 膨張硬化構造物実験装置 
RJMC Rotary Joint Motor Controller  (TRRJ, SARJ) 
RM Research Module （ロシア）研究ﾓｼﾞｭｰﾙ 
RMS Remote Manipulator System ﾘﾓｰﾄ･ﾏﾆﾋﾟｭﾚ-ﾀ･ｼｽﾃﾑ 
ROBOT Robotic Onboard Trainer  軌道上の SSRMS 操作シミュレ

ータ 
ROEU Remotely Operated Electrical Umbilical (STS) 
ROFU Remotely Operated Fluid Umbilical (STS) 
ROI Regions of Interest  興味ある箇所 
R/P Receiver/Processor  受信器/処理装置 
RPC Remote Power Controller  電力遮断器 
RPCM Remote Power Controller Module  遠隔電力制御モジュール 
RPDA Remote Power Distribution Assemblies  リモート電力分配装置 
RPG Ruler / Protuberance Gauge  (EVA 工具) 
RPM R-bar Pitch Maneuver または Rotational Pitch 

Maneuver か Rendezvous Pitch Maneuver 
(3 通りあるが R-bar が一番正確)
ランデブー・ピッチ・マヌーバ 
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略語 英名称 和名称 
RSA 
 

Russian Space Agency ロシア航空宇宙局（旧名）（注：RSA は、1999 年 5 月に Russian 
Aviation and Space Agency に改組。その後 2004 年 3 月に FSA に改名） 

RSP Resupply Stowage Platforms  補給品保管プラットフォーム 
RSR Resupply Stowage Racks  補給品保管ラック 
RSS Rotating Service Structure  回転式整備構造物(KSC) 
RSU Remote Sensor Unit  リモートセンサ装置 
RT Remote Terminal  遠隔操作端末 
RTAS Rocketdyne Truss Attachment System ﾛｹｯﾄﾀﾞｲﾝ社ﾄﾗｽ結合ｼｽﾃﾑ 
RTF Return to Flight  (シャトルの)飛行再開 
RVCO Rack Volume Closeout  空のﾗｯｸ部を覆う布製ｶﾊﾞｰ 
RWS Robotic Workstation  ﾛﾎﾞﾃｨｸｽ･ﾜｰｸｽﾃｰｼｮﾝ 
SABB Solar Array Blanket Box  太陽電池ブランケット収納箱 
SAFER Simplified Aid For EVA Rescue  EVA 時のｾﾙﾌﾚｽｷｭｰ推進装置 
SARJ Solar Alpha Rotary Joint  太陽電池パドル回転機構 
SASA S-band Antenna Structural Assembly  S バンドアンテナ構体 
SAW Solar Array Wing  太陽電池ウイング 
SCU Signal Control Unit  信号制御ユニット 
SENIN System Element Investigation and Integration 

Officer 
センニン（「きぼう」管制チーム）

SFA Small Fine Arm 「きぼう」のロボットアームの子

アーム 
SLDs Subject Load Devices  (TVIS の)クルー拘束装置 
SLF Shuttle Landing Facility  シャトル着陸施設 
SLM Sound Level Meter 騒音測定装置 
SLP SpaceLab Logistics Pallet (または、Spacelab Pallet) スペースラブ･パレット 
SLP-D1 Spacelab Pallet-Deployable1 取外し可能型スペースラブパレ

ット 1 
SM Service Module  ズヴェズダ(ｻｰﾋﾞｽ･ﾓｼﾞｭｰﾙ) 
SMDP Service Module Debris Panel  ズヴェズダのデブリ防御パネル 
SMS Shuttle Mission Simulator  ｼｬﾄﾙ･ﾐｯｼｮﾝ･ｼﾐｭﾚｰﾀ 
SODF System Operations Data File  (ISS の)システム運用手順書 
SOP Secondary Oxygen Pack  (宇宙服の)予備酸素パック 
SORR Stage Operations Readiness Review  
SOV Shutoff Valve  遮断弁 
SPADA Secondary Power Distribution Assemblies 二次電力分配装置 
SPACEHAB-SM SPACEHAB-Single Module ｽﾍﾟｰｽﾊﾌﾞ･ｼﾝｸﾞﾙﾓｼﾞｭｰﾙ 
SPDA Secondary Power Distribution Assemblies  二次電力分配装置 
SPDM Special Purpose Dexterous Manipulator (MSS)「デクスター」 
SPDU Station Power Distribution Unit  ステーション電力分配装置 
SRB Solid Rocket Booster 固体ロケットブースタ 
SRCA System on/off Remote Control Assembly Switch 

Remote Control Assembly 
(ISS 内の)照明スイッチ 

SRMS Shuttle Remote Manipulator System  ｼｬﾄﾙのﾛﾎﾞｯﾄｱｰﾑ(ﾏﾆﾋﾟｭﾚｰﾀ) 
SSAS Segment-to-Segment Attach System ﾄﾗｽ･ｾｸﾞﾒﾝﾄ結合システム 
SSCC Space Station Control Center  宇宙ｽﾃｰｼｮﾝ管制ｾﾝﾀｰ 
SSIPC Space Station Integration and Promotion Center  宇宙ｽﾃｰｼｮﾝ総合推進ｾﾝﾀｰ(TKSC)
SSME Space Shuttle Main Engine  ｽﾍﾟｰｽｼｬﾄﾙ･ﾒｲﾝ･ｴﾝｼﾞﾝ 
SSPCB Space Station Program Control Board  宇宙ｽﾃｰｼｮﾝﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ管理会議 
SSPTS Station – Shuttle Power Transfer System  「スピッツ」（ISS/シャトル電力

供給システム） 
SSRMS Space Station Remote Manipulator System ISS のロボットアーム 
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略語 英名称 和名称 
SSSR Space-to-Space Station Radio  
SSU Sequential Shunt Unit  ｼｰｹﾝｼｬﾙ･ｼｬﾝﾄ･ﾕﾆｯﾄ 
SSV S-band Sequential Still Video  S バンド静止画ビデオ 
STA Shuttle Training Aircraft  シャトル着陸訓練機 
STA-54 STA-54 アブレータ（溶融材） 
STB Soft Trash Bag  トラッシュバッグ(STB/KBO) 
STBD starboard 右舷 
STDN Space Flight Tracking and Data Network  ｽﾍﾟｰｽﾌﾗｲﾄ追跡及びﾃﾞｰﾀ･ﾈｯﾄﾜｰｸ 
STS Space Transportation System  宇宙輸送ｼｽﾃﾑ(ｽﾍﾟｰｽ･ｼｬﾄﾙ) 
SWC Solid Waste Container  （ISS）汚物容器(SWC/KTO) 
SWC Sidewall Carrier  シャトル側壁の輸送キャリア 
TAL Trans-Atlantic Abort Landing  大西洋を横断しての飛行中断 
TCDT Terminal Count down Demonstration Test  最終ｶｳﾝﾄﾀﾞｳﾝ･ﾃﾞﾓﾝｽﾄﾚｰｼｮﾝ試験 
TCP/IP Transmission Control Protocol/Internet Protocol  
TCS Thermal Control System  熱制御系 
TDRS Tracking and Data Relay Satellite  追跡データ中継衛星(NASA) 
TDRSS Tracking and Data Relay Satellite System  追跡データ中継衛星ｼｽﾃﾑ 
TeSS Temporary Sleep Station  (Lab 内の)クルーの個室 
TFR Translational Foot Restraint (CETA ｶｰﾄ)移動用ﾌｯﾄ･ﾚｽﾄﾚｲﾝﾄ 
THC Translational Hand Controller  並進用ハンドコントローラー 
THCS Temperature and Humidity Control System  温湿度制御システム 
Ti Terminal Phase Initiation  最終フェーズ開始 
TIG Time of Ignition  (軌道離脱)噴射の開始時刻 
TKSC Tsukuba Space Center  筑波宇宙センター 
TPS Thermal Protection System (STS)熱防護システム 
T-RAD Tile Repair Ablator Dispenser タイル修理用耐熱材充填装置 
TRAD Tools for Rendezvous and Docking  (STS)ﾗﾝﾃﾞﾌﾞｰ/ﾄﾞｯｷﾝｸﾞ用ﾂｰﾙ 
TRK Tile Repair Kit  タイル修復キット 
TRRJ Thermal Radiator Rotary Joint  放熱ラジエータ回転機構 
TVIS Treadmill Vibration Isolation System  振動分離機構付きﾄﾚｯﾄﾞﾐﾙ 
UCC Unpressurized Cargo Carrier  曝露カーゴキャリア 
UF Utilization Flight  (ISS の)利用フライト 
UIA Umbilical Interface Assembly (AL)ｱﾝﾋﾞﾘｶﾙ･ｲﾝﾀﾌｪｰｽ･ｱｾﾝﾌﾞﾘ 
UIP Utility Interface Panel  (ﾗｯｸ)ﾕｰﾃｨﾘﾃｨ･ｲﾝﾀﾌｪｰｽ･ﾊﾟﾈﾙ 
ULC Unpressurized Logistics Carrier  曝露機器輸送キャリア 
ULC-ND ULC-Non-deployable  曝露機器輸送キャリア(固定式) 
ULF Utilization and Logistics Flight  (ISS の)利用補給フライト 
UOP Utility Outlet Panel  (ISS の)電力通信ｺﾈｸﾀｰ･ﾊﾟﾈﾙ 
U.S. LAB United States Laboratory Module  米国実験ﾓｼﾞｭｰﾙ「ﾃﾞｽﾃｨﾆｰ」 
VAB Vehicle Assembly Building  シャトル組立棟 
V-Bar Velocity Vector  速度ベクトル 
VIU Video Interface Unit ﾋﾞﾃﾞｵ･ｲﾝﾀﾌｪｰｽ･ﾕﾆｯﾄ 
VLA Video Luminaire Assembly  (ETVCG)ビデオ照明装置 
VOK Vestibule Outfitting Kit  ベスチビュール部艤装キット 
VOS Variable Oxygen System  
VOX Voice Operated Transmission (ATU) 
VRA Vent Relief Assembly  ベント･リリーフ･アセンブリ 
VRCS Vernier Reaction Control System (STS)バーニア･スラスター 
VRCV Vent Relief Control Valve  ﾍﾞﾝﾄ･ﾘﾘｰﾌ制御バルブ 
VRIV Vent Relief Isolation Valve ﾍﾞﾝﾄ･ﾘﾘｰﾌ遮断バルブ 
VSBP Video Baseband Signal Processor  
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略語 英名称 和名称 
VSC Video Signal Converter  ビデオ信号変換器 
VSU Video Switch Unit ビデオ･スイッチ･ユニット 
VSW Video Switch ビデオ･スイッチ 
WETA WVS External Transceiver Assembly  ワイヤレスビデオ送信機 
WIS Wireless Instrumentation System ワイヤレス測定システム 
WLE Wing Leading Edge  (オービタの)翼前縁 
WLES Wing Leading Edge System  (オービタの)翼前縁システム 
WLEIDS Wing Leading Edge Impact Detection System  翼前縁衝突検知システム 
WORF Window Observational Research Facility  窓を使用した観測研究用設備 
WS Work Site  (MT の)作業場所 
WS Rack Workstation Rack ワークステーションラック 
WSM Window Shutter mechanism 窓のシャッター機構 
XPDR Transponder  中継器 
YPR  Yaw, Pitch, Roll ヨー、ロール、ピッチ 
ZOE Zone of Exclusion  不可視域 
zenith  天頂 
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付録 2 STS-123 軌道上作業タイムライン略語集 
 
各宇宙飛行士の軌道上での作業は、NASA が作成するタイムラインによって

事前に決められています。このタイムラインは、打上げ後も毎日、翌日分が変

更され、軌道上クルーに配布されています。このタイムラインを含むパッケー

ジは Execute Package（エグゼキュート・パッケージ）と呼ばれています。 
このExecute Packageは、以下のNASA公開ホームページから入手できます。 
http://www.nasa.gov/mission_page/shuttle/news/index.html 
下図にサマリタイムラインの簡単な見方と、次頁以降に STS-123 軌道上作業

での代表的な略語をご紹介します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

軌道の昼/夜を示す 

ISS 長期滞在クルー

の作業スケジュール 

シャトルクルーの 
作業スケジュール 

MET(ミッション経

過 時 間 ) 打 上 げ を

0/00（日/時間とする）

土井宇宙飛行士

のスケジュール 
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タイムライン上の略語 名称 実施する作業

1J STOW PREP 1J Stow Preparation 1Jミッションに備えた保管作業

10.2 DEPRESS 10.2 psi(pound square inch) depress 船内を10.2psi(約2/3気圧)まで減圧する

14.7 REPR 14.7 psi repress 船内を14.7psi(約1気圧)まで与圧する

APPROACH T/L Approach Time Line (ISSへの接近タイムラインを参照のことという意味)

CABIN STOW Cabin stow 帰還前に行う船室内の収納、片づけ

CBM 1ST STG CBM (Common Berthing Mechanism) first stage 共通結合機構(CBM)の結合の第一段階

CBM 2ND  STG/A-BOLTS CBM (Common Berthing Mechanism) second
stage/ABOLT(Acquire Bolt commnad) 共通結合機構(CBM)の結合の第二段階／ボルト締め開始コマンド

CDM Carbon Dioxide Monitor 二酸化炭素モニタ装置(CDM)

CDM BATT CH OUT CDM battery checkout CDMのバッテリの確認

CDR Commander コマンダー(船長)

CREW CONF Crew News Conference クルーの軌道上共同記者会見

CREW PHOTO Crew Photo クルー全員での写真撮影

CWC TERM CWC termination CWCへの注水の終了

CWC XFER CWC(Contengency Water Container) Transfer 水を貯蔵・運搬する容器(バッグ)の移送

D/O BRIEF Deorbit briefing 軌道離脱前の手順確認

DAY/NIGHT Day/Night 昼／夜

DEORBIT PREP Deorbit preparation 軌道離脱の準備

EGRS Egress エアロックから船外へ出る

EPS1 FRONT STOW RMVL EPS(Elecrtrical Power Supply)1 rack front stowage removal 電力系(EPS)ラック1の前面の保管物の取り外し

ETPHOTO ET(External Tank) Photo 外部燃料タンクの写真撮影

EVA PROC RVW EVA(Extravehicular Activity) Procedure Review 船外活動の手順確認

EXERCISE Exercise 運動

FAN fan 空気循環ファン

FARE WELL Fare well お別れ

FCS C/O FCS(Flight Control System) check out 飛行制御システムの点検

FLYAROUND Fly around ISSから分離した後、ISSの周りを回りながらカメラでISSの外観撮影を
行う運用

HARD PANEL ASSY Hard Panel Assey ハードパネル・アセンブリ

HARD PANEL RETRIEVE Hard Panel Retrieval ハードパネルの設定

INGRS Ingress 船外から船内へ入る、または、シャトルからISSへの入室

INSTL install 取り付け

ISS RNDZ OPS ISS Rendezvous Operation ランデブ運用

JAXA PAO JAXA PAO(Publich Affair Office) Event JAXAの広報イベント

JLP CK Japanese Experiment Module(JEM) Logistic Module-Pressurized
Section(JLP) Check 「きぼう」船内保管室の点検

JLP GRPL JLP Grapple 船内保管室をシャトルのRMS(SMRS)で把持

JLP INGRESS JLP Ingress 船内保管室への入室

JLP INSP JLP Inspection 船内保管室内点検

STS-123軌道上作業タイムライン略語集
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タイムライン上の略語 名称 実施する作業

JLP INSTL JLP Install 船内保管室のISSへの取り付け

JLP UNBRTH JLP Unberth SRMSによる船内保管室のシャトルのペイロードベイからの取り出し

JLP UNGRP JLP Ungrapple SRMSによる船内保管室の把持を開放する

JLP VEST OUTFIT 1 JLP Vestibule Outfitting 1 船内保管室の連結部の艤装

JLP VEST OUTFIT 2 JLP Vestibule Outfitting 2 船内保管室の連結部の艤装

JUMPR & CVR RTRVL Jumper cable and Cover retrieval ジャンパケーブルとカバーの回収

LIMP limp ロボットアームをLIMPモード(RMSの関節を自由に動けるようにした状
態)にする

LL RMVL Launch Lock removal 打ち上げ時の固定機構の取り外し

MCIU Manipulation Control Interface Unit マニピュレータ制御インタフェース装置(MCIU)のフィルタの点検

MEAL Meal 昼食

MKAM S/U1 MKAM(Minimum Keep Active Monitor) set up 1 MKAMの設置1

MRLN MERLIN(Microgravity Experiment Reserch Locker Incubator)
MRLN PHOTO MERLIN photo MERLINの写真撮影

MS MS(Mission Specialist) ミッション･スペシャリスト

NOSE CAP SRVY Nose Cap Survey センサ付き検査用延長ブーム(OBSS)によるノーズキャップの損傷点検

NPRV&ELPS CK OUT NPRV(Negaitive Pressure Relief Valve) and ELPS(Emergency
Lighting Power System) checkout 負圧リリーフ弁(NPRV)と、非常用照明電力システム(ELPS)の点検

OBSS BERTH OBSS(Orbiter Boom Sensor System) Berth OBSSのシャトルのペイロードベイへの格納

OBSS RLS OBSS(Orbiter Boom Sensor System) release OBSSの把持を解放

OBSS UNBERTH OBSS(Orbiter Boom Sensor System) Unberth OBSSのペイロードベイからの取り出し

OBSS UNBRTH SRVY OBSS(Orbiter Boom Sensor System) Unberth servey
OFF DUTY Off Duty 自由時間

P/TV03 S/U Photo/TV03 Setup 写真／TV撮影03のセットアップ

P/TV03 UNDOCK Photo/TV03 Undocking Documentation 写真／TV撮影03によるISS分離の写真撮影

P/TV05　S/U Photo/TV05 Setup 写真／TV撮影05のセットアップ

P/TV06 Photo/TV06 写真／TV撮影06

P/TV07 EVA S/U Photo/TV07 EVA Setup 写真／TV撮影07による船外活動撮影

P/TV07 OPS Photo/TV07 Operation 写真／TV撮影07

P/TV07 S/U Photo/TV07 Setup 写真／TV撮影07の機材のセットアップ

PAO EVENT PAO(Publich Affair Office) event NASA広報イベント

PFC OCA PFC(Private Family Conference) 家族とのプライベートな交信(プライベートな内容のため非公開)

PGSC SETUP -STS PGSC(Payload and General Support Computer) System Setup シャトルのラップトップコンピュータのセットアップ

PLT Pilot パイロット

PORT WING SRVY Port Wing Survey OBSSによる左舷側翼前縁の損傷点検

POST INSERTION Post insertion 軌道投入後作業

POST RNDZ PGSC CNFG Post Rendezvous PGSC(Payload and General Support Computer)
Configuration ドッキング後のラップトップコンピュータの設定

POST SLEEP Post sleep 起床後作業(洗面、朝食、作業確認等)

PPRV CAPS PPRV(Positive Pressure Relief Valve) Caps 正圧リリーフ弁(PPRV)のキャップ作業

PRE SLEEP Pre sleep 睡眠前作業(夕食、地上との交信、自由時間等)

PRLA PRLA(Payload Retention Latch Actuator) ペイロード保持固定アクチュエータ

RACK FRONT STOW RMVL Rack front stow removal ラック前面の保管バックの取り外し

RACK KBAR Rack K-BAR(Knee Brace Assembly Replacement) ラックの打ち上げ時の固定機構を軌道上用のK-BAR金具と交換する作業
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タイムライン上の略語 名称 実施する作業

RCMBNT SEAT S/U Recumbent seat set up 仰向けに横たわる座席(ISS滞在クルーの帰還時用座席)の設置

RIGX RIGEX(Rigidizable Inflatable Get-Away-Special Experiment) RIGEX実験装置

RK DMS1 ROT/RCNFG DMS(Data Management System)1 rack rotation/reconfigyuration データ管理システム(DMS)ラック1を倒しての設定変更

RK EPS1 ROT/RCNFG EPS(Elecrtrical Power Supply)1 rack rotation/reconfigyuration 電力系(EPS)ラック1を倒しての設定変更

RK ICS ROT/RCNFG ICS(Inter-orbit Communication System) rack
rotation/reconfigyuration 衛星間通信システム(ICS)ラックを倒しての設定変更

RK ISPR A2 ROT/RCNFG ISPR(International Standard Payload Rack) A2 rack
rotation/reconfigyuration

国際標準ペイロードラック(ISPR) A2(SAIBOラック)を倒しての設定変
更

RK ISPR A3 ROT/RCNFG ISPR(International Standard Payload Rack) A3 rack
rotation/reconfigyuration

国際標準ペイロードラック(ISPR) A3(RYUTAIラック)を倒しての設定変
更

RK JEMRMS ROT/RCNFG JEMRMS rack rotation/reconfigyuration JEMRMSラックを倒しての設定変更

RK JRSR ROT/RCNFG JRSR(JEM Resupply Stowage Rack) rack rotation/reconfigyuration JEM保管ラックを倒しての設定変更

RK WS ROT/RCNFG WS(Workstation) rack rotation/reconfigyuration ワークステーションラックを倒しての設定変更

RMS RMS(Remote Manipulator System) ロボットアーム

RMS C/O RMS(Remote Manipulator System) Check Out SRMS(Shuttle Remote Manipulator System)の点検

RMS CLNUP RMS(Remote Manipulator System) clean up RMSに関する片づけ

RMS MNVR RMS(Remote Manipulator System)  Manuever SRMS操作

RMS PLB SURVEY RMS(Remote Manipulator System)  Payloadbay Survey SRMSによるシャトルのペイロードベイ(貨物室)の点検

RMS PWRDN RMS(Remote Manipulator System)  Power Down SRMSの電源切

RMS PWRUP RMS(Remote Manipulator System)  Power Up シャトルのロボットアーム(SRMS)の電源投入

RNDZ TOOLS C/O Rendezvous Tools Check Out ランデブ/ドッキング機器の点検

RTRV JTVE BOOM Retrieve JVTE(JEM TV Camera Electronics) Boom JEMのTVカメラ設置用ブームの取り出し

SFTY BRF Safety briefing ISS入室時の安全説明

SLEEP Sleep 睡眠

SLT ASSY MON1 INST SLT(System Laptop Terminal) Assembly Monitor 1 install ワークステーションラックへのモニタ1の設置

SPDM ARM INSTALL SPDM(Special Purpose Dexterous Manipulator) arm install SPDM「デクスター」への腕の設置

SSPTS APCU ACT Station Shuttle Power Transfer System APCU Activation ISS/シャトル電力供給システムの電力変換ﾕﾆｯﾄの起動

STBD WING SRVY Starboard Wing Survey OBSSによる右舷側翼前縁の損傷点検

TDRS E TDRS(Tracking and Data Relay Satellite) East 追跡・データ中継衛星 East(アメリカの東側をカバー)

TDRS W TDRS(Tracking and Data Relay Satellite) West 追跡・データ中継衛星 West(アメリカの西側をカバー)

UNGRP Ungrapple RMSによる把持の開放

XFER BRIEF Transfer Briefing 物資の運搬作業に関する地上との打ち合わせ

XFER OPS Transfer Operations シャトルとISS間の物資の移送
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付録 3 スペースシャトル概要 

3.1 スペースシャトルの概要 
3.1.1 概要 

スペースシャトルは、世界初の再利用可能な宇宙機です。 
スペースシャトルの初号機であるコロンビア号は、1981年4月12日に、2人の宇宙飛

行士を乗せて打ち上げられ3日間の飛行を行いました。 
その11年後には、日本人として初めて毛利宇宙飛行士がエンデバー号で飛行しまし

た。 
1981年の初飛行以来、26年間で121回打ち上げられてきたスペースシャトルは、毎

年少しずつ改良が行われて、信頼性・安全性の向上、打上げ・運用費用の削減、機能

向上のための改善が図られ、また3年に1回または8回の飛行毎にオーバーホールも実

施され、老朽化によるトラブルが生じないように点検・改修が行われています。 
 
不幸なことに、チャレンジャー号（STS51-L：1986年1月）とコロンビア号

（STS-107：2003年2月）事故で、14名の尊い命と2機のスペースシャトルを失いま

したが、シャトルの設計上の問題点や、100%安全な乗り物ではないことが明らかに

なり、これにより一層入念な安全対策が実施されるようになりました。2回の事故で

失われた尊い犠牲を無駄にすることなく、事故を繰り返すたびに事故前よりも格段に

安全性を向上させて飛行再開を果たしています。 
スペースシャトルは2010年に退役する予定です。その後継機として、NASAでは、

Ares打上げロケットとOrion有人宇宙機の開発と製造が進められています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
スペースシャトル後継機（Ares I打上げロケット／Orion有人宇宙機）の

開発試験 
 
NASAのコンステレーション・プログラムでは、現在Ares I / Ares V打

上げロケット（Ares Launch Vehicle I, V））およびOrion有人宇宙機の

開発を進めています。 
今後、Ares 打上げロケットとOrion 有人宇宙機の実運用に向けて、6 回

の開発飛行試験と5回の検証飛行試験（Validation Flight Test）※が計画

されています。 
 
※Orion宇宙機の無人／有人検証飛行試験を含む 
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外部燃料タンク（ET) 

固体ロケットブースタ

（SRB) 

スペースシャトルシステム 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

スペースシャトルの全体図 

 
 

全長 56.1ｍ 
スペースシャトルシステム 

翼幅 23.8ｍ 
長さ 47.0ｍ 

外部燃料タンク（ET） 
直径 8.4ｍ 
長さ 45.5ｍ 
直径 3.7ｍ 固体ロケットブースタ

（SRB） 
推力 1,495トン（1本につき） 
長さ 37.2ｍ 
翼幅 23.8ｍ 

着陸時の高さ 17.3ｍ 
ペイロードベイの

長さ 18.3ｍ 
オービタ 

主エンジン推力 534トン（３基合計） 
 

ETとSRBの 
取付部 
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オービタには、与圧された操縦席と居住部、荷物を搭載する貨物室、人工衛星等の

放出・回収やISSの組立等に使われるロボットアーム（Remote Manipulator System: 
RMS）、打上げ時の軌道投入・軌道離脱噴射に使われる軌道制御用（Orbital 
Maneuvering System: OMS）エンジン、姿勢制御や小さな軌道制御を行うための

RCS（Reaction Control System）スラスタ（小型のロケットエンジン）、打上げ時の

み使用されるメインエンジン（Space Shuttle Main Engine: SSME） 等が装備され

ています。 
 

 

オービタの全体図 

 

後方RCS

T-0ｱﾝﾋﾞﾘｶﾙﾊﾟﾈﾙ

ラダー/スピードブレーキ

SSME

OMSエンジン

OMS/RCSポッド

ボディフラップ

エレボン

ペイロードベイ・ドア・ラッチ部（代表例）RMS

ラジエター展開ラッチ部（代表例）

前方RCS

サイド・ハッチ

展開式ラジエター・パネル

ペイロードベイ

ペイロードベイ・ドア

RCCパネル 
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3.1.2 NASAケネディ宇宙センターの射場システム概要 
 

NASAケネディ宇宙センター（Kennedy Space Center : KSC）は、シャト

ルの打上げ・着陸が行われる他にもシャトルの機体整備作業などが行われます。 
シャトル･オービタの着陸から次の打上げまでの準備期間は約3～4ケ月程

度です。オービタ整備棟（Orbiter Processing Facility：OPF）で耐熱タイル

のチェック及び損傷箇所の交換、メインエンジンの交換・整備、搭載物の取り

外しと次回飛行する搭載物等の搭載、各システムの点検・修理等の様々な作業

が行われます。 
整備の終わったオービタは、この後、スペースシャトル組立棟（Vehicle 

Assembly Building：VAB）に運ばれ、固体ロケットブースタ（Solid Rocket 
Booster：SRB）、外部燃料タンク（External Tank：ET）、及びオービタとの

結合作業が行われます。その後、シャトルは射点に運ばれ、搭載物の積み込み、

及び最終整備・点検を受けた後、打ち上げられます。 
 

NASAケネディ宇宙センター（KSC）施設配置図 

シャトル着陸施設（SLF) 

シャトル組立棟（VAB) 射点 39B

射点 39A

O&C ビルディング

宇宙ステーション

 整備施設（SSPF)

打上管制センター（LCC) 

オービタ整備施設（OPF)KSC ビジター･コンプレックス 
（民間施設) 

ケープカナベラル空軍基地（CCAS) 
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NASA ケネディ宇宙センター（KSC）主要施設の概要 

分類 主要設備 設備の機能 備考 
オ ー ビ タ 整 備 施 設

（OPF） 
 

オービタの整備・点検 
水平状態でのペイロードの搭載 

OPFはシャトル用

に建設。 
機体整備 
／組立 

シャトル組立棟（VAB） オービタ、外部燃料タンク、 
固体ロケットブースタの結合 
 

39番射点（LC-39） 垂直状態でのペイロードの搭載。

最終整備、打上げ 
打上げ 

打 上 げ 管 制 セ ン タ ー

（LCC） 
射場作業管制 
打上げ管制 

 
 
VAB，LCC，LC-39
はアポロ計画時に

使用したものを改

修して使用。 

着陸 シャトル着陸施設（SLF） シャトルの着陸  
  注：LCC： Launch Control Center  
    LC-39： Launch Complex-39  
 

 
オービタ整備施設（OPF）に格納されるシャトル･オービタ 

 

 
シャトル組立棟（VAB） 
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VAB 内で組み立てられるシャトル 

（左写真：オービタの吊り上げ、右写真：SRB/ETへのオービタの取り付け） 
 
 

 

クローラー・トランスポーターによる射点への移動 

ｸﾛｰﾗｰ･ﾄﾗﾝｽﾎﾟｰﾀｰ

移動式発射ﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑ

（MLP) 
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39 番射点の概観 (1/2) 

 

 

 
39番射点の概観 (2/2) （(1/2)の反対側より写した写真） 
（射点での緊急時には、緊急脱出用スライドバスケットでここまで脱出し、 
そばの待避壕内に待機している装甲車でさらに遠くへ逃げる。） 

 

 

固定型整備構造物

(FSS) 

移動式発射ﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑ

(MLP) 

回転式整備構造物

(RSS) 

ｸﾛｰﾗｰ･ﾄﾗﾝｽﾎﾟｰﾀｰ 
(移動を終え帰還中) 
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3.2 ISS からスペースシャトルへの電力供給装置「スピッツ」 
（Station-Shuttle Power Transfer System： SSPTS） 

 
ISS／シャトル電力供給装置（Station-Shuttle Power Transfer System: 

SSPTS（スピッツ））は、スペースシャトルが ISS にドッキングしている間、ISS
の太陽電池パネル(Solar Array Wing: SAW)で発電した電力をスペースシャト

ル側に供給するための装置です。スペースシャトル改良プロジェクトの一環と

して、NASA と米国ボーイング社が共同で開発しました。 
ドッキング中、ISS から最大 8kW の電力供給を受けることにより、 ISS と

のドッキング期間を延長できるようになりました。これにより、組立作業や、ISS
での実験 運用を強化できるようになりました。 
従来は、シャトルの燃料電池で使う酸素と水素の量に制限があったため、8 日

間しかシャトルは ISSにドッキングできませんでしたが、SSPTSの装備により、

ドッキング期間を 3～4 日間延長でき、最大 12 日間まで延ばせるようになりま

した。 
SSPTS の ISS 側への装備は、2007 年 2 月に実施された ISS 第 15 次長期滞

在クルーによる 3 回のステージ EVA（ISS 長期滞在クルーによって行われる ISS
の船外活動）で行われました。SSPTS は STS-118 ミッション（2007 年 8 月）

でスペースシャトル「エンデバー号」に初装備され、実際に運用されました。

SSPTS は、エンデバー号とディスカバリー号（STS-120 で飛行）には装備され

ていますが、早期退役が予定されているアトランティス号には装備されていま

せん。 
 

 
SSPTS の電力系統概要 

 
 

 
カーゴベイの下に新たに装備された 2 基の PTU（Power Transfer Unit） 
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付録 4 スペースシャトルの安全対策 
 
コロンビア号事故以降、NASA はシャトルの安全性を向上させるため様々な

対策を立てています。以下に現在の状況を示します。 
なお、本資料では以下の図の①～③の対応を紹介します。全体像については

STS-114 プレスキットの 5 章を参照下さい。 
 

 

図 4-1 シャトルの安全性向上のための流れ 
 
 
4.1 外部燃料タンク 
打上げ時に発生した外部燃料タンク（ET）からの断熱材剥離等のトラブルを

受けて、NASA は、STS-114 ミッション以降、スペースシャトルの ET に以下

のような改良を実施してきました。 
注：4.1 項(1),(2)は、図 4-1 の①に相当する改善です。 

 
（1）PALランプの除去 

STS-114 ミッションで、打上げから 2 分 7 秒後（固体ロケットブースタ分離

から約 2 秒後）に、ET の液体水素タンクの PAL（Protuberance Airload）ラン

プ（配管周辺の整流用の傾斜部）の断熱材（約 400g）が剥離して脱落したこと

が確認されました。オービタの翼には衝突しなかったものの、STS-114 で改良

したはずの ET から予想以上の大きさの断熱材が脱落したことを受けて、再発防

止策が取られるまで次のシャトルの打上げは停止されることとなりました。 
 

STS-114 で当初使用する予定であったタンク（ET-120）を工場に戻して点検

した結果、PAL ランプに複数個のクラックが見つかりました。このクラックは

断熱材内部まで達する深いものであり、PAL ランプの断熱材の古い吹きつけ箇

所だけでなく新たに改修した箇所からも見つかりました。 

①断熱材落下防止 

⑤修理実施 ⑥ISSへの緊急避難 

②打上時の状態監視 

③軌道上熱防護システム点検

④判断 

修理不要 

搭乗員帰還 



STS-123 プレスキット 

付録4-2 

原因は極低温の推進剤を射点で 2 回充填する試験を実施したため、この時の

熱サイクルで発生したと結論づけられました。 
このトラブルを受け、NASA は PAL ランプを全て除去することとしました。

ただし、PAL ランプが無い場合は、上昇時にケーブルトレイとタンクの加圧用

配管に加わる空力負荷が増大する可能性があるため、その影響を確認するため

の数値流体解析と風洞実験が実施され、その結果を基に解析・評価が行われま

した。その結果、PAL ランプなしでもこれらが問題ない範囲であることが確認

されました。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

PAL ランプ除去後の ET 
 

液体水素タンク 
PALランプ→排除 

ice/frostランプ（合計34個）

→改良中 

液体酸素タンク 
PALランプ→排除 



STS-123 プレスキット 

付録4-3 

（2）Ice/frostランプの改良 
Ice/frost ランプは、ET の液体酸素タンクと液体水素タンクをガスで加圧する

ための 2 本の細い配管を支えるブラケット部に、打上げ前に氷や霜が付着する

のを防ぐために断熱材で覆ったもので、全部で 34 個付いています。付着した氷

が上昇中に落下すると断熱材の落下以上に危ないものとなります。 
この ice/frost ランプは断熱材の剥離の可能性が指摘されていたことから、

STS-114 以降、形状の変更が検討されました。新しいものでは断熱材の量を減

らすためにランプの角度が少し鈍くされました。これを使って風洞試験が行わ

れましたが、試験の結果は、従来の形状より悪化する事例もあったため、この

暫定的な改良は中止され、より根本的な設計変更を行うことになりました。 
STS-124 ミッション用の ET（ET-128）からは、ice/frost 部の固定用の金具

を熱伝導性の低いチタン製に変更することでランプ部の断熱材そのものを減ら

す新しい設計が採用される予定です。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ice/frost ランプ（従来の設計）
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（3）推進剤枯渇センサ（ECOセンサ）の問題への対処 
ECO（Engine Cut Off）センサは、ET の推進剤の枯渇を検知するために使わ

れています。ET の液体酸素タンク・液体水素タンクの底部にそれぞれ 4 つ設置

されています。 
ECO センサは打上げ後推進剤が残り少なくなる上昇の後半段階で動作可能な

状態にされ、以降、推進剤の有無を示すデータを送信します。推進剤が残って

いれば「wet」、なくなれば「dry」となりますが、センサの故障による誤作動を

防ぐため最初の「dry」は他のセンサからのデータが届くまでは無視されます。 
通常、推進剤は少し多めに搭載されているので、エンジン停止のほうが早く

行われ、推進剤が枯渇することはありませんが、エンジンに問題が発生して予

定よりも長く燃焼を続ける場合や、推進剤の漏れが発生する事例では ECO セン

サからの情報をもとにエンジンを安全に停止します。 
しかし、この安全装置がこのところ誤動作して打ち上げ延期につながるケー

スが増えています。 
STS-114, 115 では液体水素側の ECO センサ 1 基の動作異常により打上げが

延期されました。また STS-122 では、液体水素 ECO センサ 2 基(2 回目は 1 基)
の動作異常により、打上げが 2 回延期されました。これを受けて、STS-122 で

は大がかりなトラブルシューティングが行われました。その結果、このトラブ

ルは ECO センサの異常ではなく、配線の接触不良である事が確認されたため、

液体水素タンクの貫通コネクタを交換して、新しいコネクタにピンをハンダ付

けすることにより、極低温環境下でも接触不良を起こさないようにしました。  
STS-122 の打上げ時には全てのセンサが正常に動作したため、以後の ET に

も同様の改良が実施される事になり、この問題は解決しました。 
 

 
ET の液体水素側 ECO センサの設置場所 

 

A
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（4）外部燃料タンク（ET）への燃料充填タイムラインの変更 
STS-118 ミッションでは、外部燃料タンク（ET）に付着した氷が上昇時に剥

離する可能性が問題となりました。ET への燃料充填後、打上げまでの間に ET
とオービタ間の配管上に氷が形成して、それが上昇時のクリティカルな期間に

ET から剥がれ落ちてシャトルのオービタに衝突する危険があることから、ET
への燃料充填のタイムラインの検討・見直しがされました。 
飛行再開フライト（STS-114）以降、燃料充填後 30 分間の点検を加えること

で、安全確認を徹底するようにしていましたが、これによって氷の形成の可能

性が高まったのではないかという疑問が生じたのです。 
STS-120 ミッションでは、燃料充填をこれまでより 30 分早め、燃料充填以降

の点検手順を 30 分短縮して行うことで、（ホールド中の）約 1 時間の時間の短

縮が可能となりました。 
  

 



STS-123 プレスキット 

付録4-6 

 
4.2 センサ付き検査用延長ブーム（Orbiter Boom Sensor System: 
OBSS） 

注：4.2 項は、図 4-1 の③に相当する改善です。 
 
センサ付き検査用延長ブーム（OBSS）は、軌道上でスペースシャトルの強化

炭素複合材（Reinforced Carbon Carbon: RCC）パネルの破損箇所を詳細に点

検するために開発されました。 
 
スペースシャトル「コロンビア号」の事故を受けて、NASA は以後の全ての

スペースシャトルにロボットアームの搭載を義務づけることになりましたが、

スペースシャトルのロボットアーム（SRMS）だけでは届く範囲が一部に限られ

ます。このため、新たに OBSS が開発されました。OBSS は SRMS を基に開発

されましたが、関節はないため曲げることは出来ません。 
 

OBSSは全長約15m、全重量約379kgのブームで、先端にはTVカメラ（ITVC）、

高解像度のデジタルカメラ(IDC）と 2 基のレーザセンサ（LCS、LDRI）が装備

されています。このカメラおよびセンサで破損箇所を詳細に点検します。OBSS
は SRMS で把持した状態で使用され、点検は最大で毎分約 4m の速度で行われ

ます。取得したデータは地上へ送られて解析されます。 
STS-121 からは飛行 2 日目の上昇時の損傷確認だけでなく、ISS から分離し

た後に、軌道上デブリによって損傷がなかったかどうかを確認する後期点検も

行うことになりました。 

 
OBSS 諸元 
長さ： 約 15m 
直径： 約 32cm 
重量： 約 379kg 
TV カメラ： ITVC（Integrated TV Camera） 
レーザセンサ： LDRI（Laser Dynamics Range Imager）、LCS（Laser  

Camera System） 
デジタルカメラ： IDC（Integrated Sensor Inspection System Digital Camera） 

OBSS 

ロボットアーム 
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4.3 打上げ・上昇時の状態監視 
注：4.3 項は、図 4-1 の②に相当する改善です。 
 
コロンビア事故を受けて、打上げ・上昇過程を監視するための地上設備の改

善、スペースシャトルミッションの安全性を確保するためのさまざまな静止画

と動画の取得能力や最適なカメラ位置、また夜間の撮影能力の向上等の改善が

行われました。 
現在のスペースシャトルミッションでは、以下の打上げ・上昇時の状態監視

が通常の手順となっています。  
 
① 地上の短距離・中距離・長距離用追尾カメラによる打上げ・上昇時の監視 
② 地上及び艦船に搭載したレーダによる打上げ・上昇時の監視 
③ ET 取付けカメラからのリアルタイムの映像による上昇・SRB 分離・ET

分離時の監視 
④ SRB 取付けカメラ（各 SRB に 3 台ずつ、計 6 台）の映像による確認（SRB

カメラの映像は、SRB 回収後に再生して確認） 
⑤ ET 分離後の高解像度画像のダウンリンク 

機体のアンビリカルカメラを改修し、ET 分離後の画像を軌道上からダウ

ンリンクできるようにしました。これらの画像の地上へのダウンリンクは、

軌道投入後に、クルーによって行われます。 
⑥ 手持ちのデジタルカメラとビデオカメラを使った、クルーによる ET の撮

影とダウンリンク。 
⑦ 翼前縁の RCC パネルの背面に設置された衝突センサからのデータをダウ

ンリンクして異常の有無を確認 
 
 
 
【地上のレーダ・地上の長距離用追尾カメラによる監視】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

固体ロケットブースタ(SRB)回収船に

搭載されたレーダ 

長距離用追尾カメラ 
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【ET 取付けカメラおよび SRB 取付けカメラによるリアルタイム映像と静止画

像データによる確認】 
 
 

 
ET搭載カメラ、SRBカメラによるデブリ落下状況の撮影 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ET取付けカメラ 

SRB取付け 
カメラ(計6台) 

SRBカメラ

SRBカメラ 

クルーが手持ち

カメラで分離後

のETを撮影 

オービタ搭載カメラで

分離後のETを撮影 
STS-123ではこのオービタ搭

載カメラにフラッシュを装備

し、初使用します 
A

 
打上げ時のETフラッシュ撮影

コラム 4-3 

 
 
STS-123 では、分離後の ET を撮影するためのオービタ搭載カメラにフラッシ

ュを装備して、初めて実際に使用します。STS-123 は夜間打上げになりますが、

このフラッシュを使用する事により、分離後の ET の状態（断熱材の剥離など）

が分かるような写真が撮れると期待されています。このフラッシュは、2 秒間

隔で作動します。この様子は ET 取付けカメラからのリアルタイム映像として

NASA TV でも中継される予定です。 

A
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4.4 ランデブ・ピッチ・マヌーバ（R-bar Pitch Maneuver: RPM） 
 
注：4.4 項は、図 4-1 の③に相当する改善です。 
ランデブ・ピッチ・マヌーバ（R-bar Pitch Maneuver: RPM）は、スペース

シャトルが ISS へドッキングする前に、ISS 側からスペースシャトルの機体の

熱防護システム（Thermal Protection System: TPS）を撮影して、タイルや RCC
パネルに損傷がないかを確認するための運用です。  

 
スペースシャトルの ISS とのランデブー／ドッキングは、通常、飛行 3 日目

に実施されます。ドッキングの約 2 時間半前、スペースシャトルは ISS の後方

約 15km の位置に達したところで最終接近フェーズを開始するスラスタ噴射を

行います。ドッキングの約 1 時間前、ISS の下方約 800m の地点に達したとこ

ろで、コマンダーが手動操縦に切り替えます。ISS の下方約 180m まで接近し

た所で、シャトルを縦方向に 360 度回転させる操作を行います。 
ISS 滞在クルーが手持ちのデジタルカメラと 400mm/800mm の望遠レンズで

ズヴェズダの窓からシャトルの熱防護システムの撮影を行います。 
 
コロンビア号事故調査委員会（CAIB）の勧告を受けて、STS-114 ミッション

以降、全ての ISS フライトで行われることになりました。 
 
 
 

 
 
 
 
 
4.2～4.4項で示した検査の結果は直ちに地上で解析され、必要であれば OBSS

を使った詳細検査がドッキング期間中に行われます。これらのデータを評価す

るために、地上では毎日マネージャの会議が実施され、問題が無い事を確認し

ていきます。 
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付録5 参考データ 
  
5.1 ISSにおけるEVA履歴 
表5.1-1 に国際宇宙ステーション（ISS）組立て・保全に関する船外活動（EVA）の

履歴を示します。米露以外の国籍では、これまでにカナダ人3名、フランス人1名、ドイ

ツ人2名、スウェーデン人1名、および日本人1名が船外活動を実施しています。  
A

 

表5.1-1 ISS組立てに関するEVA履歴（1/6)     2008年2月末現在 

 ミッション 年月日 作業時間 EVAクルー ｴｱﾛｯｸ 備考 
ジェリー･ロス 1 1998.12.07 7H21m 
ジム･ニューマン 

2 1998.12.09 7H02m 同上 

3 

STS-88 
（2A） 

1998.12.12 6H59m 同上 

STS シャトル通算42回目のEVA。 
初の ISS 組立 EVA：ザーリャとユ

ニティの結合作業。 

タミー・ジャーニガン＊ 4 STS-96 
（2A.1） 

1999.05.29
   ～05.30

7H55m 
ダン･バリー 

STS EVAクレーンの設置。 

ジェームス･ヴォス 5 STS-101 
（2A.2a） 

2000.05.21
   ～05.22

6H44m 
ジェフリー・ウイリアムズ 

STS EVAクレーンの組立。 

エドワード･ルー 6 STS-106 
（2A.2b） 

2000.09.10
   ～09.11

6H14m 
ユーリ・マレンチェンコ 

STS ズヴェズダとザーリャ間の配線接

続など。 
リロイ･チャオ 7 2000.10.15 6H28m 
ウイリアム・マッカーサー 
ピーター･ワイゾフ 8 2000.10.16 7H07m 
マイケル・ロペズ－アレグリア

リロイ･チャオ 9 2000.10.17 6H37m 
ウイリアム・マッカーサー 
ピーター･ワイゾフ 10 

STS-92 
（3A） 

2000.10.18 6H56m 
マイケル・ロペズ－アレグリア

STS Z1トラスとPMA-2の艤装作業な

ど。 

ジョー･タナー 11 2000.12.03 7H34m 
カルロス･ノリエガ 

12 2000.12.05 6H37m 同上 

13 

STS-97 
（4A） 

2000.12.07
 

5H10m 同上 

STS P6トラスの結合、艤装作業など。

トム･ジョーンズ 14 2001.02.10 7H34m 
ボブ･カービーム 

15 2001.02.12 6H50m 同上 

16 

STS-98 
（5A） 

2001.02.14 5H25m 同上 

STS デスティニーの艤装作業など。 

ジェームス･ヴォス 17 2001.03.10
～03.11

8H56m 
スーザン･ヘルムズ＊ 
アンディ･トーマス 18 

STS-102 
（5A.1） 

2001.03.12 6H21m 
ポール･リチャーズ 

STS
 

デスティニーの艤装、ESP-1の設置

など。 
8H56mは、最長のEVA記録。 

クリス・ハドフィールド 19 2001.04.22 7H10m 
スコット・パラジンスキー 

20 

STS-100 
（6A） 

2001.04.24 7H40m 同上 

STS SSRMSの展開、UHFアンテナの設

置など。 
クリス・ハドフィールドは、カナダ

人初のEVAを実施。 
ユーリ･ウサチエフ 21 ISS 2-1 2001.06.08    19m 

ジェームス･ヴォス 

SM ズヴェズダの一部を減圧しての船

内EVA。Orlan宇宙服使用。 
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表5.1-1 ISS組立てに関するEVA履歴（2/6） 
 ﾐｯｼｮﾝ 年月日 作 業 時

間 
EVAクルー ｴｱﾛｯｸ 備考 

マイケル・ガーンハ－ト 22 2001.07.14 
～07.15 

5H59m 
ジェイムズ・ライリー 

23 2001.07.17 
～07.18 

6H29m 同上 

STS クエストの取り付け、艤装作業など。

24 

STS-104 
（7A） 

2001.07.20 
～07.21 

4H02m 同上 ｸｴｽﾄ クエストを初使用。 

ダニエル･バリー 25 2001.08.16 6H16m 
パトリック・フォレスター 

26 

STS-105 
（7A.1） 

2001.08.18 5H29m 同上 

STS 初期アンモニア充填装置（EAS）の

設置、米国の材料曝露実験装置

（MISSE）の設置など。 

ウラディミール・ジェジューロフ27 ISS 3-1 2001.10.08 4H58m 
ミハイル・チューリン 

DC-1 「ピアース」（DC-1）初使用。DC-1
の艤装。 

ウラディミール・ジェジューロフ28 ISS 3-2 2001.10.15 5H58m 

ミハイル・チューリン 

DC-1 NASDA の 材 料 曝 露 実 験 装 置

（MPAC&SEED）を設置。DC-1の
艤装。 

ウラディミール・ジェジューロフ29 ISS 3-3 2001.11.12 5H04m 
ミハイル・チューリン 

DC-1 DC-1の艤装。 

ウラディミール・ジェジューロフ30 ISS 3-4 2001.12.03 2H46m 
ミハイル・チューリン 

DC-1 5P分離時に残していった異物（Oリ

ング）を除去（予定外のEVA）。 

リンダ･ゴドウイン＊ 31 STS-108 
（UF-1） 

2001.12.10 4H11m 
ダニエル・タニ 

STS P6トラスのBGA（ベータ・ジンバ

ル・アセンブリ）への断熱カバーの

設置。 
ユーリー・オヌフリエンコ 32 ISS 4-1 2002.01.14 6H03m 
カール・ウオルツ 

DC-1 ロシアのEVAクレーンの移設。アマ

チュア無線（ARISS）アンテナの設

置。 
ユーリー・オヌフリエンコ 33 ISS 4-2 2002.01.25 5H59m 
ダニエル･バーシュ 

DC-1 ズヴェズダのスラスタガスの汚染防

止機器の設置。 
カール･ウオルツ 34 ISS 4-3 2002.02.20 5H47m 
ダニエル･バーシュ 

ｸｴｽﾄ 8AのEVAに備えた作業。クエストの

機能確認。 

スティーブン・スミス 35 2002.04.11 7H48m 
レックス・ワルハイム 
ジェリー・ロス 36 2002.04.13 7H30m 
リー・モーリン 
スティーブン・スミス 37 2002.04.14 6H27m 
レックス・ワルハイム 

ジェリー・ロス 38 

STS-110 
（8A） 

2002.04.16 6H37m 
リー・モーリン 

ｸｴｽﾄ S0 トラスの取り付け、モビル･トラ

ンスポーター（MT）の艤装作業など。

ジェリー・ロスは、通算 9 回の EVA
で、合計 58H18m の EVA 作業時間

を記録（米国記録）。 

フランクリン・チャンーディアズ39 2002.06.09 7H14m 
フィリップ・ペリン 

40 2002.06.11 5H00m 同上 

41 

STS-111 
（UF-2） 

2002.06.13 7H17m 同上 

ｸｴｽﾄ モビル･ベース･システム（MBS）の

取り付け。 
SSRMS「カナダアーム2」の手首ロ

ール関節の交換修理。 
フィリップ・ペリンはフランス人 

ワレリー･コルズン 42 ISS 5-1 2002.08.16 4H25m 

ペギー・ウィットソン＊ 

DC-1 ズヴェズダのデブリ防御パネルの設

置。    ＊印は女性宇宙飛行士 

ワレリー･コルズン 43 ISS 5-2 2002.08.26 5H21m 

セルゲイ・トレシエフ 

DC-1 NASDA の 材 料 曝 露 実 験 装 置

MPAC&SEEDのパネル1枚を回収。

注：エアロック欄のSTSはシャトルのエアロックを使用。ｸｴｽﾄは、米国製のジョイント･エアロック

「クエスト」を使用。DC-1は、ロシアの「ピアース」を使用（Orlan宇宙服を使用）。 
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表5.1-1 ISS組立てに関するEVA履歴（3/6） 
 ミッション 年月日 作業時間 EVAクルー ｴｱﾛｯｸ 備考 

デビッド・ウオルフ 44 2002.10.10 7H01m 
ピアース・セラーズ 

45 2002.10.12 6H04m 同上 

46 

STS-112 
（9A） 

2002.10.14 6H36m 同上 

ｸｴｽﾄ S1トラスの艤装、外部TVカメラの設

置、アンモニア配管の機能改修器具

（SPD）の設置など。 

マイケル・ロペズ－アレグリア 47 2002.11.26 6H45m 
ジョン･ヘリントン 

48 2002.11.28 6H10m 同上 

49 

STS-113 
（11A） 

2002.11.30 7H00m 同上 

ｸｴｽﾄ P1トラスの艤装、SPDの設置、UHF
アンテナの展開など。 

ケネス・バウアーソックス
50 ISS 6-1 2003.01.15 

 
6H51m 

ドナルド・ペティ 

ｸｴｽﾄ P1トラスの艤装、ラジエータの展開な

ど。（医学上の問題により、EVAクルー

がブダーリンからペティに交代され

た。） 
51 ISS 6-2 2003.04.08 6H26m 同上 ｸｴｽﾄ コロンビア号事故の影響でISS滞在ク

ルーが2名になる前に修理作業等を実

施 

アレクサンダー・カレリ 52 ISS 8-1 2004.02.26 3H55m 

マイケル・フォール 

DC-1 宇宙服の冷却トラブルにより途中で作

業を中止した。JAXAのMPAC & 
SEEDパネルを1枚回収。 

ゲナディ・パダルカ 53 ISS 9-1 2004.06.24 0H14m 
マイケル・フィンク 

DC-1 宇宙服の酸素供給のトラブラルで作業

しないまますぐに帰還した。 

54 ISS 9-2 2004.06.30 5H40m 同上 DC-1 故障したS0トラスのRPCMを交換し、

CMG-2への電力供給を復活させた。

（6/24のEVAの再実施） 

55 ISS 9-3 2004.08.03 4H30m 同上 DC-1 ESAの欧州補給機（ATV）とのドッキ

ングに備えてズヴェズダ後部へ各種機

器を設置した。 
56 ISS 9-4 2004.09.03 5H21m 同上 DC-1 ザーリャのポンプパネルの交換、ATV

アンテナの設置など。 
リロイ・チャオ 57 ISS 10-1 2005.01.26 5H28m 

サリザーン・シャリポフ 
DC-1 ズヴェズダへのドイツの小型ロボット

実験装置の設置など。 
58 ISS 10-2 2005.03.28 4H30m 同上 DC-1 ESAのATVとのドッキングに備えたア

ンテナの設置（3回目の作業）。 
野口 聡一 59 

 
2005.07.30 6H50m 

スティーブン・ロビンソン

60 2005.08.01 7H14m 同上 

61 

STS-114 
（LF-1） 

2005.08.03 6H01m 同上 

STS 軌道上でのシャトルの熱防護システム

の修理試験、故障したCMGの交換修

理、ESP-2の取り付け、MISSE-1,2の
回収と、MISSE-5の設置など。 

セルゲイ・クリカレフ 62 ISS 11-1 2005.08.18 
 

4H58m 

ジョン・フィリップス 

DC-1 ロシアの材料曝露実験装置の回収、

JAXAのMPAC & SEEDパネルをズヴ

ェズダから回収、マトリョーシカの回

収、TVカメラの設置 
ウィリアム・マッカーサー63 ISS 12-1 2005.11.07 5H22m 

バレリー・トカレフ 

ｸｴｽﾄ P6トラス頂部のFPPの取り外し、投

棄、MTの故障したRPCMの交換修理

ウィリアム・マッカーサー64 ISS 12-2 2006.02.03 5H43m 

バレリー・トカレフ 

DC-1 スーツサット放出、モービルトランス

ポータ（MT）の非常用ケーブルカッタ

ーへの安全ボルト取り付け、FGBに設

置されていたロシアのStrelaクレーン

用のアダプターをPMA-3に移設など 

A
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表5.1-1 ISS組立てに関するEVA履歴（4/6） 
 ミッション 年月日 作業時間 EVAクルー ｴｱﾛｯｸ 備考 

パベル・ビノグラドフ 
 

65 ISS 13-1 2006.06.01 
 

6H31m 

ジェフリー・ウィリアムズ

DC-1 エレクトロン（酸素発生装置）の水素

排気口の設置、クロムカの回収、ピア

ース外壁に設置されていたBiorisk実
験装置の回収、モービルベースシステ

ム（MBS）のカメラの交換など 
ピアース・セラーズ 66 2006.07.08 7H31m 

マイケル・フォッサム 

ｸｴｽﾄ TUS（Trailing Umbilical System）リ

ールアセンブリの交換準備、センサ付

き検査用延長ブーム（OBSS）の足場

安定性試験 
ピアース・セラーズ 67 2006.07.10 6H47m 
マイケル・フォッサム 

ｸｴｽﾄ ポ ン プ モ ジ ュ ー ル の 保 管 、 TUS
（Trailing Umbilical System）リール

アセンブリの交換 
ピアース・セラーズ 68 

STS-121 
（ULF1.1） 

2006.07.12 7H11m 

マイケル・フォッサム 

ｸｴｽﾄ 強化炭素複合材（RCC）修理方法の検

証、赤外線ビデオカメラの性能試験な

ど 

ジェフリー・ウィリアムズ69 ISS 13-2 2006.08.03 5H54m 

トーマス・ライター 

ｸｴｽﾄ 浮動電位測定装置（FPMU）、材料曝露

実験装置（MISSE-3,4）の設置、 
ラジエータ回転用モータのコントロー

ラ（RJMC）の設置など 
ジョセフ・タナー 70 2006.09.12 6H26m 

ハイディマリー・ステファニ

ション・パイパー＊ 

ｸｴｽﾄ P1トラスに結合されたP3/P4トラスを

起動するための準備 

ダニエル・バーバンク 71 2006.09.19 7H11m 
スティーブン・マクリーン

ｸｴｽﾄ 太陽電池パドル回転機構（SARJ）の起

動準備 

ジョセフ・タナー 72 

STS-115 
（12A） 

2006.09.15 6H42m 

ハイディマリー・ステファニ

ション・パイパー＊ 

ｸｴｽﾄ P4太陽電池パドル熱制御システム

（PVTCS）のラジエータの展開準備、

Sバンド通信機器の交換、P3/P4トラス

の整備作業など 

ミハイル・チューリン 73 ISS 14-1 2006.11.22 5H38m 

マイケル・ロペズ－アレグリア 

DC-1 プログレス補給船のトラブルを起こし

た自動ドッキング～アンテナ格納の試

行と撮影、欧州補給機（ATV）ドッキ

ング用アンテナの移設、ゴルフボール

の打ち出しなど 
ロバート・カービーム 74 2006.12.12 6H36m 

クリスター・フューゲルサング 

ｸｴｽﾄ P4トラスへのP5トラスの結合、P5ト
ラスの把持部の移設、外部TVカメラ

（ External TV Camera Group: 
ETVCG）の交換 

ロバート・カービーム 75 2006.12.14 5H00m 

クリスター・フューゲルサング 

ｸｴｽﾄ ISSの電力系統の切換、CETAカートの

移設 

ロバート・カービーム 76 2006.12.16 7H31m 

スニータ・ウィリアムズ＊

ｸｴｽﾄ ISSの電力系統の切換、PMA-3（与圧

結合アダプタ3）へのサービスモジュー

ル・デブリ・パネル（Service Module 
Debris Panel: SMDP）の仮設置など 

ロバート・カービーム 77 

STS-116 
（12A.1） 

2006.12.18 6H38m 

クリスター・フューゲルサング 

ｸｴｽﾄ 収納に失敗したP6トラスの左舷側の

太陽電池ﾊﾟﾄﾞﾙ（SAW）の収納作業（追

加EVA） 

A

付録5-4 
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表5.1-1 ISS組立てに関するEVA履歴（5/6） 
 ミッション 年月日 作業時間 EVAクルー ｴｱﾛｯｸ 備考 

マイケル・ロペズーアレグリア 78 ISS 14-2 2007.01.31 7H55m 

スニータ・ウィリアムズ＊

ｸｴｽﾄ 冷却システムのA系配管の切替え、P6
トラス右舷側の初期外部能動熱制御シ

ステム（EEATCS）ラジエータの収納、

ISSからSSPTSスペースシャトルへの

電力供給装置（SSPTS）のケーブル敷

設作業#1など 
マイケル・ロペズ－アレグリア 79 ISS 14-3 2007.02.04 7H11m 

スニータ・ウィリアムズ＊

ｸｴｽﾄ 冷却システムのB系配管の切替え、P6
トラス後方の初期外部能動熱制御シス

テム（EEATCS）ラジエータの収納、

SSPTSケーブルの敷設作業#2など 

マイケル・ロペズ－アレグリア 80 ISS 14-4 2007.02.08 6H40m 

スニータ・ウィリアムズ＊

ｸｴｽﾄ P3トラスの断熱カバーの取り外しと

投棄、P3トラスの曝露機器結合システ

ム（UCCAS）の展開、SSPTSケーブ

ルの敷設作業#3など 
 

ミハイル・チューリン 81 ISS 14-5 2007.02.22 6H18m 

マイケル・ロペズ－アレグリア 

DC1 プログレス補給船のトラブルを起こし

た自動ドッキング～アンテナを切断し

て格納、外部機器の写真撮影と点検 

フョードル・ユールチキン82 ISS 15-1 2007.05.30 5H25m 
オレッグ・コトフ 

DC1 サービスモジュール・デブリ・パネル

（SMDP）の設置、欧州補給機（ATV）

ドッキング用アンテナの配線引き直し

フョードル・ユールチキン83 ISS 15-2 2007.06.06 5H37m 

オレッグ・コトフ 

DC1 ピアースへのBiorisk実験装置の設置、

ザーリャ外壁へのイーサネットケーブ

ルの敷設、サービスモジュール・デブ

リ・パネル（SMDP）の設置（続き）

ジェームズ・ライリー 84 2007.06.11 6H15m 
ジョン・オリバース 

ｸｴｽﾄ S3/S4トラスの取付け、S4トラスの太

陽電池パドル（SAW）の展開準備 
パトリック・フォレスター85 2007.06.13 7H16m 
スティーブン・スワンソン

ｸｴｽﾄ P6トラスの右舷側の太陽電池パドル

（SAW）の収納、太陽電池パドル回転

機構（SARJ）の起動準備 
ジェームズ・ライリー 86 2007.06.15 7H58m 

ジョン・オリバース 

ｸｴｽﾄ シャトルの軌道制御システム（OMS）
ポッドのめくれた耐熱ブランケットの

修理、酸素生成システム（OGS）のバ

ルブ設置、P6トラスの右舷側の太陽電

池パドル（SAW）の収納 
パトリック・フォレスター87 

STS-117 
（13A） 

2007.06.17 6H29m 
スティーブン・スワンソン

ｸｴｽﾄ 太陽電池パドル回転機構（SARJ）の起

動準備、S3トラスのレール上の障害物

を取り除く作業、LANケーブルの敷設

クレイトン・アンダーソン88 ISS 15-3 2007.07.23 7H41m 

フョードル・ユールチキン

ｸｴｽﾄ 初期アンモニア充填装置（EAS）の投

棄、ビデオ支柱支持アセンブリ

（VSSA）固定装置（FSE）の投棄な

ど 
リチャード・マストラキオ89 2007.08.11 6H17m 
ダフィッド・ウィリアムズ

ｸｴｽﾄ S5トラスの取付け、P6トラス前方の初

期外部能動熱制御システム（EEATCS）
ラジエータの収納 

リチャード・マストラキオ90 2007.08.13 6H28m 
ダフィッド・ウィリアムズ

ｸｴｽﾄ 故障したコントロール・モーメント・

ジ ャ イ ロ （ Control Moment 
Gyroscopes: CMG-3）の交換 

リチャード・マストラキオ91 2007.08.15 5H28m 
クレイトン・アンダーソン

ｸｴｽﾄ Sバンド通信システムのアップグレー

ド、CETA（Crew and Equipment 
Translation Aid）カートの移設 

ダフィッド・ウィリアムズ92 

STS-118 
（13A.1） 

2007.08.18 5H02m 

クレイトン・アンダーソン

ｸｴｽﾄ センサ付き検査用延長ブーム（Orbiter 
Boom Sensor System: OBSS）の固定

機構の設置、外部ワイヤレス計測シス

テ ム （ External Wireless 
Instrumentation System: EWIS）ア

ンテナの設置など 

A

付録5-5 
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付録5-6 

表5.1-1 ISS組立てに関するEVA履歴（6/6） 
 ミッション 年月日 作業時間 EVAクルー ｴｱﾛｯｸ 備考 

スコット・パラジンスキー93 2007.10.26 6H14m 

ダグラス・ウィーロック 

ｸｴｽﾄ Sバンドアンテナの回収、貨物室からの

「ハーモニー」（第2結合部）の取外し

準備、P6トラスの移設準備 
 

スコット・パラジンスキー94 2007.10.28 6H33m 

ダニエル・タニ 

ｸｴｽﾄ P6トラスの移設準備、右舷の太陽電池

パドル回転機構（Solar Alpha Rotary 
Joint: SARJ）の点検、「ハーモニー」

（第2結合部）外部の艤装 
スコット・パラジンスキー95 2007.10.30 7H08m 

ダグラス・ウィーロック 

ｸｴｽﾄ P6トラスのP5トラスへの取付け、メイ

ンバス切替ユニット（ Main Bus 
Switching Unit: MBSU）の船外保管

プ ラ ッ ト フ ォ ー ム 2 （ External 
Stowage Platform: ESP-2）への取付

けなど 
スコット・パラジンスキー96 

STS-120 
（10A） 

2007.11.03 7H19m 

ダグラス・ウィーロック 

ｸｴｽﾄ 展開時に破損してしまったP6トラス

の太陽電池パドル（Solar Array Wing: 
SAW）の緊急修理（T-RADの実証試験

をキャンセルして修理を実施） 
 

ペギー・ウィットソン＊ 97 ISS 16-1 2007.11.09 6H55m 

ユーリ・マレンチェンコ 

ｸｴｽﾄ 与圧結合アダプタ 2 （ Pressurized 
Mating Adapter: PMA-2）の移設準備

 

ペギー・ウィットソン＊ 98 ISS 16-2 2007.11.20 7H16m 

ダニエル・タニ 

ｸｴｽﾄ 「ハーモニー」（第2結合部）外部の整

備 
 

ペギー・ウィットソン＊ 99 ISS 16-3 2007.11.24 7H04m 

ダニエル・タニ 

ｸｴｽﾄ 「ハーモニー」（第2結合部）外部の整

備、故障した右舷の太陽電池パドル回

転機構（Solar Alpha Rotary Joint: 
SARJ）の点検 

ペギー・ウィットソン＊ 100 ISS 16-4 2007.12.18 6H56m 

ダニエル・タニ 

ｸｴｽﾄ 右舷側SARJの点検 

ペギー・ウィットソン＊ 101 ISS 16-5 2008.1.30 7H10m 

ダニエル・タニ 

ｸｴｽﾄ S4トラスの故障したマスト回転機構

（BMRRM）の交換、右舷側SARJの
点検 

レックス・ウォルハイム 102 2008.02.11 7H58m 

スタンリー・ラブ 

ｸｴｽﾄ コロンバスのペイロードベイからの取

外し準備、コロンバス外部への電力・

通信インタフェース付グラップル・フ

ィクスチャ（Power and Data Grapple 
Fixture: PDGF）の取付け 

レックス・ウォルハイム 103 2008.02.13 6H45m 

ハンス・シュリーゲル 

ｸｴｽﾄ P1トラスのNTA(窒素ガスタンク)の交

換 

レックス・ウォルハイム 104 

STS-122 
(1E) 

2008.02.15 7H25m 

スタンリー・ラブ 

ｸｴｽﾄ コ ロ ン バ ス へ の 太 陽 観 測 装 置

（SOLAR）と欧州技術曝露実験装置

（EuTEF）の取付け、故障したCMG
の回収 

A

注： エアロック欄のSTSはシャトルのエアロックを使用。ｸｴｽﾄは、米国製のジョイント･エアロック「ク

エスト」を使用。DC-1は、ロシアの「ピアース」を使用（Orlan宇宙服を使用）。 
52～58回目のEVAは、ISS滞在クルーが2名のみであったため、EVA中はISS内は無人状態であった。 
＊印は女性宇宙飛行士、時刻は米国時間 
なお、以下のJAXAホームページでもISSでのEVA情報を提供しています。 
http://iss.jaxa.jp/iss/assemble/doc04.html 
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5.2 スペースシャトルの打上げ実績（STS-1～STS-122まで） 
2008年2月末現在 

（1／17） 
ﾐｯｼｮﾝ 

（号数） 
打上げ 
年 月 日 

着  陸

年 月 日 
宇宙飛行士 ｵｰﾋﾞﾀ名 飛行時間 

（日/時:
分） 

備     考 

STS-1 
（1） 

1981. 4.12 1981. 4 .14 ｼﾞｮﾝ･ﾔﾝｸﾞ（C） 
ﾛﾊﾞｰﾄ･ｸﾘｯﾍﾟﾝ（P） 

ｺﾛﾝﾋﾞｱ 02/06:21 ｼｬﾄﾙ初飛行。 
（試験飛行） 

STS-2 
（2） 

1981.11.12 1981.11.14 ｼﾞｮｰ･ｴﾝｸﾞﾙ（C） 
ﾘﾁｬｰﾄﾞ･ﾄﾙｰﾘｰ（P） 

ｺﾛﾝﾋﾞｱ 02/06:13 ﾛﾎﾞｯﾄｱｰﾑのﾃｽﾄ等 
（試験飛行） 

STS-3 
（3） 

1982. 3.22 1982. 3.30 ｼﾞｬｯｸ･ﾗｳｽﾏ（C） 
ｺﾞｰﾄﾞﾝ･ﾌﾗｰﾄﾝ（P） 

ｺﾛﾝﾋﾞｱ 08/00:05 （試験飛行） 

STS-4 
（4） 

1982. 6.27 1982. 7. 4 ﾄｰﾏｽ･ﾏｯﾃｨﾝｸﾞﾘｰ（C） 
ﾍﾝﾘｰ･.ﾊｰﾂﾌｨｰﾙﾄﾞ（P） 

ｺﾛﾝﾋﾞｱ 07/01:10 初の軍事ﾐｯｼｮﾝ。 
（試験飛行） 

STS-5 
（5） 

1982.11.11 1982.11.16 ﾊﾞﾝｽ･ﾌﾞﾗﾝﾄﾞ（C） 
ﾛﾊﾞｰﾄ･ｵｰﾊﾞｰﾏｲﾔ（P） 
ｼﾞｮｾﾌ･ｱﾚﾝ （MS） 
ｳｨﾘｱﾑ･ﾚﾉｱ （MS） 

ｺﾛﾝﾋﾞｱ 05/02:14 初の実用飛行。 
人工衛星SBS-3とｱﾆｸC-3
を打上げ。 

STS-6 
（6） 
 

1983. 4. 4 1983. 4. 9 ﾎﾟｰﾙ･ﾜｲﾂ（C） 
ｶﾛﾙ･ﾎﾞﾌﾞｺ（P） 
ﾄﾞﾅﾙﾄﾞ･ﾋﾟｰﾀｰｿﾝ（MS） 
ｽﾄｰﾘｰ･ﾏｽｸﾞﾚｲﾌﾞ（MS） 

ﾁｬﾚﾝｼﾞｬｰ 05/00:23 ﾁｬﾚﾝｼﾞｬｰ号初飛行。 
TDRS-A（追跡ﾃﾞｰﾀ中継衛

星）。 
ｼｬﾄﾙ初のEVA。 

STS-7 
（7） 

1983. 6.18 1983. 6.24 ﾛﾊﾞｰﾄ･ｸﾘｯﾍﾟﾝ（C） 
ﾌﾚﾃﾞﾘｯｸ･ﾎｰｸ（P） 
ｼﾞｮﾝ･ﾌｴﾋﾞｱﾝ（MS） 
ｻﾘｰ･ﾗｲﾄﾞ * （MS） 
ﾉｰﾏﾝ･ｻｶﾞｰﾄﾞ（MS） 

ﾁｬﾚﾝｼﾞｬｰ 06/02:24 米国初の女性宇宙飛行士

（ｻﾘｰ･ﾗｲﾄﾞ）。 
ｱﾆｸC-2/ﾊﾟﾗﾊﾟB-1衛星を打

上げ。SPAS衛星を放出 /
回収。 

STS-8 
（8） 

1983. 8.30 1983. 9. 5 ﾘﾁｬｰﾄﾞ･ﾄﾙｰﾘｰ（C） 
ﾀﾞﾆｴﾙ･ﾌﾞﾗﾝﾃﾞﾝｽﾀｲﾝ（P） 
ﾃﾞｰﾙ･ｶﾞｰﾄﾞﾅｰ （MS） 
ｷﾞｵﾝ･ﾌﾞﾙﾌｫｰﾄﾞ（MS） 
ｳｲﾘｱﾑ･ｿｰﾝﾄﾝ（MS） 

ﾁｬﾚﾝｼﾞｬｰ 06/01:07 初の夜間打上げ /夜間着

陸。 
人工雪実験（朝日新聞社後

援）。 

STS-9 
（9） 

1983.11.28 1983.12. 8 ｼﾞｮﾝ･ﾔﾝｸﾞ（C） 
ﾌﾞﾙｰｽﾀｰ･ｼｮｳ Jr.（P） 
ｵｰｴﾝ･ｷﾞｬﾘｵｯﾄ（MS） 
ﾛﾊﾞｰﾄ･ﾊﾟｰｶｰ（MS） 
ﾊﾞｲﾛﾝ･ﾘﾋﾃﾝﾍﾞﾙｸ（PS） 
ｳﾙﾌ･ﾒﾙﾎﾞﾙﾄ（PS ESA） 

ｺﾛﾝﾋﾞｱ 10/07:47 初のｽﾍﾟｰｽﾗﾌﾞﾐｯｼｮﾝ。 
SEPAC（日本のｵｰﾛﾗ実験）

を実施。 
初のﾍﾟｲﾛｰﾄﾞｽﾍﾟｼｬﾘｽﾄ。ﾒﾙ

ﾎﾞﾙﾄは、初の欧州宇宙飛行

士。 
ﾔﾝｸﾞは宇宙飛行回数最多

記録（6回）。 
STS41-B 
（10） 

1984. 2. 3 1984. 2.11 ﾊﾞﾝｽ･ﾌﾞﾗﾝﾄﾞ（C） 
ﾛﾊﾞｰﾄ･ｷﾞﾌﾞｿﾝ（P） 
ﾌﾞﾙｰｽ･ﾏｯｶﾝﾄﾞﾚｽ（MS） 
ﾛﾅﾙﾄﾞ･ﾏｸﾈｱ（MS） 
ﾛﾊﾞｰﾄ･ｽﾁｭﾜｰﾄ（MS） 

ﾁｬﾚﾝｼﾞｬｰ 07/23:17 ｳｴｽﾀｰ6/ﾊﾟﾗﾊﾟB-2衛星を打

上げ。 
命綱無しでの宇宙遊泳に

初成功。 
KSCに初着陸。 

STS41-C 
（11） 

1984. 4. 6 1984. 4.13 ﾛﾊﾞｰﾄ･ｸﾘｯﾍﾟﾝ（C） 
ﾌﾗﾝｼｽ･ｽｺﾋﾞｰ（P） 
ｼﾞｮｰｼﾞ･ﾈﾙｿﾝ（MS） 
ｼﾞｪｰﾑｽﾞ･ﾌｧﾝ･ﾎﾌﾃﾝ（MS）
ﾃﾘｰ･ﾊｰﾄ （MS） 

ﾁｬﾚﾝｼﾞｬｰ 06/23:40 初 の 軌 道 上 衛 星 修 理

（SMM衛星）。 
LDEF（長期曝露衛星）の

放出（1990年1月打上げの

STS-32で回収）。 
STS41-D 
（12） 

1984. 8.30 1984. 9. 5 ﾍﾝﾘｰ･ﾊｰﾂﾌｨｰﾙﾄﾞ（C） 
ﾏｲｹﾙ･ｺｰﾂ（P） 
ｼﾞｭﾃﾞｨｽ･ﾚｽﾞﾆｸ* （MS） 
ｽﾃｨｰﾌﾞﾝ･ﾎｰﾚｲ（MS） 
ﾘﾁｬｰﾄﾞ･ﾐｭﾚｲﾝ（MS） 
ﾁｬｰﾙｽﾞ･ｳｫｰｶｰ（PS）  

ﾃﾞｨｽｶﾊﾞﾘｰ 06/00:56 ﾃﾞｨｽｶﾊﾞﾘｰ初飛行。 
OSAT-1太陽電池ﾊﾟﾄﾞﾙ展

開実験。 
3衛星を放出。 
初の民間ﾍﾟｲﾛｰﾄﾞｽﾍﾟｼｬﾘｽﾄ 
（ｳｵｰｶｰ）。 

（注：日時は米国時間） 

付録5-7 
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（2／17） 
ﾐｯｼｮﾝ 

（号数） 
打上げ 
年 月 日 

着    陸
年 月 日 

宇宙飛行士 ｵｰﾋﾞﾀ名 飛行時間 
（日/時:
分） 

備     考 

STS41-G 
（13） 

1984.10.5 1984.10.13 ﾛﾊﾞｰﾄ･ｸﾘｯﾍﾟﾝ（C） 
ｼﾞｮﾝ･ﾏｸﾌﾞﾗｲﾄｰﾄﾞ（P） 
ｷｬｻﾘﾝ･ｻﾘﾊﾞﾝ*（MS） 
ｻﾘｰ･ﾗｲﾄﾞ*（MS） 
ﾃﾞｨﾋﾞｯﾄﾞ･ﾘｰﾂﾏ（MS） 
ﾏｰｸ･ｶﾞﾙﾉｰ（PS ｶﾅﾀﾞ） 
ﾎﾟｰﾙ･ｽｶﾘｰﾊﾟﾜｰ（PS ｵｰｽﾄﾗﾘｱ）

ﾁｬﾚﾝｼﾞｬｰ 08/05:23 ERBS（地球熱放射測定衛

星）放出。 
SIR-B（合成開口ﾚｰﾀﾞｰ） 
米国女性初の宇宙遊泳（ｻﾘ

ﾊﾞﾝ）。 
ﾏｰｸ･ｶﾞﾙﾉｰは、ｶﾅﾀﾞ初の宇宙

飛行士。 
STS51-A 
（14） 

1984.11.8 1984.11.16 ﾌﾚﾃﾞﾘｯｸ･ﾎｰｸ（C） 
ﾃﾞﾋﾞｯﾄﾞ･ｳｫｰｶｰ（P） 
ｱﾝﾅ･ﾌｨｯｼｬｰ*（MS） 
ﾃﾞｰﾙ･ｶﾞｰﾄﾞﾅｰ（MS） 
ｼﾞｮｾﾌ･ｱﾚﾝ （MS） 

ﾃﾞｨｽｶﾊﾞﾘｰ 07/23:45 2衛星を放出した後、別の衛

星（ﾊﾟﾗﾊﾟB-2 / ｳｴｽﾀｰVI）
を回収し、地球へ持ち帰っ

た。（初の衛星回収。） 

STS51-C 
（15） 

1985.1.24 1985.1.27 ﾄｰﾏｽ･ﾏｯﾃｨﾝｸﾞﾘｰ（C） 
ﾛｰﾚﾝ･ｼｭﾗｲﾊﾞｰ（P） 
ｴﾘｿﾝ･ｵﾆﾂﾞｶ（MS） 
ｼﾞｪｰﾑｽﾞ･ﾊﾞｸﾘ（MS） 
ｹﾞｰﾘｰ･ﾍﾟｲﾄﾝ（PS） 

ﾃﾞｨｽｶﾊﾞﾘｰ 03/01:33 軍事ﾐｯｼｮﾝ。 
ｵﾆﾂﾞｶ氏は日系3世。 
ﾍﾟｲﾄﾝはDoDのPS。 

STS51-D 
（16） 

1985.4.12 1985.4.19 ｶﾛﾙ･ﾎﾞﾌﾞｺ（C） 
ﾄﾞﾅﾙﾄﾞ･ｳｨﾘｱﾑｽﾞ（P） 
ﾏｰｶﾞﾚｯﾄ･ｾﾄﾞﾝ*（MS） 
ｼﾞｪﾌﾘｰ･ﾎﾌﾏﾝ（MS） 
ﾃﾞｲﾋﾞｯﾄ･ｸﾞﾘｯｸﾞｽ（MS） 
ﾁｬｰﾙｽﾞ･ｳｫｰｶｰ（PS） 
ｼﾞｪｰｸ･ｶﾞｰﾝ（PS） 

ﾃﾞｨｽｶﾊﾞﾘｰ 06/23:56 放出された2機の衛星のう

ち、ｼﾝｺﾑIV-3は静止軌道投

入に失敗。 
ｶﾞｰﾝ上院議員搭乗。 

STS51-B 
（17） 

1985.4.29 1985.5.6 ﾛﾊﾞｰﾄ･ｵｰﾊﾞｰﾏｲﾔ（C） 
ﾌﾚﾃﾞﾘｯｸ･ｸﾞﾚｺﾞﾘｰ（P） 
ﾄﾞﾝ･ﾚｽﾞﾘｰ･ﾘﾝﾄﾞ（MS） 
ﾉｰﾏﾝ･ｻｶﾞｰﾄﾞ（MS） 
ｳｲﾘｱﾑ･ｿｰﾝﾄﾝ（MS） 
L.ﾊﾞﾝﾃﾞﾝﾍﾞﾙｸﾞ（PS ｵﾗﾝﾀﾞ）
ﾃｨﾗｰ･ﾜﾝ（PS） 

ﾁｬﾚﾝｼﾞｬｰ 07/00:08 ｽﾍﾟｰｽﾗﾌﾞ3号。 

STS51-G 
（18） 

1985.6.17 1985.6.24 ﾀﾞﾆｴﾙ･ﾌﾞﾗﾝﾃﾞﾝｽﾀｲﾝ（C） 
ｼﾞｮﾝ･ｸﾚｲﾄﾝ（P） 
ｽﾁｰﾌﾞﾝ･ﾅｹﾞﾙ（MS） 
ｼﾞｮﾝ･ﾌｧﾋﾞｱﾝ（MS） 
ｼｬﾉﾝ･ﾙｰｼｯﾄﾞ*（MS） 
ﾊﾟﾄﾘｯｸ･ﾎﾞｰﾄﾞﾘｰ（PS ﾌﾗﾝｽ）
ｻﾙﾀﾝ･ｻﾙﾏﾝ･ｱﾙｻｳﾄﾞ（PS ｻｳｼﾞ）

ﾃﾞｨｽｶﾊﾞﾘｰ 07/01:38 衛星3個を打上げ。 
SPAS衛星を放出/回収。 
ｻｳｼﾞｱﾗﾋﾞｱのｻﾙﾀﾝ王子とﾌﾗﾝ

ｽ人のﾎﾞｰﾄﾞﾘｰがPSとして

搭乗。 

STS51-F 
（19） 

1985.7.29 1985.8.6 ｺﾞｰﾄﾞﾝ･ﾌﾗｰﾄﾝ（C） 
ﾛｲ･ﾌﾞﾘｯｼﾞｽ（P） 
ｱﾝｿﾆｰ･ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ（MS） 
ｶｰﾙ･ﾍﾅｲｽﾞ（MS） 
ｽﾄｰﾘｰ･ﾏｽｸﾞﾚｲﾌﾞ（MS） 
ﾛｰﾚﾝ･ｱｸﾄﾝ（PS） 
ｼﾞｮﾝ･ﾃﾞｲﾋﾞｯﾄ･ﾊﾞﾙﾄｰ（PS） 

ﾁｬﾚﾝｼﾞｬｰ 07/22:45 ｽﾍﾟｰｽﾗﾌﾞ2号。 
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STS-123プレスキット 

（3／17） 
ﾐｯｼｮﾝ 

（号数） 
打上げ 
年 月 日 

着    陸
年 月 日 

宇宙飛行士 ｵｰﾋﾞﾀ名 飛行時間 
（日/時:
分） 

備     考 

STS51-I 
（20） 

1985.8.27 1985.9.3 ｼﾞｮｰ･ｴﾝｸﾞﾙ（C） 
ﾘﾁｬｰﾄﾞ･ｺｰﾍﾞｲ（P） 
ｼﾞｪｲﾑｽﾞ･ﾎﾌﾃﾝ（MS） 
ｼﾞｮﾝ･ﾗｳﾝｼﾞ（MS） 
ｳｨﾘｱﾑ･ﾌｨｯｼｬｰ （MS） 

ﾃﾞｨｽｶﾊﾞﾘｰ 07/02:18 衛星3個を打上げ。 
ｼﾝｺﾑIV-3衛星の軌道上修

理。 

STS51-J 
（21） 

1985.10.3 1985.10.7 ｶﾛﾙ･ﾎﾞﾌﾞｺ（C） 
ﾛﾅﾙﾄﾞ･ｸﾞﾚｲﾌﾞ（P） 
ﾛﾊﾞｰﾄ･ｽﾁｭﾜｰﾄ（MS） 
ﾃﾞｲﾋﾞｯﾄﾞ･ﾋﾙﾏｰｽﾞ（MS） 
ｳｨﾘｱﾑ･ペｲﾙｽ （PS） 

ｱﾄﾗﾝﾃｨｽ 04/01:44 ｱﾄﾗﾝﾃｨｽ初飛行。 
第2回軍事ﾐｯｼｮﾝ。 
2機の軍事通信衛星

DSCSIIIを軌道投入。 

STS61-A 
（22） 

1985.10.30 1985.11.6 ﾍﾝﾘｰ･ﾊｰﾂﾌｨｰﾙﾄﾞ（C） 
ｽﾁｰﾌﾞﾝ･ﾅｹﾞﾙ（P） 
ﾎﾞﾆｰ･ﾀﾞﾝﾊﾞｰ*（MS） 
ｼﾞｪｰﾑｽﾞ･ﾊﾞｸﾘ（MS） 
ｷﾞｵﾝ･ﾌﾞﾙﾌｫｰﾄﾞ（MS） 
E.ﾒｯｻｰｼｭﾐｯﾄ（PS ﾄﾞｲﾂ） 
ﾚｲﾝ･ﾌｧｰﾗｰ（PS ﾄﾞｲﾂ） 
ｳｰﾎﾞ･ｵｯｹﾙｽﾞ （PS ｵﾗﾝﾀﾞ） 

ﾁｬﾚﾝｼﾞｬｰ 07/00:44 ｽﾍﾟｰｽﾗﾌﾞD-1 
（ﾄﾞｲﾂ主導のｽﾍﾟｰｽﾗﾌﾞ利用

微小重力実験）。 
西ﾄﾞｲﾂ人PS 2名、 
ｵﾗﾝﾀﾞ人 PS 1名。 

STS61-B 
（23） 

1985.11.27 1985.12.3 ﾌﾞﾙｰｽﾀｰ･ｼｮｳ,Jr.（C） 
ﾌﾞﾗｲｱﾝ･ｵｺﾅｰ（P） 
ｼｬｰｳｯﾄﾞ･ｽﾌﾟﾘﾝｸﾞ（MS） 
ﾒﾘｰ･ｸﾘｰﾌﾞ* （MS） 
ｼﾞｪﾘｰ･ﾛｽ（MS） 
ﾛﾄﾞﾙﾌｫｰﾈﾘ･ﾍﾞﾗ（PS ﾒｷｼｺ） 
ﾁｬｰﾙｽﾞ･ｳｫｰｶｰ （PS） 

ｱﾄﾗﾝﾃｨｽ 06/21:05 衛星3個を放出。 
船外活動による大型ﾄﾗｽの

組立実験。 
ﾒｷｼｺ人 PS 1名。 
 

STS61-C 
（24） 

1986.1.12 1986.1.18 ﾛﾊﾞｰﾄ･ｷﾞﾌﾞｿﾝ（C） 
ﾁｬｰﾙｽﾞ･ﾎﾞｰﾙﾃﾞﾝ（P） 
ﾌﾗﾝｸﾘﾝ･ﾁｬﾝ･ﾃﾞｨｱｽ（MS） 
ｽﾃｨｰﾌﾞﾝ･ﾎｰﾚｲ（MS） 
ｼﾞｮｰｼﾞ･ﾈﾙｿﾝ（MS） 
ﾛﾊﾞｰﾄ･ｾﾝｶｰ（PS） 
ﾋﾞﾙ･ﾈﾙｿﾝ （PS） 

ｺﾛﾝﾋﾞｱ 06/02:04 ｻﾄｺﾑK-1衛星を放出。 
ﾈﾙｿﾝ下院議員搭乗。 

STS51-L 
（25） 

1986.1.28  － ﾌﾗﾝｼｽ･ｽｺﾋﾞｰ（C） 
ﾏｲｹﾙ･ｽﾐｽ（P） 
ｼﾞｭﾃﾞｨｽ･ﾚｽﾞﾆｸ*（MS） 
ﾛﾅﾙﾄﾞ･ﾏｸﾈｱ（MS） 
ｴﾘｿﾝ･ｵﾆﾂﾞｶ（MS） 
ｸﾞﾚｺﾞﾘｰ･ｼﾞｬｰﾋﾞｽ（PS） 
ｸﾘｽﾀ･ﾏｺｰﾘﾌ* （教師） 

ﾁｬﾚﾝｼﾞｬｰ 00/00:01 打上げ後73秒で爆発。 
搭乗員7名死亡。 
ﾁｬﾚﾝｼﾞｬｰ号10回目の飛行。

ﾏｺｰﾘﾌは、教師として初めて

搭乗（ｵﾌﾞｻﾞｰﾊﾞｰ）。 

STS-26 
（26） 

1988.9.29 1988.10.3 ﾌﾚﾃﾞﾘｯｸ･ﾎｰｸ（C） 
ﾘﾁｬｰﾄﾞ･ｶﾋﾞｰ（P） 
ｼﾞｮﾝ･ﾗｳﾝｼﾞ（MS） 
ｼﾞｮｰｼﾞ･ﾈﾙｿﾝ（MS） 
ﾃﾞｰﾋﾞｯﾄﾞ･ﾋﾙﾏｰｽﾞ （MS） 

ﾃﾞｨｽｶﾊﾞﾘｰ 04/01:00 2年8ヶ月ぶりの飛行再開。

この間、ｼｬﾄﾙは400箇所以上

を改修。 
ﾃﾞｰﾀ中継衛星TDRS-C放

出。 
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ﾐｯｼｮﾝ 

（号数） 
打上げ 
年 月 日 

着    陸
年 月 日 

宇宙飛行士 ｵｰﾋﾞﾀ名 飛行時間 
（日/時:
分） 

備     考 

STS-27 
（27） 

1988.12.2 1988.12.6 ﾛﾊﾞｰﾄ･ｷﾞﾌﾞｿﾝ（C） 
ｶﾞｲ･ｶﾞｰﾄﾞﾅｰ（P） 
ﾘﾁｬｰﾄﾞ･ﾐｭﾚｲﾝ（MS） 
ｼﾞｪﾘｰ･ﾛｽ（MS） 
ｳｲﾘｱﾑ･ｼｪﾊﾟｰﾄﾞ （MS） 

ｱﾄﾗﾝﾃｨｽ 04/09:06 第3回軍事ﾐｯｼｮﾝ。 

STS-29 
（28） 

1989.3.13 1989.3.18 ﾏｲｹﾙ･ｺｰﾂ（C） 
ｼﾞｮﾝ･ﾌﾞﾗﾊ（P） 
ｼﾞｪｰﾑｽﾞ･ﾊﾞｼﾞｱﾝ （MS） 
ｼﾞｪｰﾑｽﾞ･ﾊﾞｸﾘ（MS） 
ﾛﾊﾞｰﾄ･ｽﾌﾟﾘﾝｶﾞｰ（MS） 

ﾃﾞｨｽｶﾊﾞﾘｰ 04/23:39 ﾃﾞｰﾀ中継衛星TDRS-D放

出。 
宇宙ｽﾃｰｼｮﾝ用ﾋｰﾄﾊﾟｲﾌﾟ･ﾗｼﾞ

ｴｰﾀ実験。 

STS-30 
（29） 

1989.5.4 1989.5.8 ﾃﾞﾋﾞｯﾄﾞ･ｳｫｰｶｰ（C） 
ﾛﾅﾙﾄﾞ･ｸﾞﾚｲﾌﾞ（P） 
ﾉｰﾏﾝ･ｻｶﾞｰﾄﾞ （MS） 
ﾒﾘｰ･ｸﾘｰﾌﾞ* （MS） 
ﾏｰｸ･ﾘｰ（MS） 

ｱﾄﾗﾝﾃｨｽ 04/00:58 金星探査機「ﾏｾﾞﾗﾝ」放出。

STS-28 
（30） 

1989.8.8 1989.8.13 ﾌﾞﾙｰｽﾀｰ･ｼｮｳ,Jr.（C） 
ﾘﾁｬｰﾄﾞ･ﾘﾁｬｰｽﾞ（P） 
ﾃﾞｨﾋﾞｯﾄﾞ･ﾘｰﾂﾏ（MS） 
ｼﾞｪｲﾑｽﾞ･ｱﾀﾞﾑｿﾝ（MS） 
ﾏｰｸ･ﾌﾞﾗｳﾝ（MS） 

ｺﾛﾝﾋﾞｱ 05/01:00 第4回軍事ﾐｯｼｮﾝ。 

STS-34 
（31） 

1989.10.18 1989.10.23 ﾄﾞﾅﾙﾄﾞ･ｳｨﾘｱﾑｽﾞ（C） 
ﾏｲｹﾙ･ﾏｯｶﾘｰ（P） 
ﾌﾗﾝｸﾘﾝ･ﾁｬﾝ･ﾃﾞｨｱｽ（MS） 
ｼｬﾉﾝ･ﾙｰｼｯﾄﾞ*（MS） 
ｴﾚﾝ･ﾍﾞｰｶｰ*（MS） 

ｱﾄﾗﾝﾃｨｽ 04/23:41 木星探査機「ｶﾞﾘﾚｵ」放出。

STS-33 
（32） 

1989.11.22 1989.11.27 ﾌﾚﾃﾞﾘｯｸ･ｸﾞﾚｺﾞﾘｰ（C） 
ｼﾞｮﾝ･ﾌﾞﾗﾊ（P） 
ｽﾄｰﾘｰ･ﾏｽｸﾞﾚｲﾌﾞ（MS） 
ﾏﾝﾚｲ･ｶｰﾀｰ（MS） 
ｷｬｻﾘﾝ･ｿｰﾝﾄﾝ*（MS） 

ﾃﾞｨｽｶﾊﾞﾘｰ 05/00:07 第5回軍事ﾐｯｼｮﾝ。 

STS-32 
（33） 

1990.1.9 1990.1.19 ﾀﾞﾆｴﾙ･ﾌﾞﾗﾝﾃﾞﾝｽﾀｲﾝ（C） 
ｼﾞｪｰﾑｽﾞ･ｳｪｻﾞｰﾋﾞｰ（P） 
ﾎﾞﾆｰ･ﾀﾞﾝﾊﾞｰ*（MS） 
ﾏｰｼｬ･ｱｲﾋﾞﾝｽﾞ*（MS） 
ﾃﾞｨﾋﾞｯﾄﾞ･ﾛｳ（MS） 

ｺﾛﾝﾋﾞｱ 10/21:01 LDEFの回収 
（1984年4月打上げの

STS-41Cで放出したもの）。

STS-36 
（34） 

1990.2.28 1990.3.4 ｼﾞｮﾝ･ｸﾚｲﾄﾝ（C） 
ｼﾞｮﾝ･ｷｬｽﾊﾟｰ（P） 
ﾘﾁｬｰﾄﾞ･ﾐｭﾚｲﾝ（MS） 
ﾃﾞｰﾋﾞｯﾄﾞ･ﾋﾙﾏｰｽﾞ（MS） 
ﾋﾟｴｰﾙ･ｿｰｲﾄ（MS） 

ｱﾄﾗﾝﾃｨｽ 04/10:18 第6回軍事ﾐｯｼｮﾝ。 
AFP-731（偵察及び電子情

報収集衛星）放出。 

STS-31 
（35） 

1990.4.24 1990.4.29 ﾛｰﾚﾝ･ｼｭﾗｲﾊﾟｰ（C） 
ﾁｬｰﾙｽﾞ･ﾎﾞｰﾙﾃﾞﾝ（P） 
ｽﾃｨｰﾌﾞﾝ･ﾎｰﾚｲ（MS） 
ﾌﾞﾙｰｽ･ﾏｯｶﾝﾄﾞﾚｽ（MS） 
ｷｬｻﾘﾝ･ｻﾘﾊﾞﾝ*（MS） 

ﾃﾞｨｽｶﾊﾞﾘｰ 05/01:16 ﾊｯﾌﾞﾙ宇宙望遠鏡（HST）放

出（重量11t）。 
過去最高の軌道高度534km
を記録。 

STS-41 
（36） 

1990.10.6 1990.10.10 ﾘﾁｬｰﾄﾞ･ﾘﾁｬｰｽﾞ（C） 
ﾛﾊﾞｰﾄ･ｶﾊﾞﾅ（P） 
ﾌﾞﾙｰｽ･ﾒﾙﾆｯｸ（MS） 
ｳｲﾘｱﾑ･ｼｪﾊﾟｰﾄﾞ（MS） 
ﾄｰﾏｽ･ｴｲｶｰｽﾞ（MS） 

ﾃﾞｨｽｶﾊﾞﾘｰ 04/02:10 太陽極軌道探査機「ﾕﾘｼｰｽﾞ」

放出。 
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分） 

備     考 

STS-38 
（37） 

1990.11.15 1990.11.20 ﾘﾁｬｰﾄﾞ･ｶﾋﾞｰ（C） 
ﾌﾗﾝｸ･ｶﾙﾊﾞｰﾄｿﾝ（P） 
ﾁｬｰﾙｽﾞ･ｼﾞｪﾏｰ（MS） 
ｶｰﾙ･ﾐｰﾄﾞ（MS） 
R.ｽﾌﾟﾘﾝｶﾞｰ（MS） 

ｱﾄﾗﾝﾃｨｽ 04/21:54 第7回軍事ﾐｯｼｮﾝ。 
 

STS-35 
（38） 

1990.12.2 1990.12.11 ﾊﾞﾝｽ･ﾌﾞﾗﾝﾄﾞ（C） 
ｶﾞｲ･ｶﾞｰﾄﾞﾅｰ（P） 
ｼﾞｪﾌﾘｰ･ﾎﾌﾏﾝ（MS） 
ｼﾞｮﾝ･ﾗｳﾝｼﾞ（MS） 
ﾛﾊﾞｰﾄ･ﾊﾟｰｶｰ（MS） 
ｻﾐｭｴﾙ･ﾃﾞｭﾗﾝｽ（PS） 
ﾛﾅｳﾄﾞ･ﾊﾟﾗｲｽﾞ（PS） 

ｺﾛﾝﾋﾞｱ 08/23:05 ASTRO-1:天文観測ﾐｯｼｮﾝ。

紫外線及びX線望遠鏡で天

体を観測 
 

STS-37 
（39） 

1991.4.5 1991.4.11 ｽﾁｰﾌﾞﾝ･ﾅｹﾞﾙ（C） 
ｹﾈｽ･ｷｬﾒﾛﾝ（P） 
ﾘﾝﾀﾞ･ｺﾞﾄﾞｳｨﾝ*（MS） 
ｼﾞｪﾘｰ･ﾛｽ（MS） 
ｼﾞｪﾛｰﾑ･ｱﾌﾟﾄ（MS） 

ｱﾄﾗﾝﾃｨｽ 05/23:33 GRO（ｺﾝﾌﾟﾄﾝ･ｶﾞﾝﾏ線天体

観測衛星）放出。 
船外活動（EVA）で宇宙ｽﾃ

ｰｼｮﾝ用のCETAｶｰﾄの試験

を実施。 
 

STS-39 
（40） 

1991.4.28 1991.5.6 ﾏｲｹﾙ･ｺｰﾂ（C） 
ﾌﾞﾚｲﾝ･ﾊﾓﾝﾄﾞ（P） 
ｸﾞﾚｺﾞﾘｰ･ﾊｰﾊﾞｰ（MS） 
ﾄﾞﾅﾙﾄﾞ･ﾏｸﾓﾅｸﾞﾙ（MS） 
ｷﾞｵﾝ･ﾌﾞﾙﾌｫｰﾄﾞ（MS） 
ﾁｬｰﾙｽﾞ･ﾚｰｼｰﾋﾞｰﾁ（MS） 
ﾘﾁｬｰﾄﾞ･ﾋｰﾌﾞ（MS） 

ﾃﾞｨｽｶﾊﾞﾘｰ 08/07:22 軍事ﾐｯｼｮﾝ。 
IBSS（SDI用赤外線背景特

徴探査装置）等を搭載。 

STS-40 
（41） 

1991.6.5 1991.6.14 ﾌﾞﾗｲｱﾝ･ｵｺﾅｰ（C） 
ｼﾄﾞﾆｰ･ｸﾞﾁｪﾚｽ（P） 
ﾏｰｶﾞﾚｯﾄ･ｾﾄﾞﾝ*（PC） 
ｼﾞｪｰﾑｽﾞ･ﾊﾞｼﾞｱﾝ（MS） 
ﾀﾏﾗ･ｼﾞｬｰﾆｶﾞﾝ*（MS） 
ﾄﾞﾘｭｰ･ｶﾞﾌﾆｲ（PS） 
ﾐﾘｰ･ﾌﾙﾌｫｰﾄﾞ*（PS） 

ｺﾛﾝﾋﾞｱ 09/02:14 SLS-1（ｽﾍﾟｰｽﾗﾌﾞによる生

命科学ﾐｯｼｮﾝ）：宇宙酔い、

人体の微小重力環境への適

応実験等のため生物試料と

してﾈｽﾞﾐ29匹、ｸﾗｹﾞ2,478
尾を搭載。 

STS-43 
（42） 

1991.8.2 1991.8.11 ｼﾞｮﾝ･ﾌﾞﾗﾊ（C） 
ﾏｲｹﾙ･ﾍﾞｰｶｰ（P） 
ｼｬﾉﾝ･ﾙｰｼｯﾄﾞ*（MS） 
ﾃﾞｨﾋﾞｯﾄﾞ･ﾛｳ（MS） 
ｼﾞｪｲﾑｽﾞ･ｱﾀﾞﾑｿﾝ（MS） 

ｱﾄﾗﾝﾃｨｽ 08/21:21 ﾃﾞｰﾀ中継衛星TDRS-E放

出。 
 

STS-48 
（43） 

1991.9.12 1991.9.18 ｼﾞｮﾝ･ｸﾚｲﾄﾝ（C） 
ｹﾈｽ･ﾗｲﾄﾗｰ（P） 
ﾁｬｰﾙｽﾞ･ｼﾞｪﾏｰ（MS） 
ｼﾞｪｰﾑｽﾞ･ﾊﾞｸﾘ（MS） 
ﾏｰｸ･ﾌﾞﾗｳﾝ（MS） 

ﾃﾞｨｽｶﾊﾞﾘｰ 05/08:28 UARS（高層大気研究 
衛星）放出。 

STS-44 
（44） 

1991.11.24 1991.12.1 ﾌﾚﾃﾞﾘｯｸ･ｸﾞﾚｺﾞﾘｰ（C） 
ﾃﾚﾝｽ･ﾍﾝﾘｸｽ（P） 
ｼﾞｪｰﾑｽ･ｳﾞｫｽ（MS） 
ｽﾄｰﾘｰ･ﾏｽｸﾞﾚｲﾌﾞ（MS） 
ﾏﾘｵ･ﾗﾝｺ（MS） 
ﾄｰﾏｽ･ﾍﾈﾝ（PS） 

ｱﾄﾗﾝﾃｨｽ 06/22:51 軍事ﾐｯｼｮﾝ。 
DSP（ﾐｻｲﾙ早期警戒衛星）

放出。 
7回目の夜間打ち上げ。 
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STS-123プレスキット 

（6／17） 
ﾐｯｼｮﾝ 

（号数） 
打上げ 
年 月 日 

着    陸
年 月 日 

宇宙飛行士 ｵｰﾋﾞﾀ名 飛行時間

（日/時:
分） 

備     考 

STS-42 
（45） 

1992.1.22 1992.1.30 ﾛﾅﾙﾄﾞ･ｸﾞﾚｲﾌﾞ（C） 
ｽﾃﾌｧﾝ･ｵｽﾞﾜﾙﾄﾞ（P） 
ﾉｰﾏﾝ･ｻｶﾞｰﾄﾞ （MS） 
ﾃﾞｰﾋﾞｯﾄﾞ･ﾋﾙﾏｰｽﾞ（MS） 
ｳｲﾘｱﾑ･ﾘﾃﾞｨ（MS） 
ﾛﾊﾞｰﾀ･ﾎﾞﾝﾀﾞｰ*（PS ｶﾅﾀﾞ） 
ｳﾙﾌ･ﾒﾙﾎﾞﾙﾄ（PS） 

ﾃﾞｨｽｶﾊﾞﾘｰ 08/01:15 IML-1（第一次国際微小重力

実験室）：ｽﾍﾟｰｽﾗﾌﾞによる材

料、生命科学関係ﾐｯｼｮﾝ。日

本は宇宙放射線ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ装

置、有機結晶成長装置を提供

して参加。 

STS-45 
（46） 

1992.3.24 1992.4.2 ﾁｬｰﾙｽﾞ･ﾎﾞｰﾙﾃﾞﾝ（C） 
ﾌﾞﾗｲｱﾝ･ﾀﾞﾌｨｰ（P） 
ｷｬｻﾘﾝ･ｻﾘﾊﾞﾝ*（PC） 
ﾃﾞｨﾋﾞｯﾄﾞ･ﾘｰﾂﾏ（MS） 
ﾏｲｹﾙ･ﾌｫｰﾙ（MS） 
ﾀﾞｰｸ･ﾌﾘﾓｰﾄ（PS ﾍﾞﾙｷﾞｰ） 
ﾊﾞｲﾛﾝ･ﾘﾋﾃﾝﾊﾞｰｸﾞ（PS） 

ｱﾄﾗﾝﾃｨｽ 08/22:09 ATLAS-1：太陽ｴﾈﾙｷﾞｰが地球

大気に与える影響を観測。

日本のSEPAC（人工ｵｰﾛﾗ･宇

宙ﾌﾟﾗｽﾞﾏの研究）実験を実

施。 

STS-49 
（47） 

1992.5.7 1992.5.16 ﾀﾞﾆｴﾙ･ﾌﾞﾗﾝﾃﾞﾝｽﾀｲﾝ（C） 
ｹﾋﾞﾝ･ﾁﾙﾄﾝ（P） 
ﾋﾟｴｰﾙ･ｿｰｲﾄ（MS） 
ｷｬｻﾘﾝ･ｿｰﾝﾄﾝ*（MS） 
ﾘﾁｬｰﾄﾞ･ﾋｰﾌﾞ（MS） 
ﾄｰﾏｽ･ｴｲｶｰｽﾞ（MS） 
ﾌﾞﾙｰｽ･ﾒﾙﾆｯｸ（MS） 

ｴﾝﾃﾞﾊﾞｰ 08/21:18 ｴﾝﾃﾞﾊﾞｰ初飛行。 
ｲﾝﾃﾙｻｯﾄ6F-3衛星の回収、修

理、軌道再投入を実施。（史

上初の3人同時のEVAにより

手づかみで衛星回収） 
宇宙ｽﾃｰｼｮﾝ建設のための技

術試験用EVA実施。 
STS-50 
（48） 

1992.6.25 1992.7.9 ﾘﾁｬｰﾄﾞ･ﾘﾁｬｰｽﾞ（C） 
ｹﾈｽ･ﾊﾞｳｱｰｿｯｸｽ（P） 
ﾎﾞﾆｰ･ﾀﾞﾝﾊﾞｰ*（PC） 
ｴﾚﾝ･ﾍﾞｰｶｰ*（MS） 
ｶｰﾙ･ﾐｰﾄﾞ（MS） 
ﾛｰﾚﾝｽ･ﾃﾞﾙｶｽ（PS） 
ﾕｰｼﾞﾝ･ﾄﾘﾝ（PS） 

ｺﾛﾝﾋﾞｱ 13/19:31 USML-1（米国微小重力実験

室）： 
材料実験、流体物理、燃焼実

験、ﾊﾞｲｵ等31の実験を実施。

STS-46 
（49） 

1992.7.31 1992.8.8 ﾛｰﾚﾝ･ｼｭﾗｲﾊﾞｰ（C） 
ｱﾝﾄﾞﾘｭｰ･ｱﾚﾝ（P） 
ｼﾞｪﾌﾘｰ･ﾎﾌﾏﾝ（PC） 
ﾌﾗﾝｸﾘﾝ･ﾁｬﾝ･ﾃﾞｨｱｽ（MS） 
ｸﾛｰﾄﾞ･ﾆｺﾘｴ（MS ESA） 
ﾏｰｼｬ･ｱｲﾋﾞﾝｽﾞ*（MS） 
ﾌﾗﾝｺ･ﾏﾚｰﾊﾞ（PS ｲﾀﾘｱ） 

ｱﾄﾗﾝﾃｨｽ 07/23:15 TSS-1：NASA/ｲﾀﾘｱ宇宙機関

共同開発。20kmの伝導性ﾃｻﾞ

ｰの先につけた衛星を展開す

る予定だったが、失敗し、回

収。 
EURECA（欧州回収型無人

ﾌﾘｰﾌﾗｲﾔ）を放出。（実験終了

後STS-57で回収）。 
ﾆｺﾘｴはESAの飛行士。 

STS-47 
（50） 

1992.9.12 1992.9.20 ﾛﾊﾞｰﾄ･ｷﾞﾌﾞｿﾝ（C） 
ｶｰﾃｨｽ･ﾌﾞﾗｳﾝ（P） 
ﾏｰｸ･ﾘｰ（MS） 
ｼﾞｪﾛｰﾑ･ｱﾌﾟﾄ（MS） 
N.ｼﾞｬﾝ･ﾃﾞｰﾋﾞｽ*（MS） 
ﾒｲ･ｼﾞｪﾐｿﾝ*（MS） 
毛利 衛（PS NASDA） 

ｴﾝﾃﾞﾊﾞｰ 07/22:30 FMPT（ふわっと’92）：ｽﾍﾟｰ

ｽﾗﾌﾞによる材料、生命科学関

係の43ﾃｰﾏの実験を実施（う

ち日本34ﾃｰﾏ） 
初の日本人、黒人女性、 
夫婦での搭乗（ﾘｰ、ﾃﾞｨﾋﾞｽ）。

STS-52 
（51） 

1992.10.22 1992.11.1 ｼﾞｪｰﾑｽﾞ･ｳｪｻﾞｰﾋﾞｰ（C） 
ﾏｲｹﾙ･ﾍﾞｰｶｰ（P） 
ﾁｬｰﾙｽﾞ･ﾚｰｼｰﾋﾞｰﾁ（MS） 
ｳｲﾘｱﾑ･ｼｪﾊﾟｰﾄﾞ（MS） 
ﾀﾏﾗ･ｼﾞｬｰﾆｶﾞﾝ*（MS） 
ｽﾃｨｰﾌﾞﾝ･ﾏｸﾘｰﾝ（PS ｶﾅﾀﾞ） 

ｺﾛﾝﾋﾞｱ 09/20:56 USMP-1（米国微小重力実

験）。 
LAGEOS-2（ﾚｰｻﾞｰ測地衛星、

NASA/ｲﾀﾘｱ宇宙機関）を放

出。 
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（7／17） 
ﾐｯｼｮﾝ 

（号数） 
打上げ 
年 月 日 

着    陸
年 月 日 

宇宙飛行士 ｵｰﾋﾞﾀ名 飛行時間 
（日/時:
分） 

備     考 

STS-53 
（52） 
 

1992.12.2 1992.12.9 ﾃﾞﾋﾞｯﾄﾞ･ｳｫｰｶｰ（C） 
ﾛﾊﾞｰﾄ･ｶﾊﾞﾅ（P） 
ｷﾞｵﾝ･ﾌﾞﾙﾌｫｰﾄﾞ（MS） 
ｼﾞｪｰﾑｽ･ｳﾞｫｽ（MS） 
ﾏｲｹﾙ･R･ｸﾘﾌｫｰﾄﾞ（MS） 

ﾃﾞｨｽｶﾊﾞﾘｰ 07/07:19 第10回軍事ﾐｯｼｮﾝ（専用とし

ては最後）。 

STS-54 
（53） 

1993.1.13 1993.1.19 ｼﾞｮﾝ･ｷｬｽﾊﾟｰ（C） 
ﾄﾞﾅﾙﾄﾞ･ﾏｸﾓﾅｸﾞﾙ（P） 
ﾏﾘｵ･ﾗﾝｺ（MS） 
ｸﾞﾚｺﾞﾘｰ･ﾊｰﾊﾞｰ（MS） 
ｽｰｻﾞﾝ･ﾍﾙﾑｽﾞ*（MS） 

ｴﾝﾃﾞﾊﾞｰ 05/23:38 ﾃﾞｰﾀ中継衛星TDRS-F放
出。 
宇宙ｽﾃｰｼｮﾝ建設に備えた船

外活動試験実施。 

STS-56 
（54） 

1993.4.8 1993.4.17 ｹﾈｽ･ｷｬﾒﾛﾝ（C） 
ｽﾃﾌｧﾝ･ｵｽﾞﾜﾙﾄﾞ（P） 
ﾏｲｸ･ﾌｫｰﾙ（MS） 
ｹﾈｽ･ｺｯｸﾚﾙ（MS） 
ｴﾚﾝ･ｵﾁｮｱ*（MS） 

ﾃﾞｨｽｶﾊﾞﾘｰ 09/06:08 ATLAS-2。 
太陽観測衛星ｽﾊﾟﾙﾀﾝ

201-01。 

STS-55 
（55） 

1993.4.26 1993.5.6 ｽﾁｰﾌﾞﾝ･ﾅｹﾞﾙ（C） 
ﾃﾚﾝｽ･ﾍﾝﾘｯｸｽ（P） 
ｼﾞｪﾘｰ･ﾛｽ（PC） 
ﾁｬｰﾙｽﾞ･ﾌﾟﾘｺｰﾄ（MS） 
ﾊﾞｰﾅｰﾄﾞ･ﾊﾘｽ（MS） 
ｳﾙﾘｯﾋ･ｳｫｰﾀｰ（PS ﾄﾞｲﾂ） 
ﾊﾝｽ･ｼｪﾙｹﾞﾙ（PS ﾄﾞｲﾂ） 

ｺﾛﾝﾋﾞｱ 09/23:40 ｽﾍﾟｰｽﾗﾌﾞD-2：生命科学、材

料実験、ﾛﾎﾞｯﾄ工学、地球観

測等の88件の実験を実施。

ｳｫｰﾀｰとｼｪﾙｹﾞﾙはDARA（ﾄﾞ

ｲﾂ宇宙機関）選抜の宇宙飛

行士。 

STS-57 
（56） 

1993.6.21 1993.7.1 ﾛﾅﾙﾄﾞ･ｸﾞﾚｲﾌﾞ（C） 
ﾌﾞﾗｲｱﾝ･ﾀﾞﾌｨｰ（P） 
ﾃﾞｨﾋﾞｯﾄﾞ･ﾛｳ（PC） 
ﾅﾝｼｰ･ｼｬｰﾛｯｸ*（MS） 
ﾋﾟｰﾀｰ･ﾜｲｿﾞﾌ（MS） 
ｼﾞｬﾆｽ･ｳﾞｫｽ*（MS） 

ｴﾝﾃﾞﾊﾞｰ 09/23:45 EURECA-1の回収。 
SPACEHAB（商業宇宙実験

室）初号機。 
HST修理ﾐｯｼｮﾝの事前訓練

としてのEVAを実施。 

STS-51 
（57） 

1993.9.12 1993.9.22 ﾌﾗﾝｸ･ｶﾙﾊﾞｰﾄｿﾝ（C） 
ｳｲﾘｱﾑ･ﾘﾃﾞｨ（P） 
ｼﾞｪｰﾑｽ･ﾆｭｰﾏﾝ（MS） 
ﾀﾞﾆｴﾙ･ﾊﾞｰｼｭ（MS） 
ｶｰﾙ･ｳｫﾙﾂ（MS） 

ﾃﾞｨｽｶﾊﾞﾘｰ 09/20:11 ACTS（次世代通信技術衛

星）放出。 
ORFEUS-SPAS衛星実験。

HST修理ﾐｯｼｮﾝの準備段階

としてのEVAを実施。 
STS-58 
（58） 

1993.10.18 1993.11.1 ｼﾞｮﾝ･ﾌﾞﾗﾊ（C） 
ﾘｯｸ･ｼｰｱﾌｫｽ（P） 
ﾏｰｶﾞﾚｯﾄ･ｾﾄﾞﾝ*（PC） 
ｳｲﾘｱﾑ･ﾏｯｶｰｻｰ（MS） 
ﾃﾞﾋﾞｯﾄﾞ･ｳﾙﾌ（MS） 
ｼｬﾉﾝ･ﾙｰｼｯﾄﾞ*（MS） 
ﾏｰﾁﾝ･ﾌｪｯﾄﾏﾝ（PS） 

ｺﾛﾝﾋﾞｱ 14/00:13 SLS-2。 
過去最長の14日間の飛行を

記録。 

STS-61 
（59） 

1993.12.2 1993.12.13 ﾘﾁｬｰﾄﾞ･ｶﾋﾞｰ（C） 
ｹﾈｽ･ﾊﾞｳｱｰｿｯｸｽ （P） 
ｽﾄｰﾘｰ･ﾏｽｸﾞﾚｲﾌﾞ（PC） 
ｷｬｻﾘﾝ･ｿｰﾝﾄﾝ*（MS） 
ｸﾛｰﾄﾞ･ﾆｺﾘｴ（MS ESA） 
ｼﾞｪﾌﾘｰ･ﾎﾌﾏﾝ（MS） 
ﾄｰﾏｽ･ｴｲｶｰｽﾞ（MS） 

ｴﾝﾃﾞﾊﾞｰ 10/19:59 HSTの修理ﾐｯｼｮﾝ#1。 
一回のｼｬﾄﾙ･ﾐｯｼｮﾝとしては

最多の5回のEVAを実施。ｿ

ｰﾝﾄﾝは女性として最多の延

べ3回のEVAを実施。 
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年 月 日 
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分） 

備     考 

STS-60 
（60） 

1994.2.3 1994.2.11 ﾁｬｰﾙｽﾞ･ﾎﾞｰﾙﾃﾞﾝ（C） 
ｹﾈｽ･ﾗｲﾄﾗｰ,Jr.（P） 
N.ｼﾞｬﾝ･ﾃﾞｰﾋﾞｽ*（MS） 
ﾛﾅﾙﾄﾞ･ｾｶﾞ（MS） 
ﾌﾗﾝｸﾘﾝ･ﾁｬﾝ･ﾃﾞｨｱｽ（MS） 
ｾﾙｹﾞｲ･ｸﾘｶﾚﾌ（MS ﾛｼｱ） 

ﾃﾞｨｽｶﾊﾞﾘｰ 08/07:09 SPACEHAB-2。 
WSF（航跡を利用した超々高

真空実験装置）は放出失敗。

ｸﾘｶﾚﾌは、ｼｬﾄﾙ初のﾛｼｱ人宇宙

飛行士。 

STS-62 
（61） 

1994.3.4 1994.3.18 ｼﾞｮﾝ･ｷｬｽﾊﾟｰ（C） 
ｱﾝﾄﾞﾘｭｰ･ｱﾚﾝ（P） 
ﾋﾟｴｰﾙ･ｿｰｲﾄ（MS） 
ﾁｬｰﾙｽﾞ･ｼﾞｪﾏｰ（MS） 
ﾏｰｼｬ･ｱｲﾋﾞﾝｽﾞ*（MS） 

ｺﾛﾝﾋﾞｱ 13/23:16 USMP-2。 

STS-59 
（62） 

1994.4.9 1994.4.20 ｼﾄﾞﾆｰ･ｸﾞﾁｪﾚｽ（C） 
ｹﾋﾞﾝ･ﾁﾙﾄﾝ （P） 
ﾘﾝﾀﾞ･ｺﾞﾄﾞｳｨﾝ*（PC） 
ｼﾞｪﾛｰﾑ･ｱﾌﾟﾄ（MS） 
ﾏｲｹﾙ･ｸﾘﾌｫｰﾄﾞ（MS） 
ﾄｰﾏｽ･ｼﾞｮｰﾝｽﾞ（MS） 

ｴﾝﾃﾞﾊﾞｰ 11/05:49 SRL-1（ｼｬﾄﾙ搭載型合成開口

ﾚｰﾀﾞ）。 

STS-65 
（63） 

1994.7.8 1994.7.23 ﾛﾊﾞｰﾄ･ｶﾊﾞﾅ（C） 
ｼﾞｪｰﾑｽ･ﾊﾙｾﾙ（P） 
ﾘﾁｬｰﾄﾞ･ﾋｰﾌﾞ（PC） 
ｶｰﾙ･ｳｫﾙﾂ（MS） 
ﾘﾛｲ･ﾁｬｵ（MS） 
ﾄﾞﾅﾙﾄﾞ･ﾄｰﾏｽ（MS） 
向井 千秋*（PS NASDA）

ｺﾛﾝﾋﾞｱ 14/17:55 IML-2。 
向井PSが日本人女性として

初めて飛行。 

STS-64 
（64） 

1994.9.9 1994.9.20 ﾘﾁｬｰﾄﾞ･ﾘﾁｬｰｽﾞ（C） 
ﾌﾞﾚｲﾝ･ﾊｰﾓﾝﾄﾞ,Jr.（P） 
ｼﾞｪﾘｰ･ﾘﾈﾝｼﾞｬｰ（MS） 
ｽｰｻﾞﾝ･ﾍﾙﾑｽﾞ*（MS） 
ｶｰﾙ･ﾐｰﾄﾞ（MS） 
ﾏｰｸ･ﾘｰ（MS） 

ﾃﾞｨｽｶﾊﾞﾘｰ 10/22:50 LITE-1（ﾗｲﾀﾞ：能動型光学

地球観測装置）。 
ｽﾊﾟﾙﾀﾝ201-2。 
SAFERの試験（10年ぶりの

命綱無しの船外活動飛行）

STS-68 
（65） 

1994.9.30 1994.10.11 ﾏｲｹﾙ･ﾍﾞｰｶｰ（C） 
ﾃﾚﾝｽ･ｳｲﾙｶｯﾄ（P） 
ﾄｰﾏｽ･ﾃﾞｨﾋﾞｯﾄﾞ･ｼﾞｮｰﾝｽﾞ（PC）

ﾀﾞﾆｴﾙ･ﾊﾞｰｼｭ（MS） 
ﾋﾟｰﾀｰ･ﾜｲｿﾞﾌ（MS） 
ｽﾁｰﾌﾞﾝ･ｽﾐｽ（MS） 

ｴﾝﾃﾞﾊﾞｰ 11/05:46 SRL-2（ｼｬﾄﾙ搭載型合成開口

ﾚｰﾀﾞ）。 

STS-66 
（66） 
 

1994.11.3 1994.11.14 ﾄﾞﾅﾙﾄﾞ･ﾏｸﾓﾅｸﾞﾙ（C） 
ｶｰﾃｨｽ･ﾌﾞﾗｳﾝ（P） 
ｴﾚﾝ･ｵﾁｮｱ*（PC） 
ｼﾞｮｾﾌ･ﾀﾅｰ（MS） 
ｼﾞｰﾝﾌﾗﾝｺｲｽ･ｸﾚﾙﾎﾞｲ（MS 
ESA） 
ｽｺｯﾄ･ﾊﾟﾗｼﾞﾝｽｷｰ（MS） 

ｱﾄﾗﾝﾃｨｽ 10/22:35 ATLAS-3。 
CRISTA-SPAS（大気観測用

低温赤外線分光器･望遠鏡）。

ｸﾚﾙﾎﾞｲはESAの宇宙飛行士。

STS-63 
（67） 

1995.2.3 1995.2.11 ｼﾞｪｲﾑｽﾞ･ｳｪｻﾞﾋﾞｰ（C） 
ｱｲﾘｰﾝ･ｺﾘﾝｽﾞ*（P） 
ﾊﾞｰﾅｰﾄﾞ･ﾊﾘｽ（MS） 
ﾏｲｹﾙ･ﾌｫｰﾙ（MS） 
ｼﾞｬﾆｽ･ｳﾞｫｽ*（MS） 
ｳﾗｼﾞﾐｰﾙ･ﾁﾄﾌ（MS ﾛｼｱ） 

ﾃﾞｨｽｶﾊﾞﾘｰ 08/06:28 SPACEHAB-3。 
ｽﾊﾟﾙﾀﾝ204。 
ｱｲﾘｰﾝ･ｺﾘﾝｽﾞは、初の女性ﾊﾟｲ

ﾛｯﾄ。 
2月6日 ﾐｰﾙとﾗﾝﾃﾞﾌﾞｰし、

11mまで接近。 
宇宙服の低温環境試験。 
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STS-123プレスキット 

（9／17） 
ﾐｯｼｮﾝ 

（号数） 
打上げ 
年 月 日 

着    陸
年 月 日 

宇宙飛行士 ｵｰﾋﾞﾀ名 飛行時間 
（日/時:
分） 

備     考 

STS-67 
（68） 

1995.3.2 1995.3.18 ｽﾃﾌｧﾝ･ｵｽﾞﾜﾙﾄﾞ（C） 
ｳｨﾘｱﾑ･ｸﾞﾚｺﾞﾘｰ（P） 
ﾀﾏﾗ･ｼﾞｬｰﾆｶﾞﾝ*（PC） 
ｼﾞｮﾝ･ｸﾞﾗﾝｽﾌｪﾙﾄﾞ（MS） 
ｳｴﾝﾃﾞｨｰ･ﾛｰﾚﾝｽ*（MS） 
ｻﾐｭｴﾙ･ﾃﾞｭﾗﾝｽ（PS） 
ﾛﾅﾙﾄﾞ･ﾊﾟﾗｲｽﾞ（PS） 

ｴﾝﾃﾞﾊﾞｰ 16/15:09 ASTRO-2。 

STS-71 
（69） 

1995.6.27 1995.7.7 ﾛﾊﾞｰﾄ･ｷﾞﾌﾞｿﾝ（C） 
ﾁｬｰﾙｽﾞ･ﾌﾟﾘｺｰﾄ（P） 
ｴﾚﾝ･ﾍﾞｰｶｰ*（MS） 
ｸﾞﾚｺﾞﾘｰ･ﾊｰﾊﾞｰ（MS） 
ﾎﾞﾆｰ･ﾀﾞﾝﾊﾞｰ*（MS） 
<打ち上げのみ> 
ｱﾅﾄﾘｰ･ｿﾛﾋﾞﾖﾌ（ﾛｼｱ） 
ﾆｺﾗｲ･ﾌﾞﾀﾞｰﾘﾝ（ﾛｼｱ） 
<帰還のみ> 
ｳﾗｼﾞｮｰﾙ･ﾃﾞｼﾞｭｰﾛﾌ（ﾛｼｱ） 
ｹﾞﾅﾃﾞｨ･ｽﾄﾚｶﾛﾌ（ﾛｼｱ） 
ﾉｰﾏﾝ･ｻｶﾞｰﾄﾞ（NASA） 

ｱﾄﾗﾝﾃｨｽ 09/19:23 ﾐｰﾙと初めてﾄﾞｯｷﾝｸﾞ。 
ﾐｰﾙと6月29日にﾄﾞｯｷﾝｸﾞし、

7月4日に分離。 
米ロ共同科学研究実施。 
ﾛｼｱ人2名、ｱﾒﾘｶ人1名の 
ﾐｰﾙ滞在ｸﾙｰを乗せて帰還。

ｿﾛﾋﾞﾖﾌとﾌﾞﾀﾞｰﾘﾝはｿﾕｰｽﾞ宇

宙船で帰還。 

STS-70 
（70） 

1995.7.13 1995.7.22 ﾃﾚﾝｽ･ﾍﾝﾘｯｸｽ（C） 
ｹﾋﾞﾝ･ｸﾚｰｹﾞﾙ（P） 
ﾄﾞﾅﾙﾄﾞ･ﾄｰﾏｽ（MS） 
ﾅﾝｼｰ･ｶﾘｰ*（MS） 
ﾒｱﾘｰ･ｴﾚﾝ･ｳｴｰﾊﾞｰ *（MS） 

ﾃﾞｨｽｶﾊﾞﾘｰ 08/22:20 ﾃﾞｰﾀ中継衛星TDRS-G放

出。 

STS-69 
（71） 

1995.9.7 1995.9.18 ﾃﾞﾋﾞｯﾄﾞ･ｳｫｰｶｰ（C） 
ﾈｹｽ･ｺｯｸﾚﾙ（P） 
ｼﾞｪｰﾑｽ･ｳﾞｫｽ（PC） 
ｼﾞｪｰﾑｽ･ﾆｭｰﾏﾝ（MS） 
ﾏｲｹﾙ･ｶﾞｰﾝﾊｰﾄ（MS） 

ｴﾝﾃﾞﾊﾞｰ 10/20:29 WSF-2。 
ｽﾊﾟﾙﾀﾝ201-03。 
IEH-1（国際超紫外線観測

装置）。 
EVA開発飛行試験

（EDFT-2）を実施。 
STS-73 
（72） 

1995.10.20 1995.11.5 ｹﾈｽ･ﾊﾞｳｱｰｿｯｸｽ（C） 
ｹﾝﾄ･ﾛﾐﾝｶﾞｰ（P） 
ｷｬｻﾘﾝ･ｿｰﾝﾄﾝ*（PC） 
ｷｬｻﾘｰﾝ･ｺｰﾙﾏﾝ*（MS） 
ﾏｲｹﾙ･ﾛﾍﾟｽﾞ-ｱﾚｸﾞﾘｱ（MS） 
ﾌﾚｯﾄﾞ･ﾚｽﾘｰ（PS） 
ｱﾙﾊﾞｰﾄ･ｻｺｰ（PS） 

ｺﾛﾝﾋﾞｱ 15/21:52 USML-2 
（米国のｽﾍﾟｰｽﾗﾌﾞ実験） 
 

STS-74 
（73） 

1995.11.12 1995.11.20 ｹﾈｽ･ｷｬﾒﾛﾝ（C） 
ｼﾞｪｰﾑｽ･ﾊﾙｾﾙ,Jr.（P） 
ｸﾘｽ･ﾊﾄﾞﾌｨｰﾙﾄﾞ（MS ｶﾅﾀﾞ） 
ｼﾞｪﾘｰ･ﾛｽ（MS） 
ｳｲﾘｱﾑ･ﾏｯｶｰｻｰ（MS） 

ｱﾄﾗﾝﾃｨｽ 08/04:31 S/MM-2（ｼｬﾄﾙ/ﾐｰﾙﾄﾞｯｷﾝｸﾞﾐ
ｯｼｮﾝ#2）。 
ﾐｰﾙへﾄﾞｯｷﾝｸﾞ･ﾓｼﾞｭｰﾙと太

陽電池ﾊﾟﾄﾞﾙを輸送。 
ﾊﾄﾞﾌｨｰﾙﾄﾞは、ｶﾅﾀﾞの宇宙飛

行士。 
STS-72 
（74） 

1996.1.11 1996.1.20 ﾌﾞﾗｲｱﾝ･ﾀﾞﾌｨｰ（C） 
ﾌﾞﾚﾝﾄ･ｼﾞｪｯﾄ（P） 
ﾘﾛｲ･ﾁｬｵ（MS） 
ﾀﾞﾆｴﾙ･ﾊﾞﾘｰ（MS） 
ｳｨﾝｽﾄﾝ･ｽｺｯﾄ（MS） 
若田 光一（MS NASDA） 

ｴﾝﾃﾞﾊﾞｰ 08/22:01 日本のSFU（宇宙実験･観測

ﾌﾘｰﾌﾗｲﾔｰ）を回収。 
OAST-FLYER（SPARTAN
衛星を用いたNASAのﾌﾘｰﾌ

ﾗｲﾔ）の放出、回収。 
2回のEVA（EDFT-3）試験

を実施。 
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（10／17） 
ﾐｯｼｮﾝ 

（号数） 
打上げ 
年 月 日 

着    陸
年 月 日 

宇宙飛行士 ｵｰﾋﾞﾀ名 飛行時間 
（日/時:
分） 

備     考 

STS-75 
（75） 

1996.2.22 1996.3.9 ｱﾝﾄﾞﾘｭｰ･ｱﾚﾝ（C） 
ｽｺｯﾄ･ﾎﾛｳｲｯﾂ（P） 
ﾌﾗﾝｸﾘﾝ･ﾁｬﾝ･ﾃﾞｨｱｽ（PC） 
ﾏｳﾘｯﾂｨｵ･ｹﾘ（MS ESA） 
ｼﾞｪﾌﾘｰ･ﾎﾌﾏﾝ（MS） 
ｸﾛｰﾄﾞ･ﾆｺﾘｴ（MS ESA） 
ｳﾝﾍﾞﾙﾄ･ｷﾞﾄﾞｰﾆ（PS ｲﾀﾘｱ） 

ｺﾛﾝﾋﾞｱ 15/17:40 TSS-1R（ﾃｻﾞｰ衛星ｼｽﾃﾑ）実

験、ﾃｻﾞｰが切れたためﾐｯｼｮﾝ

達成できず。 
USMP-3（米国微小重力実

験）。 
ｹﾘとﾆｺﾘｴはESA、ｷﾞﾄﾞｰﾆは

ASI（ｲﾀﾘｱ宇宙機関）の宇宙

飛行士。 
STS-76 
（76） 

1996.3.22 1996.3.31 ｹﾋﾞﾝ･ﾁﾙﾄﾝ（C） 
ﾘｯｸ･ｼｰｱﾌｫｽ（P） 
ﾛﾅﾙﾄﾞ･ｾｶﾞ（MS） 
ﾏｲｹﾙ･ｸﾘﾌｫｰﾄﾞ（MS） 
ﾘﾝﾀﾞ･ｺﾞﾄﾞｳｨﾝ*（MS） 
打上げのみ 
ｼｬﾉﾝ･ﾙｰｼｯﾄﾞ*（MS） 

ｱﾄﾗﾝﾃｨｽ 09/05:16 S/MM-3（ﾐｰﾙに3/24ﾄﾞｯｷﾝ
ｸﾞ、3/28分離）。 
ｼｬﾉﾝ･ﾙｰｼｯﾄﾞはそのままﾐｰﾙ

に滞在し、STS-79で帰還。

EVA（EDFT-4）試験をﾐｰﾙ

外部で実施。 

STS-77 
（77） 

1996.5.19 1996.5.29 ｼﾞｮﾝ･ｷｬｽﾊﾟｰ（C） 
ｶｰﾃｨｽ･ﾌﾞﾗｳﾝ（P） 
ｱﾝﾄﾞﾘｭｰ･ﾄｰﾏｽ （MS） 
ﾀﾞﾆｴﾙ･ﾊﾞｰｼｭ（MS） 
ﾏﾘｵ･ﾗﾝｺ（MS） 
ﾏｰｸ･ｶﾞﾙﾉｰ（MS ｶﾅﾀﾞ） 

ｴﾝﾃﾞﾊﾞｰ 10/00:40 SPACEHAB-4。 
ｽﾊﾟﾙﾀﾝ-207/IAE（膨張式ｱﾝ

ﾃﾅ展開実験）。 
 
ﾏｰｸ･ｶﾞﾙﾉｰはｶﾅﾀﾞの宇宙飛

行士。 
STS-78 
（78） 

1996.6.20 1996.7.7 ﾃﾚﾝｽ･ﾍﾝﾘｯｸｽ（C） 
ｹﾋﾞﾝ･ｸﾚｰｹﾞﾙ（P） 
ｽｰｻﾞﾝ･ﾍﾙﾑｽﾞ*（MS） 
ﾘﾁｬｰﾄﾞ･ﾘﾈﾊﾝ（MS） 
ﾁｬｰﾙｽﾞ･ﾌﾞﾚﾃﾞｨ（MS） 
ｼﾞｰﾝ･ｼﾞｬｯｸｽ･ﾌｧﾋﾞｴ（PS ﾌﾗﾝｽ）
ﾛﾊﾞｰﾄ･ｻｰｽｸ（PS ｶﾅﾀﾞ） 

ｺﾛﾝﾋﾞｱ 16/21:49 LMS（生命科学･微小重力宇

宙実験室：ｽﾍﾟｰｽﾗﾌﾞ）。 
飛行時間の記録を更新。 
 
ﾌｧﾋﾞｴはﾌﾗﾝｽ、ｻｰｽｸはｶﾅﾀﾞの

宇宙飛行士。 

STS-79 
（79） 

1996.9.16 1996.9.26 ｳｲﾘｱﾑ･ﾘﾃﾞｨ（C） 
ﾃﾚﾝｽ･ｳｲﾙｶｯﾄ（P） 
ﾄﾑ･ｴｲｶｰｽﾞ（MS） 
ｼﾞｪﾛｰﾑ･ｱﾌﾟﾄ（MS） 
ｶｰﾙ･ｳｫﾙﾂ（MS） 
<打上げのみ> 
ｼﾞｮﾝ･ﾌﾞﾗﾊ（MS） 
<帰還のみ> 
ｼｬﾉﾝ･ﾙｰｼｯﾄﾞ* 

ｱﾄﾗﾝﾃｨｽ 10/03:19 S/MM-4（ﾐｰﾙに9/18ﾄﾞｯｷﾝ
ｸﾞ、9/23分離）。 
ﾌﾞﾗﾊはﾙｼｯﾄﾞに代わってﾐｰﾙ

に滞在し、STS-81で帰還。

ﾙｼｯﾄﾞは、女性及び、米国の

宇宙滞在最長記録（188日）

を達成。 
NASDAのRRMD搭載。 

STS-80 
（80） 

1996.11.19 1996.12.7 ｹﾈｽ･ｺｯｸﾚﾙ（C） 
ｹﾝﾄ･ﾛﾐﾝｶﾞｰ（P） 
ﾀﾏﾗ･ｼﾞｬｰﾆｶﾞﾝ*（MS） 
ﾄｰﾏｽ･ﾃﾞﾋﾞｯﾄﾞ･ｼﾞｮｰﾝｽﾞ（MS）
ｽﾄｰﾘｰ･ﾏｽｸﾞﾚｲﾌﾞ（MS） 

ｺﾛﾝﾋﾞｱ 17/15:53 
（ｽﾍﾟｰｽｼｬ

ﾄﾙ最長飛

行記録）

ORFEUS-SPAS-2（遠･極紫

外線宇宙観測）。 
WSF-3。 
ｴｱﾛｯｸ･ﾊｯﾁの不具合により

EVAを中止（ｼｬﾄﾙ史上初）。

ﾏｽｸﾞﾚｲﾌﾞは、宇宙飛行最高

齢（61歳）、また、ｼﾞｮﾝ･ﾔﾝ

ｸﾞと並んで宇宙飛行回数最

多を記録（6回）。 
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分） 

備     考 

STS-81 
（81） 

1997.1.12 1997.1.22 ﾏｲｹﾙ･ﾍﾞｰｶｰ（C） 
ﾌﾞﾚﾝﾄ･ｼﾞｪｯﾄ（P） 
ｼﾞｮﾝ･ｸﾞﾗﾝｽﾌｪﾙﾄﾞ（MS） 
ﾏｰｼｬ･ｱｲﾋﾞﾝｽﾞ*（MS） 
ﾋﾟｰﾀｰ･ﾜｲｿﾞﾌ（MS） 
<打上げのみ> 
ｼﾞｪﾘｰ･ﾘﾈﾝｼﾞｬｰ（MS） 
<帰還のみ> 
ｼﾞｮﾝ･ﾌﾞﾗﾊ 

ｱﾄﾗﾝﾃｨｽ 10/04:56 S/MM-5（ﾐｰﾙに1/14ﾄﾞｯｷﾝ
ｸﾞ、1/19分離）。 
 
ﾘﾈﾝｼﾞｬｰはﾐｰﾙに滞在し、

STS-84で帰還。 
 

STS-82 
（82） 

1997.2.11 1997.2.21 ｹﾈｽ･ﾊﾞｳｱｰｿｯｸｽ（C） 
ｽｺｯﾄ･ﾎﾛｳｲｯﾂ（P） 
ﾏｰｸ･ﾘｰ（MS） 
ｽﾃｨｰﾌﾞﾝ･ﾎｰﾚｲ（MS） 
ｸﾞﾚｺﾞﾘｰ･ﾊｰﾊﾞｰ（MS） 
ｽﾁｰﾌﾞﾝ･ｽﾐｽ（MS） 
ｼﾞｮｾﾌ･ﾀﾅｰ（MS） 

ﾃﾞｨｽｶﾊﾞﾘｰ 09/23:38 ﾊｯﾌﾞﾙ宇宙望遠鏡の2回目の

ｻｰﾋﾞｽ･ﾐｯｼｮﾝ。 
5回のEVAを実施。 
 

STS-83 
（83） 

1997.4.4 1997.4.8 ｼﾞｪｰﾑｽ･ﾊﾙｾﾙ,Jr.（C） 
ｽｰｻﾞﾝ･ｽﾃｨﾙ*（P） 
ｼﾞｬﾆｽ･ｳﾞｫｽ*（PC） 
ﾏｲｹﾙ･ｶﾞｰﾝﾊｰﾄ（MS） 
ﾄﾞﾅﾙﾄﾞ･ﾄｰﾏｽ（MS） 
ﾛｼﾞｬｰ･ｸﾗｳﾁ（PS） 
ｸﾞﾚｺﾞﾘｰﾘﾝﾃﾘｽ（PS） 

ｺﾛﾝﾋﾞｱ 03/23:13 燃料電池の不具合により、

予定より12日早く帰還。 
MSL-1（第1次微小重力科学

実験室）実験を一部実施。

NASDAの実験は25ﾃｰﾏ中6
ﾃｰﾏのみ実施。 

STS-84 
（84） 

1997.5.15 1997.5.24 ﾁｬｰﾙｽﾞ･ﾌﾟﾘｺｰﾄ（C） 
ｱｲﾘｰﾝ･ｺﾘﾝｽﾞ*（P） 
ｶﾙﾛｽ･ﾉﾘｴｶﾞ（MS） 
ｴﾄﾞﾜｰﾄﾞ･ﾙｰ（MS） 
ｼﾞｰﾝﾌﾗﾝｺｲｽ･ｸﾚﾙﾎﾞｲ（MS ESA）

ｴﾚｰﾅ･ｺﾝﾀﾞｺｰﾜ*（MSﾛｼｱ） 
<打上げのみ> 
ﾏｲｹﾙ･ﾌｫｰﾙ（MS） 
<帰還のみ> 
ｼﾞｪﾘｰ･ﾘﾈﾝｼﾞｬｰ（MS） 

ｱﾄﾗﾝﾃｨｽ 09/05:20 S/MM-6（ﾐｰﾙに5/16ﾄﾞｯｷﾝ
ｸﾞ、5/21分離）。 
 
NASDAの宇宙放射線環境

計測（RRMD）及び、蛋白

質結晶実験を実施。 

STS-94 
（85） 

1997.7.1 1997.7.17 ｼﾞｪｰﾑｽ･ﾊﾙｾﾙ（C） 
ｽｰｻﾞﾝ･ｽﾃｨﾙ*（P） 
ｼﾞｬﾆｽ･ｳﾞｫｽ*（PC） 
ﾏｲｹﾙ･ｶﾞｰﾝﾊｰﾄ（MS） 
ﾄﾞﾅﾙﾄﾞ･ﾄｰﾏｽ （MS） 
ﾛｼﾞｬｰ･ｸﾗｳﾁ（PS） 
ｸﾞﾚｺﾞﾘｰﾘﾝﾃﾘｽ（PS） 

ｺﾛﾝﾋﾞｱ 15/16:46 MSL-1R（第1次微小重力科

学実験室）実験を実施。

（STS-83の再ﾌﾗｲﾄ） 
 

STS-85 
（86） 

1997.8.7 1997.8.19 ｶｰﾃｨｽ･ﾌﾞﾗｳﾝ（C） 
ｹﾝﾄ･ﾛﾐﾝｶﾞｰ（P） 
N.ｼﾞｬﾝ･ﾃﾞｰﾋﾞｽ*（MS） 
ﾛﾊﾞｰﾄ･ｶｰﾋﾞｰﾑ（MS） 
ｽﾃｨｰﾌﾞﾝ･ﾛﾋﾞﾝｿﾝ（MS） 
ﾋﾞｵﾆ･ﾂｩﾘｸﾞﾍﾞｲｿﾝ（PS ｶﾅﾀﾞ）

ﾃﾞｨｽｶﾊﾞﾘｰ 11/20:28 NASDAのﾏﾆﾋﾟｭﾚｰﾀ飛行実

証試験（MFD）を実施。 
CRISTA-SPAS-2。 
 
ﾂｩﾘｸﾞﾍﾞｲｿﾝはｶﾅﾀﾞの宇宙飛

行士。 
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STS-123プレスキット 

（12／17） 
ﾐｯｼｮﾝ 

（号数） 
打上げ 
年 月 日 

着    陸
年 月 日 

宇宙飛行士 ｵｰﾋﾞﾀ名 飛行時間 
（日/時:
分） 

備     考 

STS-86 
（87） 

1997.9.25 1997.10.6 ｼﾞｪｰﾑｽﾞ･ｳｪｻﾞｰﾋﾞｰ（C） 
ﾏｲｹﾙ･ﾌﾞﾙｰﾑﾌｨｰﾙﾄﾞ（P） 
ｳﾗｼﾞﾐｰﾙ･ﾁﾄﾌ（MS ﾛｼｱ） 
ｽｺｯﾄ･ﾊﾟﾗｼﾞﾝｽｷｰ（MS） 
ｼﾞｰﾝ･ﾙｰﾌﾟ･ｸﾚﾃｲｴﾝ（MS） 
ｳｴﾝﾃﾞｨｰ･ﾛｰﾚﾝｽ*（MS） 
<打上げのみ> 
ﾃﾞﾋﾞｯﾄﾞ･ｳﾙﾌ（MS） 
<帰還のみ> 
ﾏｲｹﾙ･ﾌｫｰﾙ（MS） 

ｱﾄﾗﾝﾃｨｽ 10/19:21 S/MM-7（ﾐｰﾙに9/27ﾄﾞｯｷﾝ
ｸﾞ、10/3分離）。 
 
ｳｫﾙﾌはﾐｰﾙにそのまま滞在

し、STS-89で帰還。 
 
ﾛｼｱ人宇宙飛行士ﾁﾄﾌがｼｬﾄﾙ

搭乗の外国人として初めて

EVA（EDFT-6）を実施。

STS-87 
（88） 

1997.11.19 1997.12.5 ｹﾋﾞﾝ･ｸﾚｰｹﾞﾙ（C） 
ｽﾃｨｰﾌﾞﾝ･ﾘﾝｾﾞｲ（P） 
ｶﾙﾊﾟﾅ･ﾁｬｳﾗ*（MS） 
ｳｨﾝｽﾄﾝ･ｽｺｯﾄ（MS） 
土井 隆雄（MS NASDA） 
ﾚｵﾆﾄ･ｶﾃﾞﾆｭｰｸ（PSｳｸﾗｲﾅ） 

ｺﾛﾝﾋﾞｱ 15/16:34 USMP-4。 
ｽﾊﾟﾙﾀﾝ201-04。 
土井MSが日本人初の船外

活動（EVA）（EDFT-5）を

実施。 
ｶﾃﾞﾆｭｰｸはｳｸﾗｲﾅの宇宙飛行

士。 
STS-89 
（89） 
 

1998.1.22 1998.1.31 ﾃﾚﾝｽ･ｳｲﾙｶｯﾄ（C） 
ｼﾞｮｰ･ｴﾄﾞﾜｰﾄｽﾞ Jr. （P）  
ｼﾞｴｲﾑｽﾞ･ﾗｲﾘｰ（MS） 
ﾏｲｹﾙ･ｱﾝﾀﾞｰｿﾝ（MS） 
ﾎﾞﾆｰ･ﾀﾞﾝﾊﾞｰ*（MS） 
ｻﾘｻﾞｰﾝ･ｼｬﾘﾎﾟﾌﾞ（MS ﾛｼｱ） 
<打上げのみ> 
ｱﾝﾄﾞﾘｭｰ･ﾄｰﾏｽ（MS） 
<帰還のみ> 
ﾃﾞﾋﾞｯﾄﾞ･ｳﾙﾌ（MS） 

ｴﾝﾃﾞﾊﾞｰ 8/19:48 S/MM-8（ﾐｰﾙに1/24ﾄﾞｯｷﾝ
ｸﾞ、1/29分離）。 

STS-90 
（90） 

1998.4.17 1998.5.3 ﾘｯｸ･ｼｰｱﾌｫｽ（C） 
ｽｺｯﾄ･ｱﾙﾄﾏﾝ（P） 
ﾘﾁｬｰﾄﾞ･ﾘﾈﾊﾝ（MS） 
ﾃﾞｨﾌﾞ･ｳｨﾘｱﾑｽﾞ（MS ｶﾅﾀﾞ） 
ｹｲ･ﾊｲｱ* （MS） 
ｼﾞｪｨ･ﾊﾞｯｷｰ（PS） 
ｼﾞﾑ･ﾊﾟｳｪﾙﾂｨｸ（PS） 

ｺﾛﾝﾋﾞｱ 15/21:50 最後のｽﾍﾟｰｽﾗﾌﾞ･ﾐｯｼｮﾝ 
（ﾆｭｰﾛﾗﾌﾞ）。 
 
NASDAのVFEU（がまあん

こうによる宇宙酔い実験）

搭載。 

STS-91 
（91） 

1998.6.2 1998.6.12 ﾁｬｰﾙｽﾞ･ﾌﾟﾘｺｰﾄ （C） 
ﾄﾞﾐﾆｸ･ｺﾞｰﾘ（P） 
ｳｴﾝﾃﾞｨｰ･ﾛｰﾚﾝｽ* （MS） 
ﾌﾗﾝｸﾘﾝ･ﾁｬﾝ･ﾃﾞｨｱｽ（MS） 
ｼﾞｬﾈｯﾄ･ｶｳﾞｧﾝﾃﾞｨ* （MS） 
ｳﾗｼﾞﾐｰﾙ･ﾘｭｰﾐﾝ（MS ﾛｼｱ） 
<帰還のみ> 
ｱﾝﾄﾞﾘｭｰ･ﾄｰﾏｽ（MS） 

ﾃﾞｨｽｶﾊﾞﾘｰ 9/19:54 S/MM-9（ｼｬﾄﾙとﾐｰﾙの最後

のﾄﾞｯｷﾝｸﾞ･ﾐｯｼｮﾝ）。 
AMS-1。 
 
NASDAのRRMD搭載。 

STS-95 
（92） 

1998.10.29 
 

1998.11.7 
 

ｶｰﾃｨｽ･ﾌﾞﾗｳﾝ（C） 
ｽﾃｨｰﾌﾞﾝ･ﾘﾝｾﾞｲ（P） 
ｽﾃｨｰﾌﾞﾝ･ﾛﾋﾞﾝｿﾝ（MS） 
ｽｺｯﾄ･ﾊﾟﾗｼﾞﾝｽｷｰ（MS） 
ﾍﾟﾄﾞﾛ･ﾃﾞｭｰｸ（MS ESA） 
向井 千秋*（PS NASDA） 
ｼﾞｮﾝ･ｸﾞﾚﾝ （PS） 

ﾃﾞｨｽｶﾊﾞﾘｰ 8/21:44 SPACEHAB-SM。 
ｽﾊﾟﾙﾀﾝ201-05。 
HOST。IEH-3。 
ｼﾞｮﾝ･ｸﾞﾚﾝ上院議員は史上

最高齢の宇宙飛行士（77
歳）。 
向井宇宙飛行士2回目の飛

行 
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STS-123プレスキット 

（13／17） 
ﾐｯｼｮﾝ 

（号数） 
打上げ 
年 月 日 

着     陸
年 月 日 

宇宙飛行士 ｵｰﾋﾞﾀ名 飛行時間 
（日/時:
分） 

備     考 

STS-88 
（93） 

1998.12. 4 1998.12.15 ﾛﾊﾞｰﾄ･ｶﾊﾞﾅ （C） 
ﾌﾚﾄﾞﾘｯｸ･ｽﾀｰｶｳ （P） 
ﾅﾝｼｰ･ｶﾘｰ* （MS） 
ｼﾞｪﾘｰ･ﾛｽ （MS） 
ｼﾞｪｰﾑｽ･ﾆｭｰﾏﾝ （MS） 
ｾﾙｹﾞｲ･ｸﾘｶﾚﾌ （MS ﾛｼｱ） 

ｴﾝﾃﾞﾊﾞｰ 11/19:18 ｼｬﾄﾙによる初の国際宇宙ｽﾃ

ｰｼｮﾝ（ISS）の建設（2A）

ﾌﾗｲﾄ。 
 
ﾕﾆﾃｨ（ﾉｰﾄﾞ1）を打上げ。

STS-96 
（94） 

1999. 5.27 1999. 6. 6 ｹﾝﾄ･ﾛﾐﾝｶﾞｰ（C） 
ﾘｯｸ･ﾊｽﾞﾊﾞﾝﾄﾞ（P） 
ﾀﾏﾗ･ｼﾞｬｰﾆｶﾞﾝ*（MS） 
ｴﾚﾝ･ｵﾁｮｱ*（MS） 
ﾀﾞﾆｴﾙ･ﾊﾞﾘｰ（MS） 
ｼﾞｭﾘｰ･ﾍﾟｲｴｯﾄ（MS ｶﾅﾀﾞ） 
ﾊﾞﾚﾘｰ･ﾄｶﾚﾌ（MS ﾛｼｱ） 

ﾃﾞｨｽｶﾊﾞﾘｰ 9/19:13 ISSの補給飛行（2A.1）。 

STS-93 
（95） 
 

1999.7.23 1999. 7.27 ｱｲﾘｰﾝ･ｺﾘﾝｽﾞ*（C） 
ｼﾞｪﾌﾘｰ･ｱｯｼｭﾋﾞｰ（P） 
ｽﾃｨｰﾌﾞﾝ･ﾎｰﾚｲ（MS） 
ｷｬｻﾘﾝ･ｺｰﾙﾏﾝ*（MS） 
ﾐｼｪﾙ･ﾄﾆｰﾆ（MS ﾌﾗﾝｽ） 

ｺﾛﾝﾋﾞｱ 4/23: AXAF（ﾁｬﾝﾄﾞﾗｰX線望遠鏡）

を放出。 
ｱｲﾘｰﾝ･ｺﾘﾝｽﾞは、女性初の船

長。 

STS-103 
（96） 

1999.12.19 1999.12.27 ｶｰﾃｨｽ･ﾌﾞﾗｳﾝ（C） 
ｽｺｯﾄ･ｷﾘｰ（P） 
ｽﾃｨｰﾌﾞﾝ･ｽﾐｽ（MS） 
ﾏｲｹﾙ･ﾌｫｰﾙ（MS） 
ｼﾞｮﾝ･ｸﾞﾗﾝｽﾌｪﾙﾄﾞ（MS） 
ｸﾛｰﾄﾞ･ﾆｺﾘｴ（MS ESA） 
ｼﾞｰﾝﾌﾗﾝｺｲｽ･ｸﾚﾙﾎﾞｲ（MS ESA）

ﾃﾞｨｽｶﾊﾞﾘｰ 7/23:10 ﾊｯﾌﾞﾙ宇宙望遠鏡の3回目の

ｻｰﾋﾞｽﾐｯｼｮﾝ 

STS-99 
（97） 

2000. 2.11 
      

2000.2.22 
      

ｹﾋﾞﾝ･ｸﾚｰｹﾞﾙ（C） 
ﾄﾞﾐﾆｸ･ｺﾞｰﾘ（P） 
ｹﾞﾙﾊﾙﾄ･ﾃｨｴﾚ（MS ﾄﾞｲﾂ） 
ｼﾞｬﾈｯﾄ･ｶｳﾞｧﾝﾃﾞｨ* （MS） 
ｼﾞｬﾆｽ･ｳﾞｫｽ* （MS） 
毛利 衛（MS NASDA） 

ｴﾝﾃﾞﾊﾞｰ 11/05:39 SRTM 
EarthKAM 
毛利宇宙飛行士2回目の飛

行。 

STS-101 
（98） 

2000. 5.19 
 

2000. 5.29 ｼﾞｪｰﾑｽ･ﾊﾙｾﾙ（C） 
ｽｺｯﾄ･ﾎﾛｳｲｯﾂ（P） 
ﾒｱﾘｰ･ｴﾚﾝ･ｳｴｰﾊﾞｰ*（MS） 
ｼﾞｪﾌﾘｰ･ｳｲﾘｱﾑｽﾞ（MS） 
ｼﾞｪｰﾑｽ･ｳﾞｫｽ（MS） 
ｽｰｻﾞﾝ･ﾍﾙﾑｽﾞ*（MS） 
ﾕｰﾘ･ｳｻﾁｪﾌ（MS ﾛｼｱ） 

ｱﾄﾗﾝﾃｨｽ 9/20:10 ISSの補給飛行（2A.2a）。
 
ｼｬﾄﾙ操縦席の表示機器類を

ｶﾗｰ液晶に変え新型化した。

STS-106 
（99） 

2000. 9. 8 
 

2000. 9.20 
 

ﾃﾚﾝｽ･ｳｲﾙｶｯﾄ（C） 
ｽｺｯﾄ･ｱﾙﾄﾏﾝ（P） 
ﾀﾞﾆｴﾙ･ﾊﾞｰﾊﾞﾝｸ（MS） 
ｴﾄﾞﾜｰﾄﾞ･ﾙｰ（MS） 
ﾘﾁｬｰﾄﾞ･ﾏｽﾄﾗｷｵ（MS） 
ﾕｰﾘ･ﾏﾚﾝﾁｪﾝｺ（MS ﾛｼｱ） 
ﾎﾞﾘｽ･ﾓﾛｺﾌ（MS ﾛｼｱ） 

ｱﾄﾗﾝﾃｨｽ 11/19:11 ISSの補給飛行（2A.2b）。
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STS-123プレスキット 

（14／17） 
ﾐｯｼｮﾝ 

（号数） 
打上げ 
年 月 日 

着     陸
年 月 日 

宇宙飛行士 ｵｰﾋﾞﾀ名 飛行時間 
（日/時:
分） 

備     考 

STS-92 
（100） 

2000.10.11 2000.10.24 ﾌﾞﾗｲｱﾝ･ﾀﾞﾌｨｰ（C） 
ﾊﾟﾒﾗ･ｱﾝ･ﾒﾙﾛｲ（P） 
ﾘﾛｲ･ﾁｬｵ （MS） 
ｳｲﾘｱﾑ･ﾏｯｶｰｻ（MS） 
ﾋﾟｰﾀｰ･ﾜｲｿﾞﾌ（MS） 
ﾏｲｹﾙ･ﾛﾍﾟｽﾞ-ｱﾚｸﾞﾘｱ（MS） 
若田 光一（MS NASDA） 

ﾃﾞｨｽｶﾊﾞﾘｰ 12/21:43 ISSの建設（3A）ﾌﾗｲﾄ。 
Z1ﾄﾗｽ､PMA-3を打ち上げ。

 
若田宇宙飛行士2回目の飛

行。 

STS-97 
（101） 

2000.11.30 2000.12.11 ﾌﾞﾚﾝﾄ･ｼﾞｪｯﾄ（C） 
ﾏｲｹﾙ･ﾌﾞﾙｰﾑﾌｨｰﾙﾄﾞ（P） 
ｼﾞｮｾﾌ･ﾀﾅｰ（MS） 
ﾏｰｸ･ｶﾞﾙﾉｰ（MS ｶﾅﾀﾞ） 
ｶﾙﾛｽ･ﾉﾘｴｶﾞ（MS） 

ｴﾝﾃﾞﾊﾞｰ 10/19:58 ISSの建設（4A）ﾌﾗｲﾄ｡ 
P6ﾄﾗｽを打ち上げ。 

STS-98 
（102） 

2001.02.07 2001.02.20 ｹﾈｽ･ｺｯｸﾚﾙ（C） 
ﾏｰｸ･ﾎﾟﾗﾝｽｷｰ（P） 
ﾛﾊﾞｰﾄ･ｶｰﾋﾞｰﾑ（MS） 
ﾏｰｼｬ･ｱｲﾋﾞﾝｽ*（MS） 
ﾄｰﾏｽ･ｼﾞｮｰﾝｽﾞ（MS） 

ｱﾄﾗﾝﾃｨｽ 12/21:21 ISSの建設（5A）ﾌﾗｲﾄ。 
米国実験棟「ﾃﾞｽﾃｨﾆｰ」を打

ち上げ。 

STS-102 
（103） 

2001.03.08 2001.03.21 ｼﾞｪｰﾑｽ･ｳｴｻﾞﾋﾞｰ（C） 
ｼﾞｪｰﾑｽ･ｹﾘｰ（P） 
ｱﾝﾄﾞﾘｭｰ･ﾄｰﾏｽ（MS） 
ﾎﾟｰﾙ･ﾘﾁｬｰｽﾞ（MS） 
<打上げのみ> 
ﾕｰﾘｰ･ｳｻﾁｪﾌ（ﾛｼｱ） 
ｼﾞｪｰﾑｽ･ｳﾞｫｽ 
ｽｰｻﾞﾝ･ﾍﾙﾑｽﾞ* 
<帰還のみ> 
ｳｲﾘｱﾑ･ｼｪﾊﾟｰﾄﾞ 
ﾕｰﾘｰ･ｷﾞﾄﾞｾﾞﾝｺ（ﾛｼｱ） 
ｾﾙｹﾞｲ･ｸﾘｶﾚﾌ（ﾛｼｱ） 

ﾃﾞｨｽｶﾊﾞﾘｰ 12/19:49 ISSの建設（5A.1）ﾌﾗｲﾄ。

第1次長期滞在ｸﾙｰと第2次
長期滞在ｸﾙｰが交代。 

STS-100 
（104） 

2001.04.19 2001.05.01 ｹﾝﾄ･ﾛﾐﾝｶﾞｰ（C） 
ｼﾞｪﾌﾘｰ･ｱｯｼｭﾋﾞｰ（P） 
ｸﾘｽ･ﾊﾄﾞﾌｨｰﾙﾄﾞ（MS ｶﾅﾀﾞ） 
ｽｺｯﾄ･ﾊﾟﾗｼﾞﾝｽｷｰ（MS） 
ｼﾞｮﾝ･ﾌｨｨﾘｯﾌﾟｽ（MS） 
ｳﾝﾍﾞﾙﾄ･ｷﾞﾄﾞｰﾆ（MS ESA） 
ﾕｰﾘ･ﾛﾝﾁｬｺﾌ（MS ﾛｼｱ） 

ｴﾝﾃﾞﾊﾞｰ 11/21:30 ISSの建設（6A）ﾌﾗｲﾄ。 
SSRMS「ｶﾅﾀﾞｱｰﾑ2」を打ち

上げ。 
 

STS-104 
（105） 

2001.07.12 2001.07.24 ｽﾃｨｰﾌﾞﾝ･ﾘﾝｾﾞｲ（C） 
ﾁｬｰﾙｽﾞ･ﾎｰﾊﾞｰ（P） 
ｼﾞｬﾈｯﾄ･ｶﾊﾞﾝﾃﾞｨ*（MS） 
ﾏｲｹﾙ･ｶﾞｰﾝﾊｰﾄ（MS） 
ｼﾞｪｲﾑｽﾞ･ﾗｲﾘｰ（MS） 

ｱﾄﾗﾝﾃｨｽ 12/18:36 ISSの建設（7A）ﾌﾗｲﾄ。 
ｴｱﾛｯｸ「ｸｴｽﾄ」を打ち上げ。

 

付録5-20 



STS-123プレスキット 

（15／17） 
ﾐｯｼｮﾝ 

（号数） 
打上げ 
年 月 日 

着     陸
年 月 日 

宇宙飛行士 ｵｰﾋﾞﾀ名 飛行時間 
（日/時:
分） 

備     考 

STS-105 
（106） 

2001.08.10 2001.08.22 ｽｺｯﾄ･ﾎﾛｳｨｯﾂ（C） 
ﾌﾚﾄﾞﾘｯｸ･ｽﾀｰｶｳ（P） 
ﾊﾟﾄﾘｯｸ･ﾌｫﾚｽﾀｰ（MS） 
ﾀﾞﾆｴﾙ･ﾊﾞﾘｰ（MS） 
<打上げのみ> 
ﾌﾗﾝｸ･ｶﾙﾊﾞｰﾄｿﾝ 
ｳﾗﾃﾞｨﾐｰﾙ･ｼﾞｪｼﾞｭｰﾛﾌ（ﾛｼｱ） 
ﾐﾊｲﾙ･ﾁｭｰﾘﾝ（ﾛｼｱ） 
<帰還のみ> 
ﾕｰﾘｰ･ｳｻﾁｪﾌ（ﾛｼｱ） 
ｼﾞｪｰﾑｽ･ｳﾞｫｽ 
ｽｰｻﾞﾝ･ﾍﾙﾑｽﾞ* 

ﾃﾞｨｽｶﾊﾞﾘｰ 11/21:13 ISSの建設（7A.1）ﾌﾗｲﾄ。

第2次長期滞在ｸﾙｰと第3次
長期滞在ｸﾙｰが交代。 

STS-108 
（107） 

2001.12.05 2001.12.17 ﾄﾞﾐﾆｸ･ｺﾞｰﾘ（C） 
ﾏｰｸ･ｹﾘｰ（P） 
ﾘﾝﾀﾞ･ｺﾞﾄﾞｳｨﾝ（MS） 
ﾀﾞﾆｴﾙ･ﾀﾆ（MS） 
<打上げのみ> 
ﾕﾘｰ･ｵﾇﾌﾘｴﾝｺ（ﾛｼｱ） 
ｶｰﾙ･ｳｵﾙﾂ 
ﾀﾞﾆｴﾙ･ﾊﾞｰｼｭ 
<帰還のみ> 
ﾌﾗﾝｸ･ｶﾙﾊﾞｰﾄｿﾝ 
ｳﾗﾃﾞｨﾐｰﾙ･ｼﾞｪｼﾞｭｰﾛﾌ（ﾛｼｱ） 
ﾐﾊｲﾙ･ﾁｭｰﾘﾝ（ﾛｼｱ） 

ｴﾝﾃﾞﾊﾞｰ 11/19:36 ISSの利用（UF-1）ﾌﾗｲﾄ。

第3次長期滞在ｸﾙｰと第4次
長期滞在ｸﾙｰが交代。 

STS-109 
（108） 

2002.03.01 2002.03.12 ｽｺｯﾄ･ｱﾙﾄﾏﾝ（C） 
ﾃﾞｭｱﾝ･ｷｬﾚｲ（P） 
ｼﾞｮﾝ･ｶﾞﾝｽﾌｨｰﾙﾄﾞ（MS） 
ﾅﾝｼｰ･ｶﾘｰ*（MS） 
ﾘﾁｬｰﾄﾞ･ﾘﾈﾊﾝ（MS） 
ｼﾞｪｲﾑｽ･ﾆｭｰﾏﾝ（MS） 
ﾏｲｹﾙ･ﾏｼﾐﾉ（MS） 

ｺﾛﾝﾋﾞｱ 10/22:09 ﾊｯﾌﾞﾙ宇宙望遠鏡の修理ﾐｯｼ

ｮﾝ3B 
（4回目のｻｰﾋﾞｽﾐｯｼｮﾝ） 

STS-110 
（109） 

2002.04.08 2002.04.19 ﾏｲｹﾙ･ﾌﾞﾙｰﾑﾌｨｰﾙﾄﾞ（C） 
ｽﾃｨｰﾌﾞﾝ･ﾌﾘｯｸ（P） 
ﾚｯｸｽ･ﾜﾙﾊｲﾑ（MS） 
ｴﾚﾝ･ｵﾁｮｱ*（MS） 
ﾘｰ･ﾓｰﾘﾝ（MS） 
ｼﾞｪﾘｰ･ﾛｽ（MS） 
ｽﾃｨｰﾌﾞﾝ･ｽﾐｽ（MS） 

ｱﾄﾗﾝﾃｨｽ 10/19:43 ISSの建設（8A）ﾌﾗｲﾄ。 
S0ﾄﾗｽを取り付け。 

STS-111 
（110） 

2002.06.05 2002.06.19 ｹﾈｽ･ｺｯｸﾚﾙ（C） 
ﾎﾟｰﾙ･ﾛｯｸﾊｰﾄ（P） 
ﾌﾗﾝｸﾘﾝ･ﾁｬﾝ-ﾃﾞｨｱｽﾞ（MS） 
ﾌｨﾘｯﾌﾟ･ﾍﾟﾘﾝ（MS ﾌﾗﾝｽ） 
<打上げのみ> 
ﾜﾚﾘｰ･ｺﾙｽﾞﾝ（ﾛｼｱ） 
ﾍﾟｷﾞｰ･ｳｲｯﾄｿﾝ* 
ｾﾙｹﾞｲ･ﾄﾚｼｪﾌ（ﾛｼｱ） 
<帰還のみ> 
ﾕﾘｰ･ｵﾇﾌﾘｴﾝｺ（ﾛｼｱ） 
ｶｰﾙ･ｳｵﾙﾂ 
ﾀﾞﾆｴﾙ･ﾊﾞｰｼｭ 

ｴﾝﾃﾞﾊﾞｰ 13/20:35 ISSの建設・利用（UF2）ﾌ

ﾗｲﾄ。 
MBSを取り付け。 
第4次長期滞在ｸﾙｰと第5次
長期滞在ｸﾙｰが交代。 
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STS-123プレスキット 

（16／17） 
ﾐｯｼｮﾝ 

（号数） 
打上げ 
年 月 日 

着     陸
年 月 日 

宇宙飛行士 ｵｰﾋﾞﾀ名 飛行時間 
（日/時:
分） 

備     考 

STS-112 
（111） 

2002.10.07 2002.10.18 ｼﾞｪﾌﾘｰ･ｱｯｼｭﾋﾞｰ（C） 
ﾊﾟﾒﾗ･ｱﾝ･ﾒﾙﾛｲ*（P） 
ﾃﾞﾋﾞｯﾄﾞ･ｳｫﾙﾌ（MS） 
ﾋﾟｱｰｽ･ｾﾗｰｽﾞ（MS） 
ｻﾝﾄﾞﾗ･ﾏｸﾞﾅｽ*（MS） 
ﾌｨｮﾄﾞｰ･ﾔｰﾁｷﾝ（MS ﾛｼｱ） 
 

ｱﾄﾗﾝﾃｨｽ 10/19:58 ISSの建設（9A）ﾌﾗｲﾄ。 
S1ﾄﾗｽを取り付け。 

STS-113 
（112） 

2002.11.23 2002.12.07 ｼﾞｪｰﾑｽﾞ･ｳｴｻﾞｰﾋﾞｰ（C） 
ﾎﾟｰﾙ･ﾛｯｸﾊｰﾄ（P） 
ﾏｲｹﾙ･ﾛﾍﾟｽﾞ-ｱﾚｸﾞﾘｱ（MS） 
ｼﾞｮﾝ･ﾍﾘﾝﾄﾝ（MS） 
<打上げのみ> 
ｹﾈｽ･ﾊﾞｳｱｰｿｯｸｽ 
ﾆｺﾗｲ･ﾌﾞﾀﾞｰﾘﾝ（ﾛｼｱ） 
ﾄﾞﾅﾙﾄﾞ･ﾍﾟﾃｨ 
<帰還のみ> 
ﾜﾚﾘｰ･ｺﾙｽﾞﾝ（ﾛｼｱ） 
ﾍﾟｷﾞｰ･ｳｲｯﾄｿﾝ* 
ｾﾙｹﾞｲ･ﾄﾚｼｪﾌ（ﾛｼｱ） 

ｴﾝﾃﾞﾊﾞｰ 13/18:47 ISSの建設（11A）ﾌﾗｲﾄ。

P1ﾄﾗｽを取り付け。 
第5次長期滞在ｸﾙｰと第6次
長期滞在ｸﾙｰが交代。 

STS-107 
（113） 

2003.01.16 2003.02.01 
帰還中に 

空中分解 

ﾘｯｸ･ﾊｽﾞﾊﾞﾝﾄﾞ（C） 
ｳｲﾘｱﾑ･ﾏｯｺｰﾙ（P） 
ﾏｲｹﾙ･ｱﾝﾀﾞｰｿﾝ（PC） 
ｶﾙﾊﾟﾅ･ﾁｬｳﾗ*（MS） 
ﾃﾞｨﾋﾞｯﾄﾞ･ﾌﾞﾗｳﾝ（MS） 
ﾛｰﾚﾙ･ｸﾗｰｸ*（MS） 
ｲﾗﾝ･ﾗﾓｰﾝ（PS ｲｽﾗｴﾙ） 
 

ｺﾛﾝﾝﾋﾞｱ 15/22:20 
 

SPACEHAB-DRM（ﾀﾞﾌﾞﾙ

研究ﾓｼﾞｭｰﾙ）。 
着陸16分前、高度約60kmで

空中分解し、7人全員死亡。

STS-114 
（114） 

2005.07.26 2005.08.09 ｱｲﾘｰﾝ･ｺﾘﾝｽﾞ*（C） 
ｼﾞｪｰﾑｽ･ｹﾘｰ（P） 
野口 聡一（MS JAXA） 
ｽﾃｨｰﾌﾞﾝ･ﾛﾋﾞﾝｿﾝ（MS） 
ｱﾝﾄﾞｭﾘｭｰ･ﾄｰﾏｽ（MS） 
ｳｪﾝﾃﾞｨｰ･ﾛｰﾚﾝｽ*（MS） 
ﾁｬｰﾙｽﾞ･ｶﾏﾀﾞｰ（MS） 

ﾃﾞｨｽｶﾊﾞﾘｰ 13/21:32 ｺﾛﾝﾋﾞｱ号事故の影響で打上

げを2年以上延期。飛行再開

ﾌﾗｲﾄ。ISSの補給（LF1）ﾌ

ﾗｲﾄ。 
ESP-2を取り付け。 
 
野口宇宙飛行士の初飛行。

 
STS-121 
（115） 

2007.07.04 
 

2007.07.17 ｽﾃｨｰﾌﾞﾝ･ﾘﾝｾﾞｲ（C） 
ﾏｰｸ･ｹﾘｰ（P） 
ﾋﾟｱｰｽ･ｾﾗｰｽﾞ（MS） 
ﾏｲｹﾙ･ﾌｫｯｻﾑ（MS） 
ﾘｻ･ﾉﾜｯｸ*（MS） 
ｽﾃﾌｧﾆｰ･ｳｨﾙｿﾝ*（MS） 
<打上げのみ> 
ﾄｰﾏｽ･ﾗｲﾀｰ （ESA） 

ｱﾄﾗﾝﾃｨｽ 12/18:37 2回目の飛行再開フライト

（ULF-1.1） 
 

STS-115 
（116） 

2007.09.09 2007.09.21 ﾌﾞﾚﾝﾄ･ｼﾞｪｯﾄ（C） 
ｸﾘｽﾄﾌｧｰ･ﾌｧｰｶﾞｿﾝ（P） 
ｼﾞｮｾﾌ･ﾀﾅｰ（MS） 
ﾀﾞﾆｴﾙ･ﾊﾞｰﾊﾞﾝｸ（MS） 
ｽﾃｨｰﾌﾞﾝ･ﾏｸﾘｰﾝ（MS CSA） 
ﾊｲﾃﾞﾏﾘｰ･ｽﾃﾌｧﾆｼｮﾝ･ﾊﾟｲﾊﾟｰ*
（MS） 

ｱﾄﾗﾝﾃｨｽ 11/19:06 ISSの建設（12A）ﾌﾗｲﾄ。

P3/P4ﾄﾗｽを取付け、太陽電

池ﾊﾟﾄﾞﾙを追加。 

A
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STS-123プレスキット 

（17／17） 
ﾐｯｼｮﾝ 

（号数） 
打上げ 
年 月 日 

着     陸
年 月 日 

宇宙飛行士 ｵｰﾋﾞﾀ名 飛行時間 
（日/時:
分） 

備     考 

STS-116 
（117） 

2007.12.09 2007.12.22 ﾏｰｸ・ﾎﾟﾗﾝｽｷｰ（C） 
ｳｨﾘｱﾑ・ｵｰﾌｪﾘﾝ（P） 
ﾆｺﾗｽ・ﾊﾟﾄﾘｯｸ（MS） 
ﾛﾊﾞｰﾄ・ｶｰﾋﾞｰﾑ（MS） 
ｸﾘｽﾀｰ・ﾌｭｰｹﾞﾙｻﾝｸﾞ（MS） 
ｼﾞｮｱﾝ・ﾋｷﾞﾝﾎﾞｻﾑ*（MS） 
＜打上げのみ＞ 
ｽﾆｰﾀ・ｳｨﾘｱﾑｽﾞ*（MS） 
＜帰還＞ 
ﾄｰﾏｽ・ﾗｲﾀｰ（ESA） 

ﾃﾞｨｽｶﾊﾞﾘｰ 12/20:44 ISSの建設（12A.1）ﾌﾗｲﾄ。

P4ﾄﾗｽの先端へ、新たにP5ﾄ
ﾗｽ取付け、P6ﾄﾗｽの移設に向

け、P6ﾄﾗｽの左舷側の太陽電

池ﾊﾟﾄﾞﾙを収納。 

STS-117 
（118） 

2007.06.08 2007.06.22 ﾌﾚﾄﾞﾘｯｸ・ｽﾀｰｶｳ（C） 
ﾘｰ・ｱｰｼｬﾑﾎﾞｳ（P） 
ﾊﾟﾄﾘｯｸ・ﾌｫﾚｽﾀｰ（MS） 
ｽﾃｨｰﾌﾞﾝ・ｽﾜﾝｿﾝ（MS） 
ｼﾞｮﾝ・ｵﾘﾊﾞｰｽ（MS） 
ｼﾞｪｲﾑｽﾞ・ﾗｲﾘｰ（MS） 
＜打上げのみ＞ 
ｸﾚｲﾄﾝ・ｱﾝﾀﾞｰｿﾝ（MS） 
＜帰還＞ 
ｽﾆｰﾀ・ｳｨﾘｱﾑｽﾞ* 

ｱﾄﾗﾝﾃｨｽ 13/20:11 ISSの建設（13A）ﾌﾗｲﾄ。

S3/S4ﾄﾗｽの取付けや起動、

S4ﾄﾗｽの太陽電池ﾊﾟﾄﾞﾙの展

開。 

STS-118 
（119） 

2007.08.08 2007.08.21 ｽｺｯﾄ・ｹﾘｰ（C） 
ﾁｬｰﾙｽﾞ・ﾎｰﾊﾞｰ（P） 
ﾄﾚｰｼｰ・ｶ-ﾄﾞｳｪﾙ*（MS） 
ﾘﾁｬｰﾄﾞ・ﾏｽﾄﾗｷｵ（MS） 
ﾀﾞﾌｨｯﾄﾞ・ｳｨﾘｱﾑｽﾞ（MS CSA）

ﾊﾞｰﾊﾞﾗ・ﾓｰｶﾞﾝ*（MS） 
ﾍﾞﾝｼﾞｬﾐﾝ・ｱﾙｳﾞｨﾝ・ﾄﾞﾙｰJr.（MS）
 

ｴﾝﾃﾞﾊﾞｰ 12/17:56 ISSの建設（13A.1）ﾌﾗｲﾄ。

S5ﾄﾗｽと船外保管ﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑ

3（External Stowage 
Platform 3: ESP-3）の取付

け、P6ﾄﾗｽの移設に向けた準

備、故障したｺﾝﾄﾛｰﾙ･ﾓｰﾒﾝﾄ･

ｼﾞｬｲﾛ（CMG）1基の交換、

元小学校教師ﾊﾞｰﾊﾞﾗ・ﾓｰｶﾞﾝ

による宇宙授業など 
STS-120 
（120） 

2007.10.23 2007.11.07 ﾊﾟﾒﾗ・ｱﾝ・ﾒﾙﾛｲ*（C） 
ｼﾞｮｰｼﾞ・ｻﾞﾑｶ（P） 
ｽｺｯﾄ・ﾊﾟﾗｼﾞﾝｽｷｰ（MS） 
ｽﾃﾌｧﾆｰ・ｳｨﾙｿﾝ*（MS） 
ﾀﾞｸﾞﾗｽ・ｳｨｰﾛｯｸ（MS） 
ﾊﾟｵﾛ・ﾈｽﾎﾟﾘ（MS ESA） 
＜打上げのみ＞ 
ﾀﾞﾆｴﾙ・ﾀﾆ（MS） 
＜帰還＞ 
ｸﾚｲﾄﾝ・ｱﾝﾀﾞｰｿﾝ 

ﾃﾞｨｽｶﾊﾞﾘｰ 15/02:23 ISSの建設（10A）ﾌﾗｲﾄ。

「ﾊｰﾓﾆｰ」（第2結合部）の輸

送とISSへの結合。 
P6ﾄﾗｽの太陽電池ﾊﾟﾄﾞﾙの展

開（修理）。 

STS-122 
（121） 

2008.02.07 2008.02.20 ｽﾃｨｰﾌﾞﾝ・ﾌﾘｯｸ（C） 
ｱﾚﾝ・ﾎﾟｲﾝﾃﾞｸｽﾀｰ（P） 
ﾘﾗﾝﾄﾞ・ﾒﾙｳﾞｨﾝ（MS） 
ﾚｯｸｽ・ｳｫﾙﾊｲﾑ（MS） 
ﾊﾝｽ・ｼｭﾘｰｹﾞﾙ（MS ESA） 
ｽﾀﾝﾘｰ・ﾗﾌﾞ（MS） 
＜打上げのみ＞ 
ﾚｵﾎﾟﾙﾄﾞ・ｱｲﾊｰﾂ（MS ESA） 
＜帰還＞ 
ﾀﾞﾆｴﾙ・ﾀﾆ 

ｱﾄﾗﾝﾃｨｽ 
 

12/18:21 ISSの建設（1E）ﾌﾗｲﾄ。 
ESAの「ｺﾛﾝﾊﾞｽ」（欧州実験

棟）をISSに輸送・設置。

故障したCMGの回収。 

A

 注）名前の後ろの＊マークは、女性を示す。 
C: Commander（コマンダー）、P: Pilot（パイロット）、PC: Payload Commander、 
MS: Mission Specialist、PS: Payload Specialist 
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出典： NASA Kennedy Space Center Space Shuttle Status Report、Space Shuttle 
Press Kit、Reporter’s Space Flight Note Pad （Boeing社作成） Feb,2000、 

        http://www-pao.ksc.nasa.gov/kscpao/chron/chrontoc.htm 等 
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5.3 ISS長期滞在クルー 
 

2008月2月末現在(1/2) 
打ち上げ日（米国時間） 長期滞在クルー 

帰還日（米国時間）

宇宙滞在日数 EVA回数 
(合計時間） 

その他 

2000.10.31 
 ソユーズTM-31（2R）

1 第１次長期滞在クルー 
（以下は、左記番号で省略） 
ウイリアム･シェパード（NASA） 
ユーリー･ギドゼンコ（ロシア） 
セルゲイ･クリカレフ（ロシア） 

2001.03.21 
 STS-102（5A.1）

140日23時間 実施せず  

2001.03.08  
STS-102（5A.1）

2 ユーリー・ウサチェフ（ロシア） 
ジェームス・ヴォス（NASA） 
スーザン・ヘルムズ*（NASA） 2001.08.22 

STS-105（7A.1）

167日 6時間 1回 
（19分） 

 

2001.08.10 
 STS-105（7A.1）

3 フランク・カルバートソン（NASA） 
ウラディミール・ジェジューロフ（ロ

シア） 
ミハイル・チューリン（ロシア） 2001.12.17 

STS-108（UF-1）

128日20時間 4回 
（18時間 

40分） 

 

2001.12.05 
STS-108（UF-1）

4 ユーリ・オヌフリエンコ（ロシア） 
カール・ウォルツ（NASA） 
ダニエル・バーシュ（NASA） 2002.06.19 

STS-111（UF-2）

195日19時間 3回 
（14時間 

48分） 

 

2002.06.05  
STS-111（UF-2）

5 ワレリー・コルズン（ロシア） 
ペギー・ウィットソン*（NASA） 
セルゲイ・トレシェフ（ロシア） 2002.12.07 

STS-113（11A）

184日22時間 2回 
（18時間 

40分） 

 

2002.11.23 
STS-113（11A）

6 ケネス・バウアーソックス（NASA） 
ドナルド・ペティ（NASA） 
ニコライ・ブダーリン（ロシア） 2003.05.03 

ソユーズTMA-1（5S）

161日 1時間 2回 
（9時間 
46分） 

 

2003.04.25 
ソユーズTMA-2（6S）

 

7 ユーリ・マレンチェンコ（ロシア） 
エドワード・ルー（NASA） 

2003.10.27 
ソユーズTMA-2（6S）

 

184日21時間 実施せず コロンビア

号事故の影

響によりク

ルーを 2 名

に削減 

2003.10.18 
ソユーズTMA-3（7S）

 

8 マイケル・フォール（NASA） 
アレクサンダー・カレリ（ロシア） 

2004.04.29 
ソユーズTMA-3（7S）

194日18時間 1回 
（3時間 
55分） 

 

2004.04.18 
ソユーズTMA-4（8S）

9 ゲナディ・パダルカ（ロシア） 
マイケル・フィンク（NASA） 

2004.10.19 
ソユーズTMA-4（8S）

187日21時間 4回 
（15時間 

45分） 

 

2004.10.13 
ソユーズTMA-5（9S）

 

10 リロイ・チャオ（NASA） 
サリザン・シャリポフ（ロシア） 

2005.04.24 
ソユーズTMA-5（9S）

192日19時間 2回 
 

 

2005.04.14 
ソユーズTMA-6（10S）

11 セルゲイ・クリカレフ（ロシア） 
ジョン・フィリップス（NASA） 

2005.10.11 
ソユーズTMA-6（10S）

179日0時間 1回  
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(2/2) 
打ち上げ日（米国時間） 長期滞在クルー 
帰還日（米国時間） 

宇宙滞在日数 EVA回数 
(合計時間） 

その他 

2005.10.01 
ソユーズTMA-7（11S）

12 ウィリアム・マッカーサー（NASA） 
バレリー・トカレフ（ロシア） 

2006.04.09 
ソユーズTMA-7（11S）

189日19時間 2回  

2006.03.30 
ソユーズTMA-8（12S）

 

13 パベル・ビノグラドフ（ロシア） 
ジェフリー・ウィリアム（NASA） 
 
 
トーマス・ライター（ESA） 
（STS-121ミッションで2006.07.05に
打ち上げられ、STS-116ミッションで

2006.12.22に帰還） 

2006.09.29 
ソユーズTMA-8（12S）

182日23時間 2回 ｽﾍﾟｰｽｼｬﾄﾙ

でｸﾙｰ1名の

交替を開始

することに

より、ISSを
3 名体制に

戻した 

2006.09.18 
ソユーズTMA-9（13S）
 

14 マイケル・ロペズ－アレグリア（NASA） 
ミハイル・チューリン（ロシア） 
トーマス・ライター（ESA） 
 
 
スニータ・ウィリアムズ*（NASA） 
（STS-116ミッションで2006.12.10 
に打ち上げられ、STS-117ミッション

で2007.06.23に帰還） 
 

2007.04.21 
ソユーズTMA-9 （13S） 

215日8時間 5回  

2007.04.08 
ソユーズTMA-10（14S） 
 

15 フョードル・ユールチキン（ロシア） 
オレッグ・コトフ（ロシア） 
スニータ・ウィリアムズ*（NASA） 
 
 
クレイトン・アンダーソン（NASA） 
（STS-117ミッションで2007.06.23 
に打ち上げられ、STS-120ミッション

で2007.11.07に帰還） 

2007.10.21 
ソユーズTMA-10（14S） 

197日17時間 3回  

16 ペギー・ウィットソン*（NASA） 
ユーリ・マレンチェンコ（ロシア） 
クレイトン・アンダーソン（NASA） 
 
 
ダニエル・タニ（NASA） 
（STS-120ミッションで2007.10.24に
打ち上げられ、STS-122ミッションで

2008.02.20に帰還） 
 
レオポルド・アイハーツ（ESA） 
（STS-122ミッションで2008.02.07に
打ち上げられ、STS-123ミッションで

2008.03.29に帰還予定） 
 
ギャレット・リーズマン（NASA） 
（STS-123ミッションで2008.03.11に
打ち上げられ、STS-124ミッションで

2008.06.06に帰還予定） 

2007.10.10 
ソユーズTMA-11（15S） 
 

 5回  

A

注）名前の後ろの＊マークは女性を示す。 
各長期滞在クルーの先頭のクルーがISSコマンダー（指揮官）。 
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